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日誌　一　それよりも重大な






　森もり塚つか一いち乃のが現れなかった。

　でも、猛獣が現れた。

「ガオー、キリカさんライオンがソージを食べちゃうぞっ」

　九月とは名ばかりのまだまだ暑い新学期初日の午後、荒あら谷や学園第三旧校舎のゲーム同好会部室、宗そう司じがドアを開けると何な故ぜか自称ライオン──のコスプレをしたキリカがいた。

「新学期早々、何つう格好をしてるんだよ」

「えへへー、可愛かわいいでしょ」

　モフモフの襟巻きに、豹ひよう柄がらビキニ、同じくモフモフな手袋とスリッパと尻尾しつぽ。

　甘いミルクのような匂においのする銀髪は左右で括くくり、骨付き肉のヘアピンを留めている。

　胸は特大マシュマロみたいなくせに、真っ白なお腹はすらりと反則的なボディライン。

　真夏の太陽のような健康的な魅力に満ちたキリカに豹柄ビキニはぴったりだが……ライオンではないような気がする。

「ライオンだよ、ガオガオッ！」

　当人の主張によると、あくまでライオンらしい。

「ガオー」

　威い嚇かくのつもりか、モフモフした肉球手袋をはめた手を上げて吼ほえる。

「やべー、はっきり言って可愛かわいい、が、キリカ……」

　宗そう司じは一つ咳せき払ばらいをし、気を引き締め続ける。

「たてがみがあるライオンは、雄だぞ」

「えっ！」

　青い瞳ひとみを見開いてぱちくり、キリカはいそいそと襟巻きを外すと改めて、

「ガオー、食べちゃうぞっ」

「わー、ライオンだー、ちょーこえー」

「ソージ、そういう気遣いは逆に心に痛いよ」

「すまん、一応付き合ってやらないと悪いかなと思って……」

「そ、そんな」

　ぽっ、とキリカは頰ほおを染め、肉球手袋をはめた手をわたわたと振り回す。

「いいいい、いきなりお付き合いしましょうなんて言われても、キリカさん驚きのあまりにビックリだよっ！」












「意味が重複してるし！　そういう意味でもない！」

「うん、知ってる」

「あああああああ、こいつはこいつで段々と性た質ちが悪くなってる気がするぅうう！」

「アハハハ、ソージも大変だねっ」

「おまえのせいでもあるんだぜ？」

　無邪気に笑い、キリカは肉球手袋をつけた手でポンポンと肩を叩たたく。

「あ、肉球の感触がちょっと気持ち良い──じゃねえ、なんでライオンなんだ」

「よくぞ聞いてくれちゃったよっ！」

　キリカはえへん、と腰に手を当て宗そう司じの眼前で胸を張る。

「ぐううう、この誘引力」

　ぽよよんと揺れて豹ひよう柄がらビキニから零こぼれ落ちそうになる胸に目を奪われそうになりながら、宗司は懸命に目を逸そらす。

「……ぶー、詰まんないの」

　ライオンキリカさんがちょっと面白くなさそうな顔をして剝むき出だしの肩をすくめた。

　どういう手品か、頭につけたライオン耳と、ビキニ（下）から生えてるライオン尻尾しつぽが左右に揺れる。

「ふっ、おれとて成長しているんだぜ」

「ふっ、キリカさんだって成長してるんだよっだぜ」

　改めて、キリカがばいんと胸を張る。

「この姿はその証あかし、もう可愛かわいい子猫ちゃんだったキリカさんはいないのさ！」

「はい？」

「よりアグレッシブな、ライオンのように大胆なキリカさんに生まれ変わったんだよ！」

　ばばーん、殆ほとんど上を向く勢いで、キリカが更に胸を張る。

「……なん、だと」

　ごくり、宗司が唾つばを飲む。

　別にライオンキリカさんの揺れ動く胸に生唾飲んだわけではない……ちょっとはそういうのもあるけど。

「いや正直、あなた今でも充分大胆ですよ」

「ノン！」

「何な故ぜフランス風なんだ」

「まだまだまだまだ、イチノに負けてるよっ！」

「あいつとだけは張り合って欲しくねえなあ……」

　ふと思い出したように、キリカは人差し指を唇に当て小首を傾かしげた。

「そういえば、イチノ来ないね。いつもなら一番に来てソージを待ち構えてるのに」

「ああ、イチノは今日、休みらしい」

「ふーん、珍しいね。風邪？」

「わからん。さっき職員室まで聞きに行ったんだが連絡もないらしい」

「無断欠席かー、ん、イチノって確か一人暮らしだよね」

「ああ」

　一いち乃のは学園のある山の麓ふもとに程近いマンションで一人暮らしをしている。

「だから、悪いんだけどさ、おまえ、様子を見て来てくれないか？」

「いいけど、ソージは行かないの？」

「行こうと思ったんだけどな、一乃のことを聞きに行ったら用事を押し付けられた」

「で、断り損そこねたんだ。相変わらずお人好しだねっ」

「お人好しはそろそろ廃業する予定なんだが、上手くいかねえもんだな」

「にゃはは、大変だね」

「うるせえよ……ま、そういうことなんで、頼むわ」

「オッケー、イチノのことはキリカさんにお任せだよっ」

　青い瞳ひとみにウインクを一つ、ライオンキリカさんが元気に引き受けた。

　始業式後の午後、白しろ崎さき宗そう司じと沢さわ村むらキリカはそんな会話をし、別れた。




　キリカは学園制服に着替え──カッターシャツにリボンタイ、紺のミニスカートの夏服三点セット、チェーン風のベルトを巻いて少しアレンジしている──学園を出た。

　学園前のバス停に並ぶ生徒たちと、歩いて山道を下る生徒たち。

　キリカは後者に同じく、山道を下りていく。

　荒あら谷や学園は制服の種類が多く、日常的な下校風景もセーラー服、ブレザー、ワンピース風と花畑を思わせた。

　何人か知人と挨あい拶さつをしながら、キリカは早足に麓まで行くと以前に一度訪ねた記憶を思い出して一乃のマンションに行った。

　山の麓に程近いマンション、エレベーターに乗り一乃の部屋の前へ。

「やほー、イチノ、いるー？　生きてる、それとも死んでる？」

　インターフォンを鳴らしながら、キリカが叫ぶ。

　しばらくして、ガチャリと鍵かぎが開き、一乃が顔を見せた。

「誰だれかと思えば、あなただったのね沢村キリカ」

　一乃の赤い瞳は気だるげで、パジャマ代わりのカッターシャツ（大きめサイズで、ボタンがなく安全ピンで前を留めている）を薄青い下着の上に羽織っただけの姿だった。

　腰まで伸びた黒髪は、どこか萎しおれたように艶つやが薄く、かさりと渇かわいている。

　雪のように白い肌は、更に白さを増して氷のよう。

「何か、用かしら」

　枯木のように壁にもたれて細い指でこぼれた黒髪をかき上げる姿は投げ遣やりで、ぞくりとするほど色っぽく──キリカの生気溢あふれた色気とは逆の、退廃の香りを醸かもし出す。

　キリカはその青い瞳ひとみを、ほんの少し鋭く細める。

　冷静を装いながらも、その奥に炎を宿していた『煉獄カサルテイリオ』森もり塚つか一いち乃の。

　今の彼女からは、その炎を感じられない。

　ああ──心が、死にかけている。

「風邪とか病気ってわけじゃないよね？」

「違うわよ」

「じゃ、遠慮な、く！」

　最後のく、と共に、キリカが思い切り一乃を殴り飛ばす。

　為なす術すべもなく、一乃は後方に吹っ飛び倒れた。

　玄関のすぐ後ろ、二間続きの手前側、キッチンに大の字に倒れて動かない。

　遠慮なく、キリカは靴を脱いで部屋に上がりこみ、一乃を見下ろす。

「何があったのか知らないけどさ、わたしの前でそんな腑ふ抜けた態度しないでよね」

　吐き捨てるキリカ、一乃の手がぴくりと動き、

「舐なめるな」

　床を叩たたく動きと共に勢い良く立ち上がる。

　長い黒髪を、カッターシャツの白い裾すそを翻ひるがえし、すらりと細い剝むき出だしの太ふと腿ももで大きく一歩、キッチンの流しに置いてあった包丁を摑つかむ。

　再び体を翻し、摑んだ包丁を横に大きく振るう。

　はためく黒髪から微かすかな花の匂においが零こぼれ、白いシャツの隙すき間まから青い下着が覗のぞき、包丁は銀の光のように風を切る。

「その言葉さ、そっくりそのまま返すよ」

　キリカの声は、表情は、似合いもせずに冷たかった。

　青い瞳は迫る包丁の軌跡を冷静に見詰めて、

「『舐めるな』」

　包丁に、手刀をぶつけた。

　からん、包丁の刀身はキリカの手刀によって、切り落とされた。

「こんなのがさ、『道化師の栄光バツドジヨーク』に通用すると思ってんの？」

『道化師の栄光バツドジヨーク』沢さわ村むらキリカ──『変身』の異能を使い、手を鋼はがねの強さに変えた。

「ふふっ、我ながら無ぶ様ざまね」

　一乃はまた細い指先で長い黒髪をかき上げ、柄だけになった包丁を床に捨てる。

　投げ遣りな赤い瞳が、キリカの青い瞳を見た。

「通用するなんて思ってなかったわよ、でも、他ほかにないの」

「なにそれ」

「『煉獄カサルテイリオ』が消えたわ」

「……なに、それ」

「炎の槍やりも呼べず、結界も張れず、獣たちもいない」

　見詰め合っていた赤と青の瞳ひとみ。青い瞳が僅わずかに揺らぐ。

　赤い瞳を細めて、赤い唇を吊つり上あげて、一いち乃のは皮肉に笑う。




「私はもう、ただの非力な女の子よ」




　その言葉を聞いた瞬間にキリカの視界が曇った。

　雨が降り、その青い瞳が滲にじんでしまったように。

　理解できないほど、唐突に。

「馬ば鹿かね、どうしてあなたが泣くのよ」

「え、わたし、泣いてるの？」

「……いいえ、きっと、私の気のせいね」

　一乃の白い指が、キリカの涙を拭ぬぐう。

　その雫しずくは、ひどく熱い気がした。

「紅茶を淹いれるわ、一緒に飲みましょう」

「うん、飲む」

　………………

　…………

　……

「パジャマ姿のままで悪いけれど、淹れてきたわよ紅茶」

「ん、ありがと」

　キッチン部分を通り抜けたメインの部屋、二人は小さな白いテーブルを挟んでクッションの上に腰を下ろしている。

　ライトブルーの下着の上にパジャマ代わりのカッターシャツを羽織っただけの一乃と、

こちらはきちんとした夏服姿のキリカは差し向かい、それぞれの前に淹れたての紅茶が白い湯気を立ち昇らせていた。

　キリカは紅茶のカップを手に取り、熱いそれを一口飲む。

　紅茶からは淡い花の、どこか一乃に似た匂においがする。

「ハーブティーよ」

「ふぅん、ちょっと癖があるね」

　だが嫌いではないのか、キリカは素直に紅茶を飲む。

　飲みながら、ちらりと周囲を眺めた。

　一いち乃のの部屋はシンプルだ、埋め込み式のクローゼット、教科書などを並べた三段棚、壁際にはベッドがあり、それで概おおむね全すべて。

「物を増やすのは、あまり好みじゃないのよ」

「わたしは逆だね、部屋中物だらけでごちゃごちゃしてる。一番多いのは日記かな」

「あら、日記を書いてるの」

「うん、もう何年も前からの習慣」

　無意味な会話、やがて、空になったカップを一乃がテーブルに置いた。

　キリカも少し遅れて空のカップを置き、青い瞳ひとみを脇わきに逸そらして口を開く。

「『煉獄カサルテイリオ』、なくなったんだ」

　太陽のような彼女は似合いもしない、造花の笑顔を浮かべていた。

「おめでとう、イチノ」

「……あまり、めでたくはないわね」

　一乃が僅わずかに赤い瞳を伏せる、長い睫まつ毛げが赤の瞳に影を落とす。

「複雑な気分だわ」

「そ」

　一瞬、キリカの青い瞳に浮かんだのは安あん堵どだろうか。

　しかし彼女はそれ以上は言わず、小さく首を振り銀の髪を揺すると話を変えた。

「今日、学校を休んだのって、『煉獄カサルテイリオ』が消えたから？」

「違うわ」

　顔を伏せたまま、一乃は憂ゆう鬱うつそうに溜ため息いきを吐ついた。

「『煉獄カサルテイリオ』が消えたのは……夏休みの最中、宗そう司じの家に泊まっていたでしょう」

「イチノがいきなり帰っちゃったアレだよね『飽きたわ』とか言って」

「ええ、その私が帰った日に『煉獄カサルテイリオ』は消えたの」

「もう一週間以上前じゃん」

「それだけあれば、『煉獄カサルテイリオ』が消えた驚きからも立ち直るわよ」

「んにゃ？　じゃ、なんであんな腑ふ抜けてたのさ」

　不思議そうに小首を傾かしげると、左右で括くくった銀の髪が尻尾しつぽのように一緒に揺れた。

「……宗司にもあなたにもリリスにも会わずに、部屋に閉じこもっていた時間は自分を見つめなおすのには充分だったわ」

　重苦しく、どこか切羽詰まった余裕のない声。

　伏せた顔、垂れた前髪、見せない感情。

　漂う哀あい惜せきと、無言の苦く悶もん。

「イチノ……」

　話してよ──そう、続けようとした言葉をキリカは吞のみ込む。

「私は、恐ろしい、疑問を抱いたわ」

　ふわり、長い黒髪を揺らして静かに顔を上げる。

　淡く微かすか過ぎるほどに微かな花の香りがする。

　赤い瞳ひとみは、真しん摯しに、キリカを見詰め返す。




「ひょっとして、私、かなり痴女チックな変態だと思われていない？」




「今更そこに疑問を抱くのっ！」

「ああああ、やっぱりそう思われていたのね、何てこと！」

　カッターシャツ一枚の一いち乃のは頭を抱え、見事な黒髪に癖がつくのも構わず搔かき毟むしる。

　動くたびに安全ピンで留めたシャツの隙すき間まからライトブルーが覗のぞくが気にするな。

「違うのよ、あれは私じゃないの、あんな私は本当の私じゃないの」

「……正直、何がどう違うのか全然わかんないよ」

　部屋に満ちた哀あい惜せきとかそんなのが綺き麗れいに吹っ飛び、キリカは呆あきれ顔で肩をすくめ、ミニスカートの裾すそを延ばした。

　目の前で盛大に下着を見せながら錯乱している人が居るので、気になったのだろう。

「ちょっと聞いている！」

　バンッ！　思い切り、一乃が拳こぶしでテーブルを叩たたく。

　痛かったのか、ちょっと赤い瞳の端っこに涙が浮かんでいる。

　しかしそれに構わず、一乃はずいと身を乗り出してキリカに顔を近づけた。

「う、うん、聞くから落ち着いて」

「落ち着いているわ、いい、そもそも──」

　勢いに押されたキリカは額に汗を浮かべているが、一乃は気付いた風もなくキスの直前かと思えるほどの近くでまくし立てる。

「そもそも、あれは女性に免疫がない宗そう司じの反応が面白くてからかっていたの。でも途中から私の心境に若干の変化が起きたの」

「うんうん、あれだよね、好きになっちゃったんだよねっ」

「そうだけれど違うわ！」

「何それややこしい！」

「つまり、コスプレもえっちぃ発言も挑発も、全部、宗司を弄もてあそぶための演技だったのよ、断じて私の本心からの行動ではないわ、ないのよ！　なかったのよ！」

「過去形なんだ……」

「気がつくと、そういうキャラクターをしてるのが楽しくて楽しくて、しかも宗そう司じが鈍いものだから自然とエスカレートしちゃって、まあ私も本気になった宗司にうっかり襲われちゃっても良いかな、何て事を思って、思ってはいないけれど！」

「さっきから自爆しまくりだねイチノ」

「とにかく！」

　バンッ！　また一いち乃のがテーブルを叩たたく。

　小さな白いテーブルが軽く浮かんだ。

「痴女チックな変態風な演技をしているだけなのよ、私は！」

「イチノ」

　キリカがすっごい素敵な笑顔を浮かべた。

「説得力、ゼロだよっ」

「違うのー、私は変態じゃないのー」

　ごろごろごろー、ごろごろごろー。

　現実から逃げるように、一乃が床をごろごろ転がり往復し始めた。

　カッターシャツの下からライトブルーな下着が見え放題だったが、キリカは興味もなさそうに肩をすくめるだけだ。

「何ていうかさー、シリアスしてたのが馬ば鹿かみたいだねっ」

「私は素敵な大和撫子なでしこ、断じて変態では……変態だと思われている方が、色々激しくされて楽しいかもって、違うわ、何を考えているの落ち着きなさい森もり塚つか一乃！」

　ごろごろごろごろごろごろごろごろ。

　何な故ぜか、回転の勢いが増した。

　そのままびたんとベッドの脚にぶつかって止まった。

「……こんなダメなイチノは初めてだよ」

　既にどうでも良くなったのか、キリカは銀の髪を指先で摘つまみ弄もてあそんでいる。

「全く、困ったものね」

　むくりと起き上がった一乃は、さっきまでの醜しゆう態たいも何ど処こへやら、乱れたカッターシャツの裾すそを直し、優雅な仕草で一度黒髪をかき上げてテーブルの前に座りなおす。

「『煉獄カサルテイリオ』を失い、大和撫子属性まで失った私なんて、ちょっと家事が得意で素敵な若奥様でクールな絶世の美女じゃない」

「わたし、ソージみたいなツッコミ役じゃないからスルーするよ？」

「つれないのね」

「っていうか、キリがないもん」

「キリカだけに？」

「キリカチョップ！」

「いたっ、ちょっと、あなた本気でやったでしょう」

「斜め三十五度からチョップしたら直るかなーと思って」

「壊れたテレビじゃないのよ」

「それぐらい、イメージぶち壊しの駄だ洒落じやれだったよ」

「そう、私は森もり塚つか一いち乃の、十六歳」

　座ったまま、彼女はしゃらりと長い黒髪をかき上げる。

「意外性に満ちた、素敵な美少女、断じて変態ではないわ」

「何だか凄すごく久しぶりにその決め台詞ぜりふを聞いた気がするよっ！」

「私も久しぶりに言った気がするわ」

　二人は、ふと顔を見合わせ、どちらからともなく頰ほおを緩めた。

「元気、出た？」

「ええ、どうやら出たみたいよ」

「そういえばさ、結局、今日は何で休んだの？　変態について悩んでたせい？」

　思い出したようにキリカが聞くと、一乃はぽっと頰を染めて指をもじもじさせた。

「その……私って、ひょっとして変態なのかなと思っちゃったでしょう」

　もじもじと、一乃は恋する乙女のような可愛かわいらしい（が、あんまり似合ってない）上目遣いでキリカを見る。

　背筋に悪寒が走るのを我慢して、キリカは頷うなずき先を促した。

「何だか宗そう司じの顔を見るのが、恥ずかしかったの、きゃっ」

　いやんいやんと、頰に手を当てた一乃が首を振る。

　長い黒髪が揺れ、微かすかな淡い花の香りが漂うが、そんなことは今はどうでもいい。

「凄いバカがキリカさんの目の前にいるよぅ……っていうかキャラが怖すぎだよぅ、こんなイチノ嫌だようぅ、気持ち悪いよぅ」

　キリカは山盛りのピーマンを食べさせられたような顔で呻うめいた。

　だが、森塚一乃は容赦しない。

「もし面と向かって『変態』なんて罵ののしられたらと思うと……ああっ」

「イチノ、それ以上言っちゃダメだよっ！」

「はっ、いけない、危うく戻って来れなくなるところだったわ」

「自制心って言葉を脳味み噌そに刻み込んだ方がいいねっ」

「そうね、まあ、明日からはちゃんと学校に行くわ」

「……大丈夫？」

「大丈夫よ、宗司遊びは少し自重して、大人しいものに切り替えるわ」

　それに、と皮肉っぽく赤い唇を吊つり上あげる。

「あなたに色々と話したら、気が晴れたわ」

「アハハハ、お役に立てて何より」

「結局のところ、『そこにあるものは、そこにあるもの』でしかないもの」

「それ、ソージの台詞せりふじゃん」

「元々は宗そう司じのお父さまの台詞らしいわよ」

「あ、そーいえばそうだったねー」

　和なごやかな会話、二人は自然と立ち上がり、白いテーブルを挟んで間合いを測る。

「後は、あなたを叩たたきのめして今日の口止めをするだけね」

「出来ると思ってんの、そんな愉快なことが」

　すっ──弓を引き絞るように、彼女たちは片足片手を引いて溜めを作る。

「やるのよ」

「やるんだ」

「『煉獄カサルテイリオ』を失っても、私は森もり塚つか一いち乃の、やりたいようにやらせてもらうわ！」

「ああ、それは今日、一番の『悪い冗談バツドジヨーク』だよっ！」

　そして、拳こぶしは解き放たれた。

　黒髪を、銀の髪を、勢いのままになびかせて。

　真まっ直すぐに、真っ直ぐに、相手の顔面を拳で貫かんと。

「死になさい、この腐れ巨乳女があああああああ！」

「くたばれや、この性しよう悪わる貧乳女ああああああああ！」

　誇り高い獣に似て吼ほえる。

　何な故ぜか酷ひどく、嬉うれしそうに笑いながら。




　同じ頃ころ、別の場所。

「ただいまー」

「おかえりなさいませ兄さま、」

「今日はお早いお帰りですね」

「んー、ああ、たまにはな」

「ゲーム同好会には、」

「行かれなかったのですか？」

「ん……それは」

　どこか寂しげに、宗司は微笑ほほえみを浮かべる。

「まだ、会わない方が良いと思っただけだ」






日誌　二　森塚一乃は自重しない






　新学期二日目、早々に通常授業が始まった。

　宗そう司じは放課後になるといつものように第三旧校舎に向かい部室に顔を出す。

「うーす、一いち乃の。昨日は悪かった、キリカと一緒に様子を見に行こうと思ったんだが用事を押し付けられて…………おまえ、その、格好、は」

「あら、見て分からないかしら」

　椅い子すではなく、テーブルに直接座り、一乃は宗司を待ち構えていたようだ。

　夜を溶かした長い黒髪、白く冷やりとした雪の肌、炎を注いだ赤い瞳ひとみ。

　スラリとした手足と控え目な胸を彩るのは、

「体操服、いわゆる、ブルマね」

「おお、これが、あの、伝説の……」

　わなわなと、宗司が戦せん慄りつに震えていた。

「ブルマ──女を悪魔にも天使にも変える魅惑の衣装の力、とくと見なさい」

　石せつ鹼けんの清潔な匂においがする木綿もめんのシャツ、薄い胸の上には『いちの』の名札、腰骨から股またを包む紺の三角形──眩まぶしいほどに白い太ふと腿ももとの対比が素敵なほどにエロティック。

　とどめに、黒いニーソックスをはいている。

　当然、シャツをブルマに入れるような無粋はしない。

　無む垢くな少女のようでいて、どこか、妖あやしく、危うく、誘いかける。

　ブルマが女を悪魔にも天使にも変えるならば、そこにいたのはきっと美しい悪魔だ。

「さあ跪ひざまずいて私を崇あがめることを許してあげるわ！」

　黒髪をなびかせて、床を蹴けりテーブルの上に仁王立ちになる。

　宗司の視界に否いや応おうなく、ブルマ姿の一乃が映る。

　ブルマ、太腿、ニーソックス。

　見事な三連撃を脳髄に叩たたき込まれ、宗司は思わずよろめく。

「な、なんだ、この、凄すさまじい、力は……これが、ブルマの力だと言うのか」

「そう、私はデビルマ一乃、十六歳」

　テーブルの上から宗司を見下ろし、しゃらりと長い黒髪をかき上げる。

「神も魔王も泣いて謝る、素敵なブルマ少女」

「ぬうう、デビルマがよくわからんが、とにかく凄すごい自信だ」

　悪魔とブルマを引っ掛けた呼称です。

「さあ、人の子よ、ブルマに身を委ゆだねなさい。全すべてはブルマの海より生まれ、ブルマの海に沈み消えていくのよ」

　優雅なほどの気品に満ちて、一いち乃のはテーブルの上から手を差し伸べる。

　開け放たれた窓から差し込む午後の光が後光のように、ブルマ一乃を照らし出す。

　邪悪でありながら神性、妖よう艶えんでありながらどこか清せい楚そに。

　思わず足元に跪ひざまずいて崇あがめ奉りたいと思ってしまう。

　だが宗そう司じは、歯を食いしばり耐えた。

「おのれ、ブルマを纏まとった悪魔め……だが、おれは負けない」

　拳こぶしに力を、眼まな差ざしに意志を、声に魂を。

「人は、ブルマがなくても生きていけるんだ！」

　ブルマの魔力を、跳ね返す。

「足あ搔がくわね──ならば、これでどう」

　くるり、テーブルの上で一乃が回る。

　長い黒髪が美しい弧を描く、外に出したシャツの裾すそがふわりとめくれ、ブルマの上に真っ白なおなかが覗のぞく。

「ぐっ、お、恐ろしい、まさか、ここまでの破壊力が」

　宗司は膝ひざを突き、荒い息を吐く、額にびっしりと汗をかいているのは、九月に入っても消えぬ夏の暑さのせいだけではない。

「無ぶ様ざまね、白しろ崎さき宗司」

「勝ち誇るのは早いぜ、まだ、おれの心は折れてない！」

　叫び、立ち上がり──そして見た。

　ブルマな一乃はテーブルの上で腰を下ろし、膝を立て、その膝に手を回す。

「体育座り、だと……」

「さあ、この必殺に、あなたの心は耐えられるかしら」

　合わせた膝、ニーソックスとニーソックスの隙すき間まに覗いた紺色ブルマ。

　あどけなく、一乃は小鳥のように小首を傾かしげる。

　宗司は、その姿に、『絶対』を見た。

「ありがたやありがたや」

　何か手を合わせて拝みだした。

「ふふっ、素敵よ宗司」

　一乃は赤の瞳ひとみを潤うるませて、自分の体を抱き締めてぞくぞくとした愉悦を感じている。

「ありがたやありがたや、もう悪魔でもデビルマでも何でも良いや」

「ああ……私はきっと今日この瞬間の為に生きてきたのね」

　ガラリ、ドアが開く。

「ソージラブー、遅くなっちゃったけど、キリカさん参……上…………」

　息と、豊かな胸を弾ませ部室に現れた銀髪の少女が目にしたのは、

　ブルマ一いち乃のを拝む宗そう司じと、ブルマ姿でエクスタシーを感じている一乃の姿だった。

「なにこの変態空間」

　数秒間、彼女は青い瞳ひとみを見開いて彫刻のように固まっていた。

　窓から吹いたそよ風が、ニコニコマークのヘアピンを載せた銀髪を、夏服のリボンタイと短いスカートを揺らしキリカは意識を取り戻す。

「ソージ正気に戻ってよっ、の、キリカパーンチ！」

「ありがたへぶるらっ！」

　宗司を殴り倒したキリカは、そのまま距離を詰めて一乃の肩を摑つかんで揺さぶる。

「イチノ、昨日、『宗司遊びは少し自重して』とか言ってたの覚えてないのっ！」

「覚えているけど忘れたわ」

「最悪だよっ」

「そんなことよりキリカ、あなたのブルマも用意しているのだけれど」

「……」

「色は赤よ」

　キリカはちらと、殴り倒されて床に突っ伏している宗司を見た。

　五分後。

「と、いうことでキリカさん、ブルマバージョンだよっ！」

　キリカさん、あっさり陥落。

「えへへー、どうかなソージ」

　少し恥ずかしそうに頰ほおを染めたキリカは、もじもじと体をゆすりながら宗司を見る。

「……」

　キリカパンチから立ち直った宗司は、ブルマなキリカを見てぷるぷると震えていた。

　スレンダーな一乃とは対照的な、女性的で発育の良い肉体をしたキリカのブルマ姿。

　名札のついた白いシャツは胸元が大きく盛り上がっているせいで丈が足りず。

　鮮やかな赤いブルマは少し窮きゆう屈くつそうに食い込んで、柔らかな丸みを強調する。

　サイズがほんの少しだけ小さかったのか、過剰なほどにボディラインが強調されて、頭が痺しびれそうなぐらいにセクシーだ。

「……ソージ？」

　ぷるぷる震えるだけで反応のない宗司をいぶかしみ、キリカが問う。

「天使が降臨した！」

　ブルマキリカさんは天使らしい。

「何な故ぜだ、何故おれの心をここまでかき乱すのだブルマよ！　貴様は何者だ！」

　どっかのギリシャ演劇のようなオーバーアクションで天を仰ぎ、更に叫びを上げる。

「うにゃっ、す、凄すごい食いつきだよ」

「ふふっ、今日の宗そう司じはとびきり愉快ね」

　言いながら、一いち乃のはにやりと赤い唇を吊つり上あげた。

　明らかにろくでもないことを思いついた顔だ。

「キリカ、ちょっと、そのテーブルの上に仰向けで寝なさい」

「ええと、こう、かな？」

　青い瞳ひとみに疑問符を浮かべながらも、キリカは素直にテーブルの上に横たわる。

「失礼するわよ」

　一乃も、それに続いてテーブルに登り、キリカに上に覆いかぶさった。

「ちょ、ちょっとイチノ！」

「いいから、大人しくしなさいな」

　密着する体と体、互いに鼓動に吐息までもが聞こえそうなほどに二人は近い。

　むぎゅり、キリカの豊かな胸が一乃の慎つつましやかな胸に押されて歪ゆがむ。

　紺ブルマと黒いニーソックスのすらりとした脚が、赤いブルマの柔らかな脚に絡む。

　淡い百ゆ合りの香り漂う長い黒髪と、甘いミルクの匂においの銀髪が擦こすれ合う。

　見詰め合う赤と青の瞳。












　赤い瞳ひとみにキリカの可愛かわいらしい顔が、青い瞳に一いち乃のの端整な顔が、それぞれ映る。

　一乃は愛らしいと思い、キリカは美しいと思い、それを言葉にはしなかった。

　ただ鼓動だけが高鳴る。

「……イチノ、変な気をおこさないでよねっ、キリカさんそういう趣味はないからっ」

「安心なさい、私もないわ。興味があるのは、宗そう司じの反応よ」

「あ、なるほど」

「単ブルマであの食いつきなら、複数ブルマだとどうなるのかしらね」

　二人が宗司を見る。

「素晴らしい、ブルマでした……」

　ひどく穏やかな顔で、宗司は合掌礼を二人へ向けた。

　紺ブルマ一乃さんと赤ブルマキリカさんの絡みを目にした宗司くん、賢者の領域に達して逆に落ち着いてしまったようです。

「わたくしは、旅に出ます。諸国巡礼の旅に」

　訂正、全然落ち着いてません。

　夜空に浮かぶ星のように、宗司の瞳はきらきらと輝いていた。

「そして世界の人々に伝えるのです、ブルマは素晴らしいと、ブルマがあれば世界は平和なのだと」

「宗司、あの、ちょっと」

「どうしましたデビルマ一乃さま」

「ソージが、壊れた……」

「いいえ、エンジェルマキリカさま、わたくしは目覚めたのです」

　駄目だこいつ、狂ってやがる。

「やり過ぎたようね！」

「これは明らかに危険信号だよっ！」

　まず一乃が飛び起き、キリカがテーブルから転がり降りて宗司へと距離を詰める。

「ソージ正気に戻ってよっ、の、キリカパーンチリターンズ！」

「げふはっ！」

　銀の髪を揺らして振るう拳こぶしが宗司を捉えた。

「宗司正気に戻りなさい、の、一乃キックよ！」

「ふごっあっ！」

　紺色ブルマと黒いニーソックスに包まれた脚を振り上げ、宗司を蹴けり倒した。

　全くこれっぽっちも避よけようとしなかったのは、多分、ブルマに見み惚とれていたせいだ。

「はっ、おれは何をしていたんだ？」

　宗司は正気に戻り──次の刹せつ那なに再び手放した。

　ガラリと今度は窓が開き、

「兄さまがブルマに夢中と聞いて、」

「参上しましたブルマリリスです」

　黒ブルマを着用したリリスとリリス──宗そう司じの双子の妹が窓枠を乗り越えて部室へ跳び込んで来る。

「わあい、ブルマの妖よう精せいさんだあ！」

　もう駄目だ。

　他ほかに色々と言うべき台詞せりふ──何でブルマのこと知ってるの？　とか、そのブルマどっから持って来たの？　とか──があるはずだが、全すべてスルーされる。

「……リリスが、」

「……ブルマの妖精さん？」

　いきなりの妖精扱いに、さすがのリリスとリリスも戸と惑まどったのか顔を見合わせる。

　鏡合わせのように同じ顔をしたリリスとリリス、見るたびに色の変わる不思議な虹にじ色いろの瞳ひとみ、柔らかな髪で作った小さなポニーテイル。

　そして、黒のブルマ。

　十三歳（荒あら谷や学園中等部一年）という年齢を考えても小柄で、華きや奢しやな、少女の体に『りりす』の名札がついた木綿もめんの白いシャツと黒のブルマだ！

　それはすらりとした一いち乃のの肢体、キリカの豊かな肉体、どちらとも違う第三の境地。

「そうです兄さま、実はリリスは、」

「ブルマの妖精さんだったのです」

「わーい、妖精さん、本当にいたんだね！」

「はい、兄さま、さあ妖精なリリスと一緒に、」

「楽しいところに行って楽しいことをしましょう」

　本能的にチャンスを察し、リリスとリリスは妖精扱いを受け入れて宗司の手を握る。

「わかったよ、ブルマの妖精さん！」

　宗司の瞳はキラキラと、ある意味でとても純粋な輝きを宿していた。

　疑うこともなく、リリスに手を引かれてふらふらっと部室を出て行こうと……

「待ちなさい宗司」

「はーい、ソージ、こっち向いてねっ」

　不意に声をかけられ、振り返る。

「お、おおお、お、おまえ、ら、それは」

　思わず、宗司は呻うめいた。

「私たちと一緒に」

「柔軟体操しようよっ」

　紺ブルマ一いち乃のと赤ブルマキリカはぴったりと背中を合わせて互いの腕を絡め、交互に相手を背負う。

　背負ったキリカは体を丸め、背負われた一乃の体は伸びる。

　一乃のすらりとした体、その仄ほのかな胸の膨らみ、紺ブルマに包まれた細い脚、零こぼれ落ちる長い黒髪──張り詰めた弓、あるいは夜空に浮かぶ三日月か。

　そして立場を逆にすれば、木綿もめんのシャツを破らんばかりのツンと張ったキリカの胸が、まさしくたわわに実った果実の如ごとくに強調される。

「何という、ことだ、ああ、求めていたものはここにあったのか」

　火に吸い寄せられる蛾がのように、宗そう司じはふらふらと引き寄せられる。

「兄さま、」

「兄さま」

　ぎゅっ、それを阻はばむように、リリスとリリスが宗司の手を強く握った。

「宗司」

「ソージ」

　一乃とキリカは、じっ、と誘うように宗司を見詰める。

「お、おれは、おれは、どうすればいいんだ！」

　少女、というかブルマたちの間で、宗司は何度も視線を往復させながら叫びを上げた。

　………………

　…………

　……

「長い夢を、見ていた気がする」

　次に宗司が気付いたとき、部室の古いテーブルの上に、寝かされていた。

　ぼんやりと天井を見詰めて、独り言のように呟つぶやいた宗司を彼女たちが覗のぞき込んでいた。

　一乃、キリカ、リリスにリリス。赤と、青と、虹にじ色いろの瞳ひとみ。

　宗司はゆっくりと上体を起こす。

　リリスが無言のまま、紅茶の入ったカップを差し出す。

　それを受け取り、宗司はまだ熱い紅茶を一息に飲み干した。

　口の中を焼く熱と共に、言葉を吐く。

「良い夢だったかもしれない、悪夢だったようにも思える」

「それは夢よ、だから忘れなさい」

「そうだよソージ、そんなことにきっと意味はないんだよ」

「夢は夢です兄さま、どこまでも、何もかも」

「そうか、まあ、おまえが言うなら気のせいなんだろうな──って、なんつう格好をしてるんだおまえらは！」

　周囲を囲む女たちがブルマ姿であることに気付くや、宗そう司じは無ぶ様ざまにもテーブルから転がり落ちて尻しり餅もちをつく。

　結果、テーブルの上から見るよりも遥はるかにローなアングルで、ブルマ姿の彼女たちを見てしまう。

「あ、あわあわわわわ」

　無意味に呻うめくその顔は真っ赤で、見るも哀れなほどに狼ろう狽ばいしていた。

「良かった、いつものヘタレた宗司だわ、このヘタレ」

「安心のヘタレっぷりだよねっ、ヘタレ」

「さすがは兄さま、ヘタレかたに躊ちゆう躇ちよがありません、まさにヘタレです」

　一いち乃のたちが、揃そろって安あん堵どの息をもらす。

　宗司はちょっぴり傷ついたような、世にも情けない顔をして

「おまえらって、たまに凄すごく容赦がないよね」

「そもそも、ブルマなんて露出的には水着と大差はないでしょうに」

「ソージ、わたしたちの水着姿どころか、もっと凄いのだって、何度も見てるのに」

「はい、一緒に入浴したことすらあります」

「まったくだわ……宗司の馬ば鹿か」

　何を思い出したのか、一乃にキリカ、無表情気味のリリスすら頰ほおを赤くして、もじもじ指先と膝ひざを擦こすり合わせる。

　ブルマ姿の一乃とキリカ、リリスにリリスが恥らう姿に、心を打ち抜かれない男がいようか、いや、いない。

「す、すまん。その、何か、凄く、うん、魅力的過ぎて、困る」

　宗司は視線を彷徨さまよわせ、紺に赤に黒のブルマをちらちらと見てしまいつつ問う。

　自分は床の上で、一乃たちは椅い子すに腰掛けている、この高さが大変絶妙かつ絶景。

　要するに太ふと腿ももとブルマである。

「あー、こほん、その、何だってそんな……ブルマなんだ？」

「すっかり言い忘れていたわ、それは、」

　まだ頰の赤い一乃が、態度だけはクールに脚を組む。

　目線と同じ高さで黒いニーソックスに包まれた脚と紺のブルマが交錯して宗司は思わず生なま唾つばを飲んだが、それに気付かず一乃は堂々と宣言した。

「『スポーツの秋』だからよ！」

「……長かったなあ、ここまで話が進むまで」

「キリカさん納得だよっ」

「まさに一点の曇りもない論理だとリリスは褒め称たたえます」

「ってちょい待て、納得早いぞおまえら！　スポーツの秋＝ブルマという方程式におれはツッコミを入れたい、非常にツッコミたい」

「そんなにつっこみたいなんて……まったくえっちぃ男ね」

「わかって言ってんだろおまえ」

「あなたの変態趣味は良しとして」

「良しとされても困るんだが」

「この学園の体育祭は春。秋は学園祭だけ、これではスポーツの秋が勿もつ体たい無ないでしょう」

「なるほど、で、本音は？」

「ブルマ姿で宗そう司じを弄もてあそんでみたかったの」

「うん、予想通りの非人道的回答だった」

「でも嬉うれしかったのよね？」

「最高っすよ！」

「アハハハ、ソージは素直で可愛かわいいねー」

「兄さまがお望みなら、リリスはブルマを普段着にする覚悟です」

「キリカ、男の子に可愛いはやめなさい。そしてリリス、そんな覚悟はいりません」

　一瞬、宗司くんがブルマの上にエプロンなリリスが掃除したり料理したりする光景を想像したのは内緒である。

「因ちなみにこのブルマ、一昔前は当たり前のように体育で使っていたらしいわ」

「恐ろしいな、一昔前」

「まあ、それはさておき、スポーツの秋らしくスポーツでもしましょうか」

　しゃらりと長い黒髪をかき上げて一いち乃のが言う。

「一応釘くぎを刺しておくが、普通の、常識的な、スポーツだよな」

「…………当たり前じゃない」

　一乃が思い切り赤い瞳ひとみを逸そらした。

「じゃ、どんなスポーツをするつもりだ」

「踏み台昇降運動とか？」

「それスポーツか？」

「踏み台役は宗司」

「それは絶対にスポーツじゃない！」

「私を踏み台役にしたいと」

「しません、したくない、してたまるか」

「じゃあ、キリカさんが踏み台？」

「踏み台へのこだわりを捨てて頂きたい」

「わかりました、兄さまがリリスの踏み台になってくれるのですね」

「だから立場を逆転させれば良いというものではありませんよ、マイシスター」

「まさか、私にキリカ、さらにはリリスすらも踏み台にして嬲なぶりたいと」

「踏み台昇降運動から離れろや！」

　叫ぶ宗そう司じの顔は既に真っ赤である。

「我わが侭ままな男ね、困ったものだわ」

　一いち乃のは素直に諦あきらめると、赤い唇に指をあて少しだけ考える。

「なら反復横跳び……」

　思い付きを口にしかけた一乃が、僅わずか遅れてリリスが、キリカをじっと見詰めた。

「どうしたのイチノにリリス？」

　若干小さく食い込んだ赤いブルマを直すキリカ──の上半身、やはりサイズ小さ目のシャツが強調するばいんと豊かな胸の膨らみ二つ。

　一乃とリリスは自分の胸元──大きいとは言えない薄い膨らみと、むしろ積極的に皆無なぺたん──と、キリカの巨大さを比べて憎々しげに舌打ちをする。

「反復横跳びは止やめましょう、私、キリカの胸が揺れているところを目撃したら我慢できそうにないもの。具体的には殺意が」

「はい、沈着冷静なリリスですら、」

「湧わき上がる憎悪を抑え込める自信がありません」

「……あのさ、親の仇あだを見るような目で胸を睨にらむの止めてくれないかな」

「親の仇なら、もう少し優しい目が出来たわ」

　分厚い岩盤の下で煮え滾たぎるマグマのような声と、ぎらぎらと激しく燃える赤い瞳ひとみ。

　キリカは思わず冷や汗をかき、宗司などその迫力に後あと退ずさりをした。

「完全完かん璧ぺきなまでにその通りであるとリリスは同意します」

　唯一リリスだけは平然と、それどころか共感を覚えるように頷うなずいている。

「うわっ、目がマジすぎだよっ……」

「な、なにがそこまでおまえたちを突き動かすんだ」

「ただ一つ──」

　木綿もめんのシャツに包まれた薄い胸を張り、一乃は堂々と宣言した。

「私の誇りだけが、私を突き動かす」

　……原因が胸のサイズじゃなければ最高に格好よかったかもしれない。

「と、いうことで反復横跳びは却下。二人三脚、いいえ、三人四脚をするわ」

「やっとスポーツテストから離れたか、よし、それやろうぜ」

「あーあ、やっちゃった」

「へっ？」

「意外に考えなしの兄さまも素敵です」

「えっ？」

「ふふっ、かかったわね宗そう司じ」

「な、なにがだ？」

　一いち乃のは薄く赤い唇を吊つり上あげ、宗司は彼女たちの反応の意味を数分後に理解した。




「わーい、やったー、両手に花だ、ばんざーい」

「腐った魚の断末魔を思わせる素敵な声ね」

「にゃははー、もっと喜んでいいんだよー」

　薔ば薇らと向日葵ひまわり。

　場所を廊下に移した宗司は一乃とキリカに挟まれ、脚をロープで繫つないで三人四脚。

　当たり前ですが超密着状態です。

　因ちなみにリリスとリリスは、

「……何な故ぜでしょう、」

「リリスは非常にもやもやします」

「じゃんけんに負けたとはいえ、」

「面白くありません」

　唇を尖とがらせ、拗すねたような態度で虹にじ色いろの瞳ひとみでじっと宗司たちを見ていた。

　一乃とキリカは少しも気にしていないようだが、宗司だけは居心地悪そうな顔だ。

「あの、どうして腕まで組む必要があるのでしょうか？」

「しっかり捕まっていないと危ないでしょう」

「そうだよっ、三人四脚なんだしねっ」

「ま、まあ、その通りなんだけどな……」

　歯切れ悪く宗司は頷うなずき、ちらりとリリスを見る。

「むー、」

「リリスはぷんすかぷーです」

　可愛かわいらしい頰ほおを膨らませ、物もの凄すごくわかりやすく拗ねていた。

「ああ、そのリリスさん」

　宗司がフォローをしようとした瞬間、ぎゅっ、左右の一乃とキリカが体を寄せて宗司をサンドイッチにする勢いで挟み込む。

「ああっと、足がもつれてよろめいてしまったわ」

「わー、躓つまずきそうになっちゃったよっ」

「うわすんげえ棒読みだあああああ！」

　ふにょんにぽよん、木綿もめんのシャツ越しに、薄い、あるいは豊かな胸の感触が左右から宗司の腕に思い切り当たって、というか、押し付けられる。

　しかもブルマ姿（一乃は黒いニーソックス付き）で脚を縛っているので、普段は分からない脚の感触も伝わってきます──ちょっと芯しんのある柔らかさ、枕まくらとかにしたら気持ちいいかもしれません。

「あなた、ドキドキしているでしょう」

「なっ！」

「アハハハ、これだけ近いと何となくわかっちゃうね」

　むぎゅりと、二人が更に体を寄せる。

　こうして同時に味わうと、二人の微妙な感触の違いまでわかってしまう。

　低反発枕に似た弾力と包み込むプリンのような柔らかさ。

「いや、そんなことわかってどうする」

　思わず自分に自分でツッコミを入れた。

「ふふっ、今、わたしとキリカの感触を比べたでしょう」

「そこまでわかるんすか！」

「今のは、ただの引っ掛けだよねっ」

「ぬぐう」

　図星の宗そう司じが喉のどの奥で小さく呻うめき顔を赤くすると、一いち乃のとキリカは揃そろって悪戯いたずらっぽく赤と青の瞳ひとみを輝かせて頰ほおを緩めた。

「まったく、可愛かわいいものね」

「にゃははー、ソージは相変わらず免疫ないねっ」

　くすりと、小さな声。

　淡い花のような一乃の香りが、甘いミルクのようなキリカの香りが、微かすかな汗の匂においに混ざり鼻先をくすぐる──否いや応おうなく、宗司の体温は上がっていく。

　一乃にキリカに、包まれているような錯覚すら覚える。

　そんな宗司の耳元に、一乃はそっと赤い唇を寄せて囁ささやいた。

「どっちが良かったかは『今は』聞かないであげる」

　背筋がぞくりとするような声だった。

　一方、大人しく、我慢を重ね、いちゃいちゃする三人を見ていたリリスが、

「リリスはもう我慢できません、」

「というか我慢しません！」

「とうっ、秘ひ奥おう義ぎリリスジャンプ、」

「アンド、リリスくっつきです」

　ついにキレた。

　一乃とキリカが左右なら、自分たちは前後だと言わんばかりの突撃を敢行。

「兄さまー、」

「兄さまー」

　リリスとリリスは宗そう司じの首にぶら下がるようにして抱き付いた。

「ふぐおっ、く、首がっ！」

　当然、首に物もの凄すごいダメージ。

　前後にくっついたリリスの幼い体の感触、押せば倍押し返すような張りのある柔やわさも、石せつ鹼けんの良い匂においも、微かすかな胸の膨らみも、何一つ味わうことが出来ない。

「なっ、ずるいわよリリス！」

「リリスは次でしょ、離れなよ！」

「いーやーでーすー、」

「リリスはそんなこと知りません」

　ぷいっ、リリスは小さな唇を尖とがらせ拗すねた子どもそのままにそっぽを向いた。

　一いち乃のとキリカは瞳ひとみを細めると、赤と青の瞳をぎらりと輝かせた。

「離れなさい」

「はーなーれーろー」

「いーやーでーすー」

　一乃とキリカはぐいぐいと宗司を自分の方へと引っ張り揺らし、リリスとリリスはぎゅっと宗司にしがみつく。

「ぐぎゃあああ、く、首、腕、肩、痛い痛い痛い！」

　間に挟まれた男はかなり本気で悲鳴をあげているが女性陣は頭に血が昇っているのか少しも容赦してくれる様子はない。

「我慢しなさい、男の子でしょう」

「ああもう、なんだこの心臓に悪い不健全なスポーツの秋は！」

「あなた、そんな口実をまだ信じてたの？」

「薄々感付いてたけど、認めるなよ、そんなことを！」

　そのまま、全員が疲れ果て、そして飽きるまで、三人四脚は続いた。

　続いただけで、何をしていたわけでもないが、とにかく続いたのだ。

　………………

　…………

　……

　そして夕焼けの頃ころ、宗司が、キリカが、いなくなった部室。

　一乃は赤しやつ光こうを浴び、窓際に立っていた。

　鏡のように、窓ガラスに己の顔を映して、自らに、語りかける。

「大丈夫よ……私はちゃんと、いつもの、『煉獄カサルテイリオ』森もり塚つか一乃だったわ……」

　棘とげを失った薔ば薇らのように、ひどく、悲しい声だった。






日誌　三　森塚一乃は大和撫子である、真偽は不明






「……一いち乃のは喋しやべりさえしなけりゃ、本当に、本当に、綺き麗れいなのにな」

　人形のように整った一乃の端整な顔を見詰めて、宗そう司じが溜ため息いきを吐ついた。

　放課後の部室、いつものように一乃とキリカがいてテーブルを囲んでゲームもせず（誰だれ一人覚えていないかもしれないが、彼らはゲーム同好会だ）紅茶を飲み他愛のない話をしていた時のことだ。

「ふふっ、面白いことを言うのね」

　赤い瞳ひとみを鋭く細め、一乃は窓からの風になびく長い夜色の髪をかき上げる。

　しゃらりと零こぼれる黒髪から淡い花の香りが漂い、黒いセーラー服の胸元で赤いタイがふわりと揺れた。

「アハハハ、まー、でも、確かにそうだよねっ」

　同じテーブルに着く銀髪碧へき眼がんの少女──沢さわ村むらキリカが意地悪なチェシャ猫のような笑みを浮かべて肩をすくめる。

　何気ない仕草に、左右に二つ括くくった銀の髪と、カッターシャツの下に包まれた豊かな胸がぽよんと揺れ動いた。

　今日のキリカはカッターシャツの上にニットのベストを羽織り、胸元のリボンを外している。銀の髪を飾る日替わりのヘアピンは林りん檎ご型だ。

「あなたまで、随分な言いようね」

　燃える赤い瞳に似合わぬ氷の温度を宿し、一乃がキリカを睨にらむ。

「自覚ないんだっ、重症だねっ」

　キリカは笑顔でそれを受け流し、反撃する。

「ふふっ」

　ぞくりとする冷えた声と共に、一乃が皮肉に唇を吊つり上あげた。

「お、おい……おまえら」

　不安げに宗司が二人を見る。

　黒いセーラー服にスレンダーな体を包んだ一乃、カッターシャツにミニスカートの下にはちきれんばかりのナイスバディをを押し込んだキリカ。

　容姿だけではなく性格まで対照的な二人の相性はあまりよろしくはない。

「あなたの言葉を借りるなら、まさに『悪い冗談バツドジヨーク』と言ったところかしら」

　人形のように端整な顔の上で、赤い瞳に危険な光が宿った。

「いいわ教えてあげましょう、私がどれほどまでに見事な大和撫子なでしこか」

　おもむろに立ち上がるや、一いち乃のは乱暴に長い黒髪をかき上げ宗そう司じを指差す。

「幸い明日は週末、宗司、私とデートなさい！」

「……待ち合わせ、何時だ？」

　今までの経験から、宗司は早々に諦あきらめたが……

「反対反対反対！」

　ばしんっ！　カップが浮かぶほど強くテーブルを叩たたいてキリカも立ち上がる。

　さらにすかさず、ガラリ──

「兄さま騙だまされてはいけません、」

「それは森もり塚つか一乃の罠わなです！」

　部室のドアが開いて、宗司の妹、少女リリスが現れた。

　鏡合せの幼い顔立ち、白いリボンで作った小さなポニーテイル、ブラウスとブレザーを組み合わせた学園制服（の一種）。

　ひょっとして全力疾走で部室までやって来たのか、慎つつましやかで華きや奢しやな体は僅わずかに上気し薄い胸が上下している。表情だけは、いつもの無表情を保っていた。

「…………リリスがどこで会話聞いてたのか、お兄ちゃんはちょっと不思議」

「ご安心ください兄さま、」

「盗聴器はつけてません」

「不安が増したんだが？」

「そんなものがなくても、」

「リリスの心はいつも兄さまの傍そばに」

「健けな気げな言葉だけど深く考えると物もの凄すごく怖いな」

「お兄ちゃん大好きっ、」

「だから細かいこと気にしちゃイヤだもん」

「オッケー、お兄ちゃん細かいこと気にしない！」

　シスコンは順調に悪化しているようです。

「それはさておき森塚一乃、」

「兄さまをデートに誘うとは許せません」

「そうだそうだー、イチノだけずるいよっ」

　キリカとリリスに反対されるが、一乃は氷のように表情一つ変えずに言い返す。

「多少の距離を取り、なおかつ基本的にはデートの邪魔をしないという条件であなたたちもついてくれば良いじゃない」

「え？　いいの？」

「私の目的は、私が黙っていなくてもパーフェクトに大和撫子だとそこの鈍感男ランキング一位を爆走中の男に認めさせることよ。むしろ、客観的な評価を下せる第三者の存在は目的に対しての有効な手段になるわ」

「ま、まあ、そうかもしれませんが、」

「沢さわ村むらキリカにもリリスにもメリットがありません」

「日を改めて、あなたたちもデートすれば良いでしょう。勿もち論ろん、監視はなしで」

「イチノ……本気なんだね」

「ええ、本気よ」

　キリカは真剣な顔で静かに問い、一いち乃のは赤い瞳ひとみでキリカを見詰めて迷いなく答えた。

「そこまでの覚悟があるのでしたら、」

「リリスも協力します」

　無表情ながらも虹にじ色いろの瞳に隠し切れない驚きを浮かべ、リリスとリリスが頷うなずく。

「あの、一応質問なんだけど、僕の意見とか聞いてもらえます」

　宗そう司じが手を上げて質問したが、

「あなたの意見は自動的に却下されるわ」

「ソージ、諦あきらめは肝心だよ」

「兄さま、ここは我慢をお願いします」

　声を揃そろえて即否定された。

　普段は仲が悪いくせに、こういう時だけは、息がぴったりだ。

「了解しました、お姫さまがた」

　苦笑しながらも、宗司は少し面白げに微笑ほほえんでいた。




　そして、当日。

　宗司は待ち合わせ場所──駅前のロータリー広場にある大時計（小型の時計塔と呼ぶべきかもしれない）の傍そばに立っていた。

　駅ビルに行くも良し、電車に乗って別の街に行くも良し、近くにある学生向けの店を集めた通りにも近いと、待ち合わせには便利な場所だ。

　宗司と同じく待ち合わせらしい姿もちらほらとあり、他ほかにも駅に向かう人、駅から来た人の姿でやや混雑している。

　宗司は大時計の柱に背を預け、ぼうと空を見上げていた。

　秋とは名ばかりの九月の太陽は眩まぶしく、雲ひとつなかった。

　因ちなみに、宗司は無地のシャツにスラックスとスニーカーというシンプルな格好で、清潔感はあるが、飾り気は全くない。

「そろそろ、かな」

　待ち合わせの時間が近付き、宗司は視線を下ろして周囲を見回した。

　雑踏の中、待ち合わせ相手を探すのは簡単では──いや、すぐに見つかった。

「……」

　宗そう司じは言葉も忘れて一いち乃のに見み惚とれた。

　半ば忘れてしまっていたが森もり塚つか一乃は美しく、それ以上に孤独な少女なのだ。

　彫像のような端整な顔、炎を注ぎ込んだ赤い瞳ひとみ、アラバスターの白い肌。

　ワンピースと黒いカーディガンが細い体を包み。

　その背では夜を塗り固めたような長い黒髪がしゃらりと揺れる。

　手に籐とう製のバスケットを持ち歩む彼女の姿は、雑踏の中に溶け込むことすらも拒否するように凛りんとして、

　凍いてついた花のよう。

　照りつける太陽すら、彼女を焼くことは出来ない。

　見惚れている間に、彼女の方が宗司を見つけてやって来る。

「待たせたかしら」

「……ああ、いや、さっき来たところだよ」

「そう、ならいいわ」

　くすり、少し柔らかく彼女は唇を緩めた。

　宗司はわけもなく顔を赤くしてしまい、誤魔化すように頰ほおを搔かく。












「と、ところでその服……」

「ああ、これ？」

　宗そう司じに見せるように、一いち乃のはその場で僅わずかに両手を広げくるりと回った。

　長い黒髪とワンピースの裾すそが、ふわりと楕だ円えんを描いて揺れる。

　淡い花の香りが、宗司の鼻をくすぐる。

「素敵でしょう」

「ああ、綺き麗れいだ──いや、待て、今のは」

　思わず正直に答えてしまい慌てる宗司。

「……馬ば鹿か」

　少し頰ほおを染めて、一乃が赤い瞳ひとみを伏せる。

　思わずドキリとしそうなぐらいに可愛かわいらしく、宗司はますます慌ててしまう。

「いや、その、何か、ごめんなさい」

「謝らなくて良いわよ。その……う、嬉うれしかった、かも」

「かも？」

「そこを深く追及しては駄目よ……」

　目を伏せたまま、小声でもにょもにょと呟つぶやく……多分、照れ隠しだったのだろう。

「そ、そっか」

　こっちも照れ隠しだろう、視線を逸そらして後頭部を搔かく。

　何とも言えない、初うい々ういしい──小恥ずかしい空気だ。

「そ、そ、そろそろ動こうぜ、どこか行きたいところあるか？」

「あの、それなのだけれど宗司」

「うん？」

「今日のデートは、私の完かん璧ぺき大和撫子なでしこっぷりをキリカたちに思い知らせるためよね」

「らしいな」

「そこで、お願いというか、提案というか、あるのだけれど、その」

　何な故ぜかどんどん一乃の声は小さくなっていき、籐とう製のバスケットは手首に引っ掛けて、指先をもじもじと胸の前で絡めている。

「うん、何だ？」

「その、あくまで演技ということなのだれけど、決して何か深い意味があるわけでもなくて、あくまで目的の為に、その、ええと、こ、恋人、として」

「えっ、いや、それは」

　宗司が困惑していると、一乃は少しだけ顔を上げた。

　潤うるんだ大きな赤い瞳、雨に濡ぬれた子犬のように宗司を見上げ、

「…………ダメ？」

　恥ずかしげに、おねだり。

「ダメじゃねえっす！」

　一発で魂をノックアウトされた宗そう司じが叫ぶ。

「このデート、おれに任せてくれ。何をどうやれば良いのかさっぱりわからんが、見事おまえの恋人役を務めてやる！」

「ありがとう宗司……それじゃあ」

　はにかんで、一いち乃のはそっと宗司の腕を抱き頰ほおを寄せる。

「今日は、よろしくね、私の、恋人さん」

「お、おう」

　一乃のしおらしい態度に、黒いカーディガン越しに感じる体温に、ドキリとして宗司は上うわ擦ずった声で言った。

「んじゃあ、と、とりあえず、ええと、そのバスケット、おれが持つよ」

「あら、ありがとう」

　そして二人は、本物の恋人のように寄り添って待ち合わせ場所から歩き出した。

　さてここで、清せい楚そな顔した一乃さんの心の声を紹介しよう。

　心の声開始──

（よっしゃあ！

　第一段階にして最大の難関をクリアしたわ。

　これでもう私は勝ったも同然！　世界の女王にすら等しい！

　愚かな宗司め、私の虜とりこになるがいいわ！）

　──以上心の声、間違えても表に出さない方が良い内容でした。

　因ちなみに、その頃ころ、キリカとリリスは。

「何かムカツク、何さソージのバカ」

「基本的には邪魔をしないと約束さえしなければ、」

「今すぐにでもリリスは兄さまを奪い取って」

　昨日の約束どおり、物陰からこっそりと二人のデートを嫉しつ妬と、もとい、監視している。

　心の声さえ無視すれば、清楚な一乃が宗司と仲良くしているようにしか見えない。

　一応人目を忍ぶつもりなのか、サングラスをつけて黒の上下で固めているが……逆に目立つ気がしなくもない。




　宗司と一乃は、とりあえず駅前近くの賑やかな通りに移動した。

　以前、二人が映画を見たショッピングビルがある通りだ。若者向けの店が多く、宗司たちと同年代の友だち連れやカップルなどが目に付いた。

「昨日の今日だから予定もねえし、どこか行きたいところあるか？」

　宗そう司じは（一いち乃のの持って来た）籐とう製のバスケットを片手に歩きながら、腕に抱きついている一乃に問うた。

　しゃらりと腕にこすれる黒髪の感触がこそばゆく、黒いカーディガンとコントラストを描えがくような白い首筋が眩まぶしい。

「あなたと一緒なら、どこでもいいわ」

「そ、そうか、まあ、適当な店にでも入るか」

　一乃の健けな気げな答えが照れ臭くもあり、調子が狂いもし、宗司は緊張した様子で頷うなずき周囲を見回す。

「折角なら、おまえが喜んでくれそうな場所がいいんだが」

「気を遣ってくれなくてもいいのよ、あなたの行きたいところで」

「そうはいかねえだろ、恋人なんだし──あ、いや、今のは、違うぞ」

　わたわたと照れる宗司を見上げる一乃の赤い瞳ひとみは奇妙に優しい。

「馬ば鹿かね、でも、ありがとう」

「くっ、なんだこれは……一乃が可愛かわいい、だと……」

「ふふっ、この程度だと思っていたら、死ぬわよ」

「馬鹿な、これ以上があるのか！」

「いつもの調子が出てきたわね」

　すっ、一乃の冷えた手が宗司の熱い頰ほおを撫なでる。

「あなたは、あまり恋人役を意識しない方が素敵よ」

「ん、それ良いのか？　わざわざ恋人役なんてしてる意味が」

「いいのよ」

　人差し指が宗司の唇を塞ふさぐ、僅わずかに一乃の匂においがする。

「これは私の問題」

「……そういうもんか」

　小さく、宗司は肩をすくめた。

　宗司の緊張も解ほぐれたのだろうか、寄り添う姿もいっそう自然に、二人は店を冷やかしながら通りを散策する。

「ねえ宗司、私、とても楽しいわ」

　あなたと一緒だから、と小さな声で続きを囁ささやいた。

　一方──

「すぐにボロを出すと思ったのに、何かちゃんとデートしてるね」

「はい、森もり塚つか一乃のくせに、」

「乙女なオーラを周囲に放っています」

　尾行中のキリカとリリスは、退屈そうだった。




　雑貨や服などを適当に見ていると、ふと小さなクレープスタンドを見つけ足を止めた。

　店と店の隙すき間まにあるような小さなスタンドだが、何人もお客が並んでいる。時刻はいつの間にか昼を回っていたが、割合に人気があるのだろう。

「クレープか、一いち乃の食べたいか？」

「そうね……折角だし食べましょうか」

　少し並び、二人はスタンドでクレープを買い、

「おれは……ストロベリー」

「私は、ハニーバナナシナモンヨーグルト」

　クレープ片手にまた雑踏の中を歩き出す。

　昼を回り通りには人出も増し、気のせいかカップルの数が増えたような気がする。

　さすがに腕を組んだままではクレープを食べ辛づらい（特に宗そう司じは籐とう製のバスケットを片手に持っている）ので解ほどいて歩いていた。

「ふぅん、クレープなんて滅多に食わないけど、結構いけるな」

「ええ、悪くないわ」

　ワンピースの胸元で、一乃はクレープを両手で包み込むように持ってちびちびと食べていた。

　大人びた顔立ちと、小動物のような仕草のミスマッチが妙に可愛かわいらしく、宗司は思わず見詰めてしまう。

　視線に気付き、ちょっと照れた顔で一乃が宗司を見上げる。

「宗司？　どうかしたの？」

「い、いや、何でもない……」

「……宗司の馬ば鹿か」

　ぽっと頰ほおを染めて、一乃が俯うつむく。

「何もしてないのに馬鹿はねえだろ」

「は、恥ずかしいのよ……見詰められてると」

「ぐう、こ、こいつ」

　こんなに可愛かったか、と言いそうになったのを誤魔化してストロベリークレープに齧かじり付いた。

「ね、ねえ、宗司、私も一口、ストロベリー、食べてみたいのだけれど」

「んー、いいよ、おれにも一口その名前が長い奴くれよ」

「いいわよ、ならお先にどうぞ」

　一乃が手にしたクレープを宗司の顔に近づける。

「はい、あーん」

「……何か久しぶりだな、あーん」

　若干照れながら、宗そう司じは一いち乃のの手からクレープを一口食べた。

　ハニーバナナシナモンヨーグルト、やたらに名前の長いクレープはヨーグルトの酸味がアクセントになった程よい甘さで、かすかなシナモンの香りも悪くなかった。

「おっ、案外いける……っと、じゃあ、おれのも、お返しに、あ、あーん」

　今度は宗司が、一乃の唇にストロベリークレープを寄せる。

「ふぅん、普通に美お味いしいわね」

　一口ずつ交換して二人はまた自分のクレープに戻った。

「ところで、これって間接キスよね」

　一乃の呟つぶやきに、宗司が硬直する。

　しかも一乃は自分で言っておきながら首まで赤くして俯うつむいていた。

「ごめんなさい、いちいち言うことではなかったわ」

「いや、まあ、そういう時もあるさ」

　宗司は斜め上に視線を逸そらすが、一乃の様子が気になりちらと視線を戻した。

「あっ……」

　ちらと見上げた一乃と目が合った。

　頰ほおを染めてはにかむ一乃は、普段の冷たさが消えて柔らかく。

　まるで、どこぞの令嬢のように可か憐れんだった。

「あまり、見詰めないで」

「重ね重ねすいません……」

「もう……馬ば鹿か、知らないんだから」

　ぽすん、軽く一乃が宗司の胸を叩たたいた。

「何で叩くんだよ」

「あなたが馬鹿だからよ、馬鹿……馬鹿、もう、馬鹿なんだから」

「そんなにバカバカ言うなって、ったく……」

　……砂を吐きそうな勢いのラブラブカップルぶりだ。

　そして再び心の声。

（くっはあ、これは危険よ、危険すぎるわ、

　ああんっ……でも、最高。

　甘いわあ、とっても甘いわぁ）

　──以上心の声。

　そしてまたまた一方、心の声など知らないキリカとリリス。

「気持ち悪いようぅ、イチノが普通に可愛かわいくて怖いよう、全然笑えないよう」

「リリスは非常に面白く有りません、」

「これではただバカップルがバカのように、バカイチャイチャしているだけです」

「ううー、こんな乙女で健けな気げで可愛かわいいイチノなんてイチノじゃないよう……」

「い、いつのまにか沢さわ村むらキリカが涙目になっています、」

「しっかりしてください」

「めそめそ、めそめそー」

　なにやら、約一名、心に深い傷を負いそうになっていた。




「中途半端に食べたら、腹が減ってきたな」

「だったら、少し遅くなってしまったけれどお昼にしましょうか」

「そうだな、どの店に……」

「宗そう司じ、あなたに持ってもらってるバスケット、私が作ってきた、昼食なのだけれど」

「おおっ、そいつはありがたいな、どっかで食べるか」

「ええ、そうしましょう」

　二人は落ち着いて座れる場所を探して、近場にあった小さなデパートの屋上に辿たどり着いた。雲ひとつない青空の下に簡素なテーブルと椅い子すがいくつも並び、屋上の縁に沿うようにうどんやホットドックなどの軽食の店が並んでいる。

　家族連れなどで割合賑にぎわっているが、隅の方はそれなりに空いていたので二人はそこに着き、バスケットを置いた。

「ちょっとジュースを買ってくる」

「私も行くわ」

「いいよ、おれの奢おごりだ。昼飯のお礼に、それぐらいさせてくれ」

　立ち上がりかけた一いち乃のを制して、宗司はさっさとジュースを買いに行き、戻ってくる。

「お待たせ、確か、オレンジジュース好きだったよな」

「？」

「一学期の、確かまだキリカも同好会にいなかった頃ころだよ。体育さぼって屋上行ったときに、おまえ言ってただろ」

「ああ……そんな細かいこと、よく覚えていたわね」

「おまえが好きだって、珍しく言ってたからな」

　さらりと口にして、宗司は席に着きオレンジジュースをバスケットの隣に置いた。

「で、何を作ってきてくれたんだ、って、どうした！　一乃、顔が真っ赤だぞ？」

「おま、おまえが好きだって、もう、変なことを……」

　首まで赤くした一乃が口の中でもごもごと呟つぶやきながら、バスケットの蓋ふたを開け、テーブルの上に広げていく。

「へえ、サンドイッチか」

　一口サイズのサンドイッチを沢山作り、数個ずつにまとめてラップで包んでいる。

　白いパンの間に挟まれた具材も、卵、きゅうり、ハム、チーズ、ポテトサラダなど、オーソドックスではあるが実に色鮮やかだ。

「可愛かわいらしいのを作ってきたんだな」

「あ、ありがとう……今日のあなたは、妙に、素直に、褒めてくれるのね」

「そりゃおまえ、いつもと違ってツッコミがいらねえからな」

　苦笑を浮かべて言いながら、テーブルの上にハンカチを敷き、その上にラップに包まれたサンドイッチを置いていく。

「まあでも、いつものツッコミどころ満載のおまえも好きだよ」

「ふぁ……」

　連続される甘い台詞せりふのせいで、一いち乃のが蕩とろけそうな顔で鳴いてしまう。

　しかし、鳴かせた宗そう司じは何も気付かず下を向いてサンドイッチを並べていた。

「よし、全部出した……顔赤いぞ？　もしかして、またおれが余計なこと言ったか？」

「余計なことじゃな、くて、その、何でもないわ」

　誤魔化すように、一乃は長い黒髪をかき上げた。

　しゃらりと揺れた黒髪は黒いカーディガンの肩に触れ、流れ背中に落ちていく。

　青空の下、光に照らされた髪の一本一本がキラキラと光っていた。

「折角だし、食べなさいよ……サンドイッチ、ちょっと頑張ったんだから」

「ん、お言葉に甘えて、いただきますと」

　ぱちんと手を合わせ、サンドイッを包むラップを取り、トランプのカードより小さなサンドイッチを一つ食べた。

　卵のサンドイッチをもごもごと咀そ嚼しやくする。

「……」じっ、と一乃は食べる宗司を見詰めていた。

「美う味まいな」

「そう」

　素っ気なく相あい槌づちを打つ一乃が、少し嬉うれしそうに見えたのは気のせいだろうか。

　一乃も自分の作ったサンドイッチに手を伸ばした。

「いや、本当に美味いよこれ」

　二つ目を食べながら、宗司が呟つぶやく。

　ハムとチーズときゅうりのサンドイッチ、これもまた美味い。

　端的に言えば、一乃の作るサンドイッチはバランスが非常に良かった。

　具材と調味料、バター、マヨネーズ、マスタードの調和が取れている。

　どれか一つが強いということはなく、口の中で、全すべての味がきちんと分かるのだ。

「どうやったら、こんな美味いサンドイッチが作れるんだ？」

「丁寧に作るだけよ、それと、少しだけ、」

「少し？」

　サンドイッチを飲み込みんで、宗そう司じは一いち乃のを見た。

　一乃は、

「あなたのことを、想って、作りました」

　少女のように可愛かわいらしく微笑ほほえんでいた。

「おれのために毎日サンドイッチを作ってくれ！」

　あまり可愛かったので、宗司が壊れた。

「……はい」

　こっちはこっちで何を間違えたのか頷うなずいた。

「…………」

「…………」

　二人は沈黙し、見詰め合い、どちらからともなく、我に返る。

「…………『はい』じゃねえだろ一乃」

「…………あなたこそ、ロマンの欠片かけらもないプロポーズだったわ」

　宗司は思わず握り締めていた一乃の手を離し、視線を逸そらす。

　一乃は握り締められて少し赤くなった手を撫なでつつ、逆方向に視線を逸らした。

　二人とも熟した林りん檎ごよりも顔が赤く、宗司は恥ずかしさの余り手で顔を覆って隠す。

「すまん」

「許してあげるわ」

　平静を装うとする一乃さん。

　心の──

（ププププププロ、プロポーズされたわ！

　予想外、予想外よ！

　落ち着きなさい森もり塚つか一乃、私は宗司を掌てのひらで弄もてあそぶ素敵な悪女。

　これを逆手に取るぐらい容易たやすい無理。

　あああああもう、ドキドキして頭が真っ白よ！

　で、でも、これはチャンスよね？

　言っちゃおうかしら、言っちゃおうかしら、言っちゃうべきよね！）

　──声です。

　一乃は、何か意を決したように顔を上げる。

「ね、ねえ宗司……私、ずっと、あなたに言いたかったのだけれど」

　頰ほおは染まり、鼓動は激しく、声は僅わずかに震えながらも真剣で。

「私、あなたのことが──」

　宗そう司じに告げ──

「イーチーノー」

　ようとした瞬間にゾンビが声を掛けてきた。

「うわああっ、びびびびびっくりした！　何だ、キリカじゃねえかって、顔色が紫だぞ何があったんだ！」

「ゾンビかと思ったわ」

　それぐらいに、今のキリカは腐った空気を撒まき散らしていた。

「すいません兄さま、」

「沢さわ村むらキリカがもう限界のようです」

　遅れてリリスとリリスが姿を見せて、ぺこりと頭を下げた。

「もうダメだよ、降参するから、助けて……」

　淀み切った青い瞳ひとみが虚うつろに二人を見て呻うめく。

　口からエクトプラズムを吐いてもおかしくないレベルの焦燥っぷりだ。

「……そういや、おまえらついて来てたんだっけ」

　当初の目的は『一いち乃のが黙っていなくてもパーフェクトに大和撫子なでしこである』ことを宗司に知らしめることで、キリカとリリスは第三者の審判として尾行していた、はずなのだが。

「うん、もうダメだよ。耐えられないよ、お願い、もうやめて」

「乙女チックな森もり塚つか一乃を見守ることに、」

「沢村キリカは耐えられなくなったようで先ほどからこの調子なのです」

「こんな乙女イチノじゃないよう、もうやめてよう、いつもみたいにえっちぃ発言全開で宗司困らせてにやにや笑ってよう」

　壊れたテープレコーダーのように、キリカは『もうやめて』と繰り返す。

「何だかよく分からんが、凄すごいダメージを受けてるようだな……」

「ええ、そのようね」

「お願いだよ、もうやめてよ、何でもするからやめてよ」

「ああ、沢村キリカの顔が、」

「青紫色に染まっていきます」

「死相が出てるわね」

「暢気のんきに言ってる場合じゃねえだろ！　おい、しっかりしろキリカ！」

「残念だけれど、デートを続けるのは無理かしら」

　長い黒髪をしゃらりとかき上げ、一乃は小さく溜ため息いきを吐ついた。

　ほんの僅わずかに、安あん堵どの色がそこに見えていた。

　かくて、宗司と一乃のデートは、キリカのギブアップにより幕を閉じる。




　そして、誰だれも気付いてはいなかった。

　宗そう司じと一いち乃ののデートを尾行していたのは、キリカとリリスだけではなく。

　別のビルの屋上に、彼女がいた。

　幼さの残る可か憐れんな顔立ちと、長い燃えるような赤毛の少女。

　硝子がらす球の大きな瞳ひとみに感情はなく、宗司たちを見下ろす。

「うなー、そうじ……みつけた」

　彼女は、淡々とした声でそう呟つぶやいた。

　小柄な体に一乃と同タイプの黒いセーラー服を不器用にまとい、体格に似合わぬ豊かな胸の上でリボンは結び損そこねたように斜めに歪ゆがむ。

　膝ひざまで伸びた燃えるような赤毛は高所に吹く風になびき乱れ、その赤毛の上には何よりも特徴的な、

　ネコミミが、ぴっこりと風に揺れている。

　彼女は『煉獄カサルテイリオ』第一罪──《　竜クスイパスメノス　》。

　あるいは、『フェル』。

　一乃から離れた『煉獄カサルテイリオ』の化身が、その正体。






日誌　四　過去と猫とお茶会と






「と、いうことで、これから私の勝ち誇りタイムが始まるわ」

　宗司と一乃のデートが終わると、一乃はゾンビ状態になっていたキリカを引っ張りついでにリリスも喫茶店まで連れて行った。

「私の乙女っぷりを畏おそれ崇あがめ奉りなさい」

　因ちなみに、宗司君は一乃さんの要望により帰されました。

「良かったー、この性格の悪さはいつものイチノだよっ」

「そこで安あん堵どするのは間違えているのではないでしょうか、」

「リリスは疑問に思います」

　デートからそのまま流れてきたので服装は基本的に同じ、一乃はワンピース、キリカとリリスは上下黒で固めた姿だ、さすがにサングラスは外しているが。

「しかし、良い店ですね、」

「ファミリーレストランの類たぐいと違い、落ち着いています」

　喫茶店『眠る羊』──店は雰ふん囲い気きを重視して暗めの色で統一され、ボリュームを絞ったクラシック音楽が流れている。足元には深い絨じゆう毯たんが敷かれ足音もせず、エアコンは若干肌寒い程度に強い。

　一いち乃のたちは奥まった、店の中でも特に薄暗い席に座っている。

　一乃とキリカが隣り合って座り、向かい側にリリスとリリスという席順だ。

「ええ、私のお気に入りよ」

「わたしがソージに教えたお店だよねっ」

「その点だけはマイナスね」

「……リリスだけが知りませんでした、」

「次は、リリスも兄さまと一緒に来ます」

　リリスは若干不満そうに頰ほおを膨らませて、メニューを開く。

「案外、お高いのですね、」

「家計を預かるリリスとしては迷うところです」

「味は良いわよ」

「うん、それはキリカさんも保証する」

「ケーキが美お味いしそうですが、何かオススメはありますか」

「好みで選びなさいな、大体なんでも美味しいわ」

「みんなで別々のケーキを頼んで、ちょっとずつ分け合うのも良いよねっ」

「リリスはその提案に賛同します」

「私も構わないよ」

　何だかんだで年とし頃ごろの少女らしく甘いものが好きなのだろうか、話題はあっという間にケーキに移り今はそれぞれ真剣にメニューと睨にらめっこしている。

　わざわざ喫茶店に場所を移してまで勝ち誇るつもりだった一乃すらあっさり忘れている辺り、ケーキの魔力も侮あなどれない。

　約二十分後、それぞれの前に注文したメニューが並んだ。

　一乃はガトーショコラ、キリカがフルーツタルト、リリスとリリスはモンブランとブルーベリーチーズケーキ。

　そして、芳ほう醇じゆんな香りを放つ淹いれ立ての紅茶で満ちたポットがテーブルの中央に。

「紅茶、入れるわ」

「ん、ありがと」

「ありがとうございます森もり塚つか一乃」

　一乃が四つのカップに紅茶を入れ、彼女たちのささやかなお茶会が始まった。

「相変わらず、ここの紅茶は良いわね」

「はい、香りが違います」

「部室で飲んでる奴とは葉っぱが違うのかな？」

「それもありますが、淹いれ方の差が大きいかと」

「ふーん、そんなに違うんだ……んっ、フールツタルトもいけるよっ」

「一口寄越しなさい」

「いいよー、イチノのガトーショコラも頂ちよう戴だい」

「ではリリスも失礼します、モンブランとブルベリーチーズケーキもどうぞ」

　それぞれの手に握られた銀のフォークが暗い照明の下で動き、ケーキをそれぞれの唇に運んでいく。

　そしてケーキを味わうと、揃そろって少し幸せそうな顔をする。

「んー、ガトーショコラがほろ苦いねー」

「ブルーベリーもいいわよ」

「どれも素晴らしい味だとリリスは思います」

「だねー、あ、そういえばイチノさ、凄すごい猫被かぶりだったよね」

「猫？　何の話よそれ」

「さっきのデートだよ」

「猫被りとは失礼ね、私はあくまで自然体だったわよ」

　ガトーショコラの皿に銀のフォークを置き、一いち乃のはしゃらりと長い黒髪をかき上げる。

「ただ事前に『今日は恋人同士』と決めただけ」

「なっ──！」

「こ、恋人、ですか」

　ぽろり、キリカが今まさに食べようとしたケーキが零こぼれ落ち、リリスはカップを口に運ぶ手を止める。

　青と虹にじ色いろの瞳ひとみは驚きよう愕がくに見開かれ、微かすかに震えてさえいた。

「で、ですが、兄さまはあの通りの鈍感生命体、」

「たとえ恋人同士になったとしても具体的なアクションに出る可能性は低いはずです」

「違うよリリス、この場合はソージの反応は関係ないんだよ……」

「あら、あなたは気付いたようね」

　薄く、皮肉の色を宿して一乃は赤い唇を吊つり上あげた。

　キリカは苦味を嚙かみ締めるように呟つぶやく。

「『恋人同士』が効果を発揮したのは、イチノの方なんだよっ」

　あっ、とリリスが小さく声を上げた。

「そういうことでしたか、森もり塚つか一乃、」

「あなたは、兄さまの恋人だと、自分を騙だました」

「ふふっ、ご名答」

　ワンピースに包まれた薄い胸元で腕を組み、すらりとした脚を組む。

「そう、あれは猫被かぶりではなく──ただの、『素直になった私』」

　その自信に満ちた態度は、いっそ気高いまでに誇らしく迷いがない。

　キリカは、リリスは、言葉を失い、得体の知れぬ敗北感の味に唇を嚙かむ。

　一いち乃のは変わらず、優雅な手つきでぬるくなった紅茶を一口啜すする。

「若干性的妄想を抑えはしたけれど、猫被りというほど演技ではないわ」

「確かに、そうかもしれないね」

「普段から素直な、あなたたちには出来ない手でしょう」

「誰だれよりも面倒な性格をしていることを、」

「逆手に取りましたか、森もり塚つか一乃」

「素敵なデートだったわ」

　あくまでクールに振舞っていた一乃の顔が、いきなりにへらと緩んだ。

「コスプレして迫って宗そう司じを困らせるのも楽しいけれど、コスプレ抜きで普通にイチャイチャするのも凄すごく素敵。ああ、素直になるのって素晴らしいわ、もっと尽くしたり甘えたり、ああん、どうしましょうどうしましょう、私ってば大胆なんだから、いやん、もう」

「うわ、またイチノが気持ち悪くなっちゃった……」

「森塚一乃は、ただの自称乙女だとリリスは考えていましたが、」

「考えを改める必要があるかもしれません」

「それはちょっと早いと思うよ」

　キリカさん、正解。

「ああ、駄目よ宗司、ご主人さまと呼べなんて、嫌ではないのむしろ嬉うれしくて……えっ？　しかもメイド服を着て首輪をつけろと言うの。そんなことをされたら、私は従うしかないじゃない、ああんっ、だめぇ」

　妄想世界にどっぷり浸つかった一乃は夢見心地の蕩とろけた顔で頰ほおを僅わずかに上気させ、黒いカーディガンに包まれた肩を抱いてクネクネしている。

　薄暗がりの店内では他ほかから見えず、声もかなり抑えられているが、はっきり言って店から追い出されても文句が言えない怪しさだった。

　一番奥の目立たない席だったのも、幸運だ。

「いつもの森塚一乃ですね、」

「別の意味でとても素直になっています」

「うん、やっぱりイチノはこうじゃないとねっ！」

　怪しい一乃を眺めながら、キリカとリリスは安あん堵どしたように頷うなずきあう。

「でもどうしよっか、このイチノ」

「妄想から帰ってくるまで待つしかないとリリスは思います」

　と、いうことで一いち乃のさんが妄想トリップを終えるまで、紅茶とケーキを楽しみながら待つことになった。




　一乃さん妄想中──

「ご主人さま……メイドの一乃、参りました。何か、御用でしょうか」

「くくっ、その首輪、おまえに似合っているぞ」

「はい、ご主人さま、一乃に、素敵な首輪を下さってありがとうございます」

「そうだ喜べ、おまえがおれのものであるという証あかしだ」

「あんっ、引っ張らないで下さい」

「逆らうな、全すべてを受け入れ、おれに委ゆだねろ」

「駄目です、ご主人さま、一乃にはまだ他ほかの仕事が……」

「おまえの仕事は、おれに尽くすことだ」

「はいご主人さま！　ということで言げん質ちを取ったこの森もり塚つか『メイド』一乃、おもむろにご奉仕し尽くしてあげるわ覚悟しなさい！」

「ってええええええ、おい、妄想の中でぐらいしおらしくしてろよ！」

「聞こえないわ！　何な故ぜならこの私が、『たまにはメイドの下げ克こく上じようもありじゃない？』と思ってしまったのだから！」












「いやああああ、ケダモノぉおおおおお」

　……うん、まあ、一いち乃のさん妄想終了。




「……ふう、取り乱してしまったようね」

　妙につやつやした顔をして、一乃が艶つやっぽい息を吐いた。

「はい、見事な取り乱しようでした、」

「別名を平常運転と呼びます」

「失礼ね、それでは私が常にえっちぃ妄想に耽たん溺できしているみたいじゃない」

「え？　違うの？」

　長い黒髪を僅わずかに揺らして、一乃が視線を逸そらした。

「……今日は良い天気ね」

「喫茶店の中じゃ関係ないけどね」

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳、」

　しゃらり、かき上げた黒髪が黒いカーディガンの肩を流れ落ちる。

「えっちぃ妄想で脳髄がいっぱいの思春期な少女ですけれど何か問題があって」

「開き直りましたか森塚一乃」

「やれやれだね──で、さ、イチノ」

　小さく肩をすくめ、キリカは言った。

「そろそろ、本題に入りなよ」

　青い瞳ひとみはひどく静かに、噓うそを許さぬほどに澄み、一乃を見詰める。

「兄さまを同行させなかったのは、」

「何か、話があったからだろうとリリスは推測していました」

　リリスの虹にじ色いろの瞳もまた、一乃を見た。

　一乃は赤い瞳を僅かに伏せて、冷めてしまった紅茶を口元に運ぶ。

　香りが飛び、少し、渋みが強くなっていた。

「みっともない台詞せりふなのだけれど、言うわ」

　伏せた瞳を上げ、キリカの碧へき眼がんを、リリスの虹の瞳を、順番に見詰め返す。

　そして、はっきりとした声で、堂々と、告げた。




「私を助けて」




　キリカはどこかそれを予測していたように静かに、リリスは表情の変わらぬその顔に少しばかりの驚きを浮かべ、その言葉を聞いた。

「私は、『煉獄カサルテイリオ』を失った」

　一いち乃のは全すべてを話す──フェルの正体、『煉獄カサルテイリオ』の喪失。

　言わなかったのは一つだけ。

　一乃が、宗そう司じと交わした契約。

　助けたい、白しろ崎さき宗司は『煉獄カサルテイリオ』に振り回される一乃にそう言った。

『私に、あなたのことを、信じさせて』

　森もり塚つか一乃はそう返した。

『煉獄カサルテイリオ』が喪うしなわれれば、契約の前提は消える。

　宗司と一乃の、繫つながりが消える。

　だがそれ以上に、一乃が恐れることは……

「怖いわ、何も変わらないことが」

　氷を刻んだような、静かな声。

「私がただの女の子になって、それでも、宗司が何も変わらなければ──ねえ」

　炎を宿した目が、聞く彼女たちを見る。

「私は、ここでも、無価値でしかない」

　言葉に揺らぎはなかった、森塚一乃の端整な顔立ちはアラバスターの彫像のように、感情の欠片かけらすらも見せなかった。

　勢いのままに言いたい事を全て言ったのか、一乃は大きく息を吐くと気を沈めるように紅茶に手を伸ばす──カップを持つ手が、かたかたと震えていた。

　誰だれも、それを見なかったふりをした。

「別に、具体的に今すぐ手助けが欲しい訳ではないわ。でも、私が『煉獄カサルテイリオ』を失ったことを宗司には言わないで」

　一乃の言葉が途切れると、リリスが問うた。

「森塚一乃、あなたは『煉獄カサルテイリオ』を取り戻したいと思っているのですか」

「情けないことだけれど、それすら、私は迷っているのよ」

「でしたら、リリスが一つ、」

「警告をします」

「警告？」

　一乃がリリスを見た。

　虹にじ色いろの瞳ひとみは、一乃を通して過去を見ていた。

「森塚一乃が『煉獄カサルテイリオ』を取り戻したとき、」

「人間としての森塚一乃は終わるかもしれません」

　幼い顔立ちは、奇妙な達観に覆われ凪ないだ水面のように静せい謐ひつを宿す。

　一乃はその言葉の意味するところに、絶句する。

「……」

　虹にじの瞳ひとみは一いち乃のを見詰めて、だが一乃を見ず、言葉を続ける。

「リリスが『第一世界シユレデインガー』になる以前、」

「リリスは一人で、まだ、人間でした」

「鏡の向こうの『第一世界シユレデインガー』に怯おびえ、恐怖し、泣き、」

「拒絶した」

「あなたも、異能を失ったことがあるのね？」

　訊きかれ、リリスとリリスが相あい槌づちを打つ。

　鏡に映したように、完全に同じタイミング、同じ角度、同じ時間の相槌だった。

「一度は失った『第一世界シユレデインガー』をリリスは受け入れ、」

「『第一世界シユレデインガー』リリスになったのです」

「兄さまがそう望んだように、」

「兄さまがそう仕向けたように」

　話を聞いていた一乃の、キリカの、そして語るリリスとリリスの脳裏に宗そう司じが過よぎる。

「……あの男は、一体、何を知っているのよ」

「キリカさんたちが、知らないことをだよ」

　一乃の疑問を、キリカの皮肉をリリスは無視する。

「『第一世界シユレデインガー』を受け入れたリリスは、」

「人間の白しろ崎さきリリスではなく、『第一世界シユレデインガー』リリスになった」

「リリスと『第一世界シユレデインガー』は等価であり、」

「リリスと『第一世界シユレデインガー』は二度と分かたれることはない」

　淡々と語られる過去、淡々と紡つむがれる言葉──その意味。

　リリスの小さな手が紅茶の満ちたカップを手に取る。

　琥こ珀はくの色と香りを持つその液体を揺らして、リリスは小さな波を起こす。

　雫しずくが一滴跳ねて、また琥珀の海に落ちて混ざる。

「ここにいるリリスは紅茶の一滴、」

「もはやリリスに個はなく」

「個がなき故ゆえに死はなく、」

「死なない生き物は、人ではない」

　言い終えると、リリスは手にした紅茶を一滴残らず飲み干した。

　ことり、カップを置く音。

「森もり塚つか一乃が異能を取り戻したとき、」

「こうならないという保証は、どこにもありません」

　テーブルの周囲が重苦しい沈黙で満ちる。

　一乃は胸中で、何度もリリスの言葉を繰り返している。

　暗い鐘の音が鳴り響くように、何度もリリスの言葉が反響している。

「ケーキ、もう一個ずつ頼もっか」

　沈黙を打ち破るように、彼女はいつものように明るい声で言って、

「キリカさんが奢おごってあげるよっ」

　向日葵ひまわりのような笑みを、周囲に向けた。

　救われた気分になるような、笑みだった。

　………………

　…………

　……

　そしてこれは、同じ頃ころ、別の場所の話。

　白しろ崎さき宗そう司じは、家の前で、段ボール箱にちょこんと座る捨て猫を見つけた。

　大きな段ボール箱には、

『うなー、かわいいねこ、すてられてかわいそー、

　ひろってくれると、うれしいな』

　と、下手な字で書いてある。

「……何やってんだ、フェル」

「すてねこ、なのさー」

　ぴっこりぴっこり、ダンボールの中の捨て猫──フェルは腿ももまである長い燃えるような赤毛の上のネコミミを揺らして言った。

　見事な棒読みの上、可愛かわいらしい顔にも硝子がらす球の瞳ひとみにも感情らしい感情が見えない。

「……意味深な態度で退場したくせに、こんな気が抜けるような戻り方はねえだろ」

　弱り顔で、宗司は溜ため息いきを吐つく。

「色々、あったのかなー？」

「疑問形で言うな疑問形で」

　改めてダンボールの中にちょこんと座るフェルを見れば……微妙に薄汚れていた。

　一いち乃のより小柄なくせに、キリカ以上に胸が大きいという反則レベルの体を包む黒いセーラー服は、ところどころほつれている。ボタンを掛け違えていたりリボンを結ぶのに失敗して斜めに歪ゆがんでいる辺りがその印象に拍車をかけた。

「うなー」

　硝子球の瞳が、きらきらと縋すがるように宗司を見上げている。

　ついでにネコミミがぴこぴこ左右に揺れている。

「うっ、やめろ、意味もなく罪悪感を抱くような目で見るな」

「おなか、すいたー、フェル、きのうから、なにもたべてない」

「ぐうっ、明らかに何かを期待している瞳だ」

「しんせつなひとが、ごはんを、くれないかー」

「ついにはっきりと要求を始めたか」

「おだいは、フェルのないすばでーで、はらう」

　脱ぎり、おもむろに真っ白で華きや奢しやな肩を出す。

「やめろ！　服を着ろ！　さすれば食事を出してやろう！」

「こうはん、くちょうが、おかしいぜー」

「気にすんな、とりあえず家に入れよ。リリスがいないし大したもんは出せねえがな」

「いえーい、えさー、えさーがくえるぞー」

「喜んでんのかそれ」

「ちょー、よろこびー？」

「だから疑問形はよしなさい、ほら、おいでおいで」

　宗そう司じは鍵かぎを開け、家の中に入る。

「いえす、さー」

　ぴっこりと赤毛の上のネコミミを揺らして立ち上がると、フェルはダンボールを綺き麗れいに畳んで小こ脇わきに抱えて宗司の後に続いた。

「適当に食うもの用意するから、シャワーでも浴びて体を綺麗にしてこい」

「わかった、きれいきれいする」

「おう」

「そうじが、おそってきても、いいように、きれいきれい？」

「おまえはおれを誤解している」

「はじめてだから、やさしくしてほしい？」

「うわっ、疑問符のせいで物もの凄すごく意味深な台詞せりふになってやがる、ってそれはどうでもいいんだ、何もしないからね、普通にシャワー浴びてくれればいいからね」

「この、へたれ」

「襲われたいのかおまえは……いかん、何だかこのやり取りに懐かしいものを感じる。今日のデートで一いち乃のが綺麗過ぎたせいか」

「うなー、おふろ、おふろー」

　言うだけ言っといて、フェルは赤毛の上のネコミミをぴっこぴっことリズム良く揺らしながら浴室へと向かっていった。

「……釈然としねえ」

　ぼそりと呟つぶやき、宗司はリビングのキッチン部分へ行き冷蔵庫を開けた。

　フェルがシャワーを浴びる音を聞きながら、卵を四つ使って大きなプレーンオムレツを作る。普段リリスに任せきりで基本的なものしか作れない宗司にはこれが精一杯だ。

　それでもオムレツが焼ける美お味いしそうな匂においがキッチンからリビングへと広がり、いかにも不慣れらしい手際の悪さでオムレツを作った後にロールパンを温め、思い出したように湯を沸かしてインスタントのコーンスープを用意した。

　やがて料理が終わり宗そう司じはリビングのテーブルにオムレツその他を運ぶと、丁度フェルがシャワーを終えて、

「うなー、おいしそーな、においー」

「あんまり期待するなよっうっえええええ、ちょ、おまえ、服、それ以前に体拭ふけ！」

　ぐっしょり濡ぬれたまま、全裸でぺたぺたとリビングに姿を見せた。

「うなー？」

　水を吸った赤毛が白い肌に張り付き、辛かろうじて要所を隠している。

　が、当人に隠す気が皆無らしいのであまり意味がない。

　歩くたびにキリカに比肩するサイズの胸がゆっさゆっさ揺れて、張り付いた赤毛がずれ落ちてしまいそうに──

「あああああああああああ、もうちょっと待ってなさい！」

　宗司はダッシュで浴場まで向かいバスタオルを取って戻って来る。

「さあ、これで体を拭け、まず拭け」

　しかしフェルは両手をバンザイと上げて、

「そうじ、ふいて」












　そんなことを言いやがった。

「なん……だと…………」

　ごくりと、唾つばを飲む。

　硝子がらす球の瞳ひとみは宗そう司じをじっと見詰め、相変わらず冗談なのか本気なのかわからない。

「自分で拭いては、くれませんか」

「や」

「わ、わかりました。じゃあせめて後ろ向いてください」

「うなー、フェル、うしろをむく」

　ぴっこり、満足気にネコミミを揺らして素直に背中をむける。

　背中側は長い赤毛のおかげで殆ほとんど隠れているので、宗司は思わず安あん堵どの息を漏らす。

「じゃ、じゃあ、拭くぞ」

「おうさー」

　ごくり、もう一度唾を飲み込むと、宗司はバスタオルをフェルに近づける。

「まずは、髪だな……」

　水を吸った赤毛をバスタオルで包むようにして拭いていく、柔らかな赤毛の感触、隙すき間まから覗のぞく湯上りの上気した肌、石せつ鹼けんの清潔な香り。

　宗司の顔は既に茹ゆで蛸だこよりも赤くなり、ぶつぶつと『諸行無常諸行無常』と呟つぶやきながらフェルを拭ふいている。

　髪を拭いて、背中を拭いて、前に手を回す……

　ぷにぷにとした幼い肌の感触が、バスタオル越しに嫌でもわかる。

「諸行無常諸行無常諸行無常」

　拭く手が柔らかく包み込むような胸にうっかり触れる。

「はううんっ」

　びくんと震えたフェルが変な声を出しても『諸行無常諸行無常』

　顔が茹ですぎた蛸になっているが、それでも我慢だ。

「……にやり」

　ネコミミがぴっこりぴっこり踊るように揺れていたが気にしてはいけない。

　心を無にし、宗司は、フェルの体を、拭き切った。

「はあ、はあ、頑張ったぞおれ」

　がくり、額にびっしょりと汗をかいた宗司は疲労のあまり膝ひざを突く。

「そうじ、ごくろー」

「はいはい、どういたしまして」

「フェルが、なでなで、してあげるー」

　膝を突いた宗司の前に立ち、フェルが小さな手で宗司の頭を撫なでた。

　髪を優しく梳すくような感触はひどく心地よく、母親が幼子にするようだ。

　心が解ほぐれるように、小さな掌てのひらは温かい。

　柔らかな微笑ほほえみを浮かべて、宗そう司じが顔を上げ、

「ありがとう、フェル。もう大丈夫だから──」




　たゆんぽゆんと素敵に全裸。




「服を着てないの忘れてたあああああああああああああああ！」

　どすんごすんばたん！

　もろに見てしまった驚きのあまり後ろにぶっ倒れ、後頭部を打った痛みに跳ね起きて、もう一回フェルを思い切り見てしまってびっくりして倒れた音である。

　見られたフェルはというと、硝子がらす球の瞳ひとみで宗司を見下ろし赤毛の上のネコミミを凄すごい勢いでピコピコピコピコピコ前後に動かしていた。

「だぶるとらっぷ、だぶるにやり」

「てめえ……ああ、ちょっと待ってろ」

　フェルのほうを見ないように、床の上をごろごろ転がりキッチンからリビングへ移動、立ち上がるやダッシュで自分の部屋まで上がり壁にかけてあった制服のカッターシャツを摑つかみ再びリビングへ戻る。

「ぷはー、ごちそうさまでした」

「いやいや、おそまつさまでしたって、速っ！　もう全部食べてるよ」

　リビングのソファーに（全裸で）座り、フェルは特大プレーンオムレツも、ロールパンもコーンスープも綺き麗れいに空にしていた。

「とりあえず、これ着ろ」

　カッターシャツを投げつけるようにして（フェルを見ないようにしたのだ）渡すと、空になった食器をキッチンに持って行き洗った。

　戻ってくるとフェルは素肌の上にカッターシャツを着た姿で、回っていた。

「そで、ぶかぶかー、すそ、くるくるー」

　余った袖そでに、ふわりと広がる裾すそ、重く長い赤毛の先が、回るフェルにあわせて綺麗に揺れていた。

　遊ぶ子猫そのままに、微笑ましくも可愛かわいらしい姿だった。

　思わず、宗司は柔らかい表情を浮かべ眺めてしまう。

「そうじ、ちらり、きたい？」

「してません、とりあえず座りなさい」

　宗司はフェルの余計な言葉に現実に戻され、盛大な溜ため息いきを吐つく。

　そしてカッターシャツに包まれたフェルの細い肩を押し、ソファーに座らせる。

　自分もその対面に座り、ソファーの上で脚をぱたぱたさせているフェルに問いかけた。

「で、ちょっとラスボスっぽい雰ふん囲い気きすら漂わせながら退場しといて、おれの家の前で捨て猫になっていた理由はなんだ」

「うなー」

　しょぼんと、ネコミミが萎しおれた。

「フェルのしょうたいは、『煉獄カサルテイリオ』第一罪」

「それは予想してた」

　何気ない相あい槌づちに、一瞬フェルの硝子がらすの瞳ひとみは輝く。

「『煉獄カサルテイリオ』は、いま、いちのから、はなれている」

「てことは現状、あいつはただの女の子か……まあ、いい、それで？」

「フェル、いちばんえらいのに、第二罪から第七罪までに、めっちゃ、おこられたー」

「何が起こってるんだ『煉獄カサルテイリオ』に、っていうかリーダー頼りなっ！」

　以後も続いたフェルの話を要約すると、以下のようになる。

　一いち乃のから離れたのはフェルの独断で、残り六匹の獣から『判断自体には賛同するが、早急、そもそも事前に一言の相談もないとはどういうことだ』とブチギレられ、残り六匹はフェルをほっぽり出して別行動。

　一乃から離れているので（一乃からの）エネルギー補給が出来ず、代だい替たいに食事をしようにも金がなく、今までどうにか凌しのいできたがもう限界で宗そう司じを頼った。

　ということらしい。

「なんというダメッ娘こ」

「うなー、フェル、だめっこじゃない」

「このダメッ娘め、このダメッ娘め、ダメッ娘じゃないと主張するほどにダメッ娘め！」

「だめっこ、れんこされたー」

　しょぼぼんと萎れるネコミミ、カッターシャツに包まれた華きや奢しやな肩もすこんと落ちる。

　どうやら本気で凹んでいるらしい。

「しかしまあ、よくおれを頼る気になったな」

「そうじ、じゃくてん、けいかいしんが、ない。だから、フェル、たすけてくれるー」

「……今すぐ一乃に連絡して引き取って貰もらうか」

「それだけは、ゆるしてぷりーず。フェル、いちのに、すごくかっこうつけてはなれたー、もどるのは、まじ、かんべん」

「おまえは家出した中学生か」

「たすけてくれるなら、フェルの、ないすばでーを、すきにして、おーけい？」

「だからしねえよ。つうか、助けてやるから安心しろ」

「おおー」

　ぱあと、フェルの顔が明るくなった（表情は変わらないけれど）。

　萎しおれていたネコミミが赤毛の上で元気に咲き誇り、ぴっこりぴっこり揺れている。

「とりあえず、残り六匹との和解が先か……しかし、リリスにバレたら面倒なことになりそうだから、そこは協力しろよ」

「おうよー」

　フェルがこくこくと頷うなずく──一いち乃のが見たら舌打ちでもしそうなぐらい、ぽよんぽよんとカッターシャツ越しに胸が揺れた。

　思わず目線を吸い寄せられてしまった宗そう司じは、こほんと一つ咳せき払ばらいをする。

「寝床はおれの部屋でいいとして……とりあえず、おまえが来た痕こん跡せき消しとくか」

「フェルと、そうじの、どきどきらぶらぶ、ひみつせいかつ、かいしーだーねー」

　ぴょこん、ソファーから立つと、両手をバンザイと上げて楽しそうに左右に揺れた。

「……おまえ、面白がってないよな？」

「うーなー」

　フェルは答えてくれなかった。






日誌　五　芸術の秋、私は君たちの期待を裏切る






　放課後、宗司がいつものように部室のドアを開ける。

「うーす、悪い遅れた」

「遅かったのね」

「いらっしゃーい」

「ああ……学園祭の出し物でホームルームが長引いてな、どっかの誰だれかさんは同じクラスなのにホームルームの前に消えてやがるし」

　言いながら、宗司は大きく欠伸あくびをして一乃たちと同じテーブルに着いた。

　一乃とキリカは部室の古いテーブルで紅茶を飲みながら、宗司を待っていた。

　今日の一乃は、久しぶりに見る気がする赤と桜色をベースにしたセーラー服だ。黒いセーラー服に黒髪の静かな夜空のような組み合わせとは違うが、これはこれで悪くない。

　喩たとえるならば、夜桜か。

　一方のキリカの方はカッターシャツにミニスカートと至ってシンプル、胸のリボンを外し特にアレンジも加えてないそのシンプルさが、キリカの可か憐れんさとマッチして素朴な魅力を放っていた。

　因ちなみに、銀の髪を飾るヘアピンは絵筆とパレットを組み合わせた珍しい図柄だ。

「そういえば、あなた今日は居眠りが酷ひどかったわね、疲れているの？」

　長い黒髪を揺らして、一いち乃のがいそいそと──新妻よろしく──宗そう司じの紅茶を淹いれて目の前に置く。

「ん、ありがと」

　一乃の淹れてくれた温かい紅茶を飲み、宗司はほうと息を吐く。

「週末が全然休めなかったからな、土曜日は一乃とデートで帰ったらフェ」

「フェ？」

「フ、フエの音がな、どこからともなく聞こえてきて、いやそれはいいんだ。で日曜になったら朝っぱらから昼過ぎまでキリカと遊んで、昼過ぎからはリリスの買い物に付き合って外で夕食だぜ」

　ついでに言えば、その後、自室でこっそり飼っている（と、しか表現しようがない）フェルの世話がある。リリスにばれないようにお風ふ呂ろに入れてやったり、食べ物を用意したりと大変なのだ。

「贅ぜい沢たくな人ね」

「そーだよ、三連続で別の相手とデートなんて、世が世なら王様だよ？」

「嫌な王様だなおい、で、今日は何するんだ？　何も用意してないみたいだけど」

「今日はもう決まってるわ」

「うん、ソージは、楽が出来るから疲れてても安心だよっ」

　一乃が赤い唇を皮肉に吊つり上あげ、キリカは悪戯いたずらなチェシャ猫のように笑う。

「うわあ、安心できねえ」

「今日のテーマは『芸術の秋』」

「写生大会って奴だねっ」

「ああ、大体分かった」

　宗司はオーバーアクションで溜ため息いきを吐ついて肩をすくめる。

「で、おまえがコスプレしてモデルしてくれるわけか？」

「ふふっ、甘いわね」

　一乃は音もなく席を立ち、開け放たれた窓から吹く風に揺れる長い黒髪をかき上げ、

「モデルはあなたよ！」

　びしり、宗司を指差した。

「む、それは珍しい」

「コスプレするのもあなたよ」

「誰だれが得するんだ、その展開！」

「強しいて言えば、この私」

「そしてキリカさん」

　そしておもむろに、がらり部室のドアが開き、

「二十四時間兄さまの傍そばにいる素敵な妹リリスも、」

「喜びのあまり写生道具を調達して参上しました」

　リリスとリリスが現れた。

　鏡合せの幼い顔立ちと小さなポニーテイル、華きや奢しやな体を学園制服の一つで包んでいる。

　リリスの制服は、ブレザーをベースに襟元とスカート部分にフリルを使い可愛かわいらしくアレンジしたもので、色はペールオレンジとクリーム色だ。

　可愛すぎて若干子どもっぽいが、幼めなリリスには良く似合う。

　道の片隅にそっと咲いた野菊のように可か憐れんだ。

　今は息を弾ませ薄い（というか無い）胸を上下させ、小こ脇わきに写生道具を抱えている。

「さあ、森もり塚つか一いち乃の、約束どおりリリスは、」

「写生道具を調達してきました」

「ええ、お疲れさま。あなたは立派に役目を果たしたわ」

　リリスがテーブルに写生道具を置き、一乃は満足そうに頷うなずく。

「衣装の準備はもう出来てるから、これで始められるねっ」

「ええ、私、わくわくしてきたわ」

「リリスも珍しくテンションが上がっています、」

「ハイテンションリリスです」

　妙に盛り上がっている女性陣を尻しり目めに宗そう司じは溜ため息いきを吐つく。

「ああもう、好きにすれば良いと思うよ」

　と、いうことで誰が得するのか疑問極まりない、宗司のコスプレショーが始まった。

「まずは、キリカさんのリクエストだよっ」

　キリカはぽよんと豊かな胸を張り、銀の髪を揺らして宗司を呼ぶ。

　着替えた宗司は部室の隅にある布製の仕切りから姿を見せた。

「道着、でいいのか？」

　上に着る白の胴衣と下にはく紺の袴はかま、宗司が呼んだとおりの道着。

　主に、剣道や弓道などで使われている衣装だ。

「ううむ、妙な感じだな」

　着慣れない道着姿に、宗司は何度か襟元を直す。

「いいよっ、いいよソージ！　カッコいいよ、キリカさん惚ほれ直しちゃうよっ！」

「へえ、悪くないわね。宗司にしては凛々しく見えるわ」

「お似合いです、兄さま」

　女性陣から上がる感嘆の声、特にキリカは目を青い瞳ひとみをキラキラさせて道着姿の宗そう司じを見詰めている。

「そ、そうか」

　照れながらも、満更ではなさそうに宗司は後頭部を搔かく。

「ソージソージ、これこれ、これ持ってちょっと構えてみて」

「日本刀っておまえ、どっから持ってきた！」

「演劇部から借りてきた模造刀だよっ」

「さすがに本物じゃねえのか、意外と重いな……」

　キリカに渡された模造刀を宗司は腰にさし、

「──はっ！」

　じゃらり鞘さや走ばしる音と共に抜き放つ。

　合金の刃やいばが光を反射しきらりと輝き、鞘から右への曲線を描く。

「こんなもんか？」

　そのまま、抜いた刃を肩に担ぐよう上段へ構えた。

　素人の割には案外と様になっている。

「素敵……ではなくて、キリカが選んだ衣装にしては悪くないわ、ま、まあまあよ」

「はうー、トキメキだよー、ゴロツキに絡まれてる街娘を颯さつ爽そうと助ける流る浪ろうの侍だよー、もちろん街娘はキリカさん」

「むしろ、おまえに絡んだゴロツキの命が心配になるけどな」

　夢見るように語るキリカに、宗司は小さく苦笑し刀を降ろそうと──

「兄さま、動かないで下さい、」

「そのまま、そのままのポーズで目線だけこちらに下さい」

　いつの間に用意したのか、リリスがデジカメを構えて道着姿の宗司の写真を乱射する勢いで撮りに撮りまくっていた。

　パシャパシャと、デジタルなシャッター音が部室に響く。

「お、おう……こ、こんな感じか？」

「はい兄さま、素晴らしいです、」

「次は刀を、真まっ直すぐに、顎あごを少し引いてください。目の前に敵がいると思って」

「え、ああ、わかった」

　リリスの指示に従い、ポーズを変えながら写真に撮られる。

「こりゃ、リリスが満足するまで終わりそうにねえな」

　一いち乃のとキリカもリリスを止める様子はなく、一乃は何な故ぜか頰ほおを染めて、キリカはうっとりと、やはり頰を上気させて宗司を見詰めている。

　やがて、リリスは満足したのかデジカメを降ろしてメモリカードを交換した。

「良い写真が撮れました、」

「兄さまには、次の衣装に着替えてもらいましょう」

「ええ、わかったわ」

「んー、ちょっと名な残ごり惜しいけど、オッケー」

「はいはい次な……っておい、芸術の秋どこいった、写生するんじゃなかったのかよ。わざわざ写生道具まで持ってきて」

　もっともな疑問に、彼女たちは声を揃そろえて答える。

「口実よ」

「建前だよっ」

「忘れました」

「……まあ、写真も芸術だよね、一応、うん」

　宗そう司じは納得いかなかったが、納得したように頷うなずいた。

　逆らっても無駄だと、もう完かん璧ぺきに学習しているようだ。

「続いては、リリスのリクエスト、」

「白衣と眼鏡です」

　鏡合せに同じ顔のリリスとリリスが、心なしか嬉うれしそうな無表情（ほんの少しの変化しかないのだ）で宣言する。

「これ、コスプレか？」

　リリスのリクエストで、制服（カッターシャツとスラックス）の上に白衣とフレームレスの眼鏡をかけた宗司がぼやく。

　フレームレスの眼鏡をかけた顔はシャープで冷たい印象を他人に与える。

　鈍感お人好しな宗司が衣装に合わせたように──薬品の匂においが微かすかに漂う怜れい悧りな科学者の空気を纏まとっていた。

「良いわよ宗司、クールで、ちょっとサディスト入ってそうでとても私好みだわ」

「んー、そっかな、ちょっと印象きつ過ぎない？」

　ほう、と熱っぽい溜ため息いきを漏らした一いち乃のとは対照的に、キリカはあまり気に入らないように肩をすくめた。

「こういうクールなタイプに子猫扱いされるところを想像してごらんなさい」

「…………おおっ、いけるねっ！」

「でしょう！」

　何やら意気投合したのか、仲良しな友だちのようにきゃあきゃあと一乃とキリカが盛り上がり始める。

「何を言ってるんだおまえらは」

　宗そう司じは軽く息を吐き、ついと眼鏡のブリッジを指で押し上げた。

「おおおおおお、あ、兄さま、それです、」

「その仕草です、実にリリスのハートにストライクです！」

　リリスとリリスは珍しく興奮した声を上げ、十三歳の歳相応のはしゃいだ様子で再びデジカメのシャッターを乱打する。

「良い、実に素晴らしいです兄さま」パシャパシャ、パシャパシャ。

「そ、そうか」

「はい、凄すごく性格が悪そうです！」パシャパシャ、パシャパシャ。

「それ褒めてるのか！」

「ああ、違います兄さま、そこは大声で叫ぶのではなく、」

「もっとクールに『ふっ、私の性格がどうであろうとキミには関係ないだろう』的に」

「アホか、おまえは」

「いつもより冷たい目線に、」

「リリスは痺しびれてしまいそうです」

「というか痺れました、」

「抱いてください兄さま」

「断る」

「はうっ、」

「はううっ」

　くらり、リリスとリリスが倒れ、

「──ッ！」

　慌てて宗司は白衣の裾すそを翻ひるがえし、二人まとめて抱き締めるように支える。

　ペールオレンジの制服に包まれた、リリスの華きや奢しやな体は二人分でも驚くほどに軽い。

「気をつけろ、怪け我がでもしたらどうする」

　しかしリリスとリリスの返事はない。

　不思議に思い、宗司は顔を覗のぞき込んだ。

「やっばいです、普段はクールで、」

「リリスが危ないと助けてくれるなんて反則です」

　幸せに蕩とろけたような、緩みきった顔をしていた。

　つきたての餅もちのような、ほにゃーとか、ふにゃーとか形容できる顔だ。

「……まあ、無事で何よりだ」

　ちょっと引き気味の宗司がリリスとリリスの体を、床に座らせるように離す。

「はい、兄さまのおかげで無事でした、」

「これはもう結婚するしかありません結婚しましょう兄さま」

「頼むから、もう少し論理に繫つながりを作ってくれ」

　頭痛を堪こらえるように額に手をあて、宗そう司じは盛大な溜ため息いきを吐つく。

　その拍子にフレームレスの眼鏡がずれ、また指を使ってくいと押し上げた。

「ふふっ、クールな青年が年下の少女に振りまわされる……わかっているじゃないの宗司、思わず鼻血が出そうだわ」

「鼻血て……もういいから、次の衣装に行ってくれ」

「ああ、お待ちください兄さま、」

「あと百、いえ、十枚だけ写真を」

「好きにしろよ」

「はううう、その『やれやれ、私にはついていけないな』顔、」

「いただきです、撮影せずにはいられません」

　パシャパシャ、リリスとリリスによるデジカメ撮影がおもむろに再開された。

　十枚なんて余裕で越えましたが、宗司は特に何も言いませんでした。

「さて、いよいよ私の番ね」

　一度、長い黒髪をかき上げ、桜色のセーラー服の胸元で腕を組む。

「出てきなさい、宗司」

「はいはい」

　今度の宗司は、軍服──黒の詰襟に帽子、腰には日本刀（正式にはサーベルだが、なかったので代用）を下げた姿だ。

「まったく、やれやれだ」

　僅わずかに一いち乃のたちから視線を逸そらし、帽子のつばを摑つかんで位置を直す。

「はにゃぁああああああ！」

「はうぅううううううう！」

　キリカとリリスが叫ぶ、宗司を見る目は完全にハートマークになっている。

「ふふっ、どう、素晴らしいでしょう」

　誇るように、一乃は薄い胸を反らした。

「武人の凛々しさと、科学者の怜れい悧りさを兼ね備えたのがこの軍服姿よ」

「かっこいいよぅ、思わず『わたしを征服してください』って頼みたくなったよっ！」

「そこはかとない暴力の匂においと規律に裏打ちされた理性の輝き、相反する要素のかもし出す影に、リリスはきゅんきゅんしちゃいます」

　確かに、今の宗司は軍服にしっくりとはまっていた。

　詰襟の背はぴんと伸び、帽子の下の瞳ひとみは心なしか鋭く、唇は強く引き結ぶ。

　律された暴力──鉄の狼おおかみのイメージ。

「まったく、おまえらは」

　宗そう司じは唇を上げて苦笑を浮かべ、体を一いち乃のたちに向ける。

　腰に下げた刀の鞘さやがカチャリと鳴る。

「どんだけ軍服が好きなんだよ」

　珍しくも皮肉めいた台詞せりふを吐いたが、

「それは違うわ」

「それは誤解だよっ」

「それは間違えています」

　即座に否定された。

「ソージはね、ごはん。道着とか白衣とか軍服は、あくまでおかず。順番を間違えちゃだめだよっ」

「ふんっ……食い物に喩たとえるのが、おまえらしいな」

　帽子のつばを摑つかみ、宗司は顔を隠す。

　きゃあ、と一乃キリカリリスが黄色い悲鳴を上げる。

「今の、照れたわね」

「ソージが不意打ち全滅級に可愛かわいかったよっ！」

「『ふんっ』です、あの『ふんっ』がリリスは良かったです」

　キリカにリリスどころか一乃まで胸の前で手を握り瞳ひとみをハートマークにせんばかりのはしゃぎっぷりだった。

　好意を持たれているのは宗司にすらはっきりとわかるが、同時に物もの凄すごく居心地が悪い。

　黄色い声を聞いていると、背筋がむずむずした。

「弱ったね、こういうのは予想外だ」

　そしてまた上がる黄色い声。

「今の、今のは写真に撮ったのリリス！」

「無論です森もり塚つか一乃、」

「リリスはすかさず、ちょっとアンニュイな兄さまの顔をデジタルカメラに収めました」

「ナイスだよっ！」

　はしゃいだ一乃たちの声を遮るように、宗司は帽子のつばを更に深く下げた。

　影になっていて見え辛づらいが、もう宗司の顔は真っ赤だ。

「もう好きにしてくれ、おまえらが楽しいならおれはそうでいい」

　黄色い声、三度──もう何を言っても、一乃たちは大喜びなのかもしれない。

　リリスのデジカメも絶好調に、宗司を写しに写す。

「はあはあ、良い写真が沢山撮れました、」

「リリスの兄さまアルバムは戦力倍増です」

　そんなものがあったのか。

「ね、ねえリリス。今日撮った写真、私にも……」

「はいはいっ！　キリカさんも欲しいよっ！」

　一いち乃のは桜色のセーラー服の胸元でもじもじと指を絡めながら、キリカはぴょんぴょんと跳ねて銀の髪と豊かな胸を揺らして頼む。

「無論です、リリスが保存後ですが、」

「メモリーカードを貸たい与よします」

「リリス、私、今ならあなたと友だちになれそうよ！」

「ねっねっ、撮った写真見せてよ、どんなソージが写ってるのかみたいっ！」

「構いません、では」

　わいのわいのわいのと、女性陣はデジカメを手に盛り上がる。

「……やっと終わりか」

　矛先が逸それて、宗そう司じは安あん堵どの息を吐き帽子を脱いで詰襟の襟元を緩めた。

「ああ宗司、次の衣装なのだけれど」

「まだあんのかよ！」

　その後、学園の門が閉まる直前まで宗司コスプレショーは続いた。






日誌　六　そうじ、フェルの、らぶらぶらいふ






　白しろ崎さき宗司の朝はあんまり早くない。

　むしろ普段は妹のリリスが起こしてくれるまで寝てる。

　今日も宗司は暢気のんきに布団に包まり眠り、窓の外ではスズメの鳴き声、本格的な秋に向けて徐々に柔らかくなる朝陽がカーテンの隙すき間まから室内に零こぼれ落ちていた。

　ピピピ──バンッ！

　久しぶりにかけた目覚ましが鳴った瞬間、宗司は枕まくら元もとのベルを止めて体を起こす。

　寝起きが良い、というか、朝っぱらか何やら焦った顔で室内をきょろきょろ見回し、ほっと安堵の息を吐く。

「よっしゃ、リリスより早く起きた」

　普段から妹に甘えきり頼りきりの駄目兄が、ここ二日ほど妹より早く起きる理由は、

「うなー、うなるー、うなればー、うなるときー」

　赤毛ネコミミ少女──フェルが同じ布団で眠っているからだ。

「おい、怪しい寝言は良いから起きろ」

　抑え目の声で言いながら、宗そう司じはフェルを揺さぶった。

　ぴこっぴこっ、赤毛の上のネコミミが揺れたかと思うとフェルはもぞもぞと動き出し、布団に顔を埋うずめて本物の猫のように丸くなった。

「うなー、後、五年ー」

「長えよ」

「五日ー」

「だから長いよ」

「五秒」

「一、二、三四五。はい、五秒経ったぞ」

　結局、宗司は強引にフェルの布団を引っぺがした。

「うなぁ……」

　心なしか悲しそうな鳴き声に、若干罪悪感を覚えなくもない。

　それよりも困るのは、目のやり場だ。

　すっかり気に入ってしまったのか、フェルのパジャマは宗司のカッターシャツ──を、素肌の上に着ているだけだ。

「頼むから、その格好やめてくれよ……」

　顔を赤くして、宗司がぼやく。

　敷布団の上で丸まるフェル、カッターシャツの裾すそから覗のぞく太ふと腿ももは白く眩まぶしく華きや奢しやな体に似合わず柔らかそうだ。

「うなあ、起きるぅ」

　硝子がらす球の瞳ひとみを半分閉じたまま、のそのそとフェルが体を起こして伸びをした。

　長い赤毛の上のネコミミも一緒に伸びをして、上二つボタンを外したカッターシャツの胸元がぽよよんと揺れる。

　小柄な体に似合わない、キリカなみに大きな胸は今にもシャツから零こぼれてしまいそう。

　普通はそうならないように下着などを着用するのでしょうが……

　下着はどうしたんですか、などと怖くて宗司には訊きけずただ目を逸そらして背中を向けるだけだ。

「おはよう、起きたら急いで着替えてくれ。リリスが起こしに来るまで時間がない」

「らーじゃー」

　ふああああ、と大きな欠伸あくびを一つしてフェルが着替えを始める。

　宗司は背中を向け、目を閉じて、フェルが着替え終わるのを待つ。

　待つ、が、これがまた苦行だ。

　するりと衣きぬ擦ずれの音がして、ぱさりとフェルがカッターシャツを床に落とす。

　目を閉じているせいで耳は鋭く、想像力を搔かき立てられる。

「ぱんつ、ぱんつ」

　しゅるり、フェルが何かを穿はく音がする。

「しゃつ、すかーと、うなあ、りぼん、むずかしい」

　ただひたすらに、宗そう司じは耐えた。

「きがえ、おわりー」

「……ああ、やっとか」

　何かげっそりした様子で、宗司は振り返った。

　着替え終わったフェルが、何な故ぜか威張るようにぽよんと豊かな胸を張って立っていた。

　燃えるような赤く長い髪が映える黒いセーラー服。一いち乃のと同タイプの制服だが、一乃とは違い胸部が大きく膨らみ、胸のリボンが盛大に曲がっている。

　無表情な硝子がらす球の瞳ひとみの上で、ネコミミがぴっこりと真まっ直すぐに立っていた。

「きょうも、かわいいー？」

「はいはい、今日も可愛かわいいですよ」

「うなー」

　嬉うれしかったのだろうか、表情に動きはなく瞳は硝子球のままだがネコミミがぴっこりぴっこり左右に揺れた。

「じゃあ、悪いけど窓から出て行ってくれな」

「おうよー、けもの、さがすぜー」

「ああ、おれも学園近くは探してみる」

「わかいするーぜー？」

「和解することに疑問を持つな」

「おうよー、フェル、がんばるー」

　バンザイっと、フェルが大きく両手を上げた。

　頑張りますというジェスチャーなのだろう、宗司は付き合ってバンザイする。

「だーりーん、はぐー」

「ぬがっ、こ、こら、離れなさい」

　何故か抱きついて来るフェル、黒いセーラー服越しにぽよよんぽよよんと押し付けられる特大マシュマロのような膨らみ。

　こいつブラジャーつけてないんじゃねえ？　と疑問を抱きつつフェルを引き離した。

「うなー、ざーんねん」

　何が残念だったのかはわからないが、長い赤毛の上でネコミミが萎しおれた。

「ええい、わけのわからん奴め……」

「しかたないので、フェルは、そろそろいくぜー」

「おうよ……ああ、一人で動き回るなら、金を少し渡しとこうか？」

「えんじょこうさい」

「ちげえよ」

「ひつようなのは、ゆうき、そうぞうりょく、すこしのおかね」

「……確か、チャップリンだったか」

「せいかーい、ぱちぱちぱち」

「口で言うな口で」

「うなー？」

「もういいよ……しかし、一文無しで動き回って大丈夫なのか。おれの家に来た時みたいに腹減って動けません、なんてことになったら困るだろ。リリスの目を盗んで食事用意してるが、さすがに弁当作るのは無理だし」

「だいじょうぶさ、フェル、えいよう、たっぷり、ほきゅうしたぜー」

「へえ」

「ねてる、そうじから、いただきました」

「何を！」

「ごちそうさま、おいしかったーよー？」

「だから何を！」

「そうじ、ぜんぜん、めを、さまさなかったー」

「だから何をどうしたんだぁあああああああああ！」

　宗そう司じが絶叫すると同時に、こんこんと部屋のドアがノックされた。

「兄さま、どうしました、凄すごい声でしたが」

「うおえっ、あ、リ、リリスか！」

「はい、リリスです、失礼しますね」

「え、あ、ちょ」

　戸と惑まどい、反射的にフェルの方を見たが、既にフェルの姿はなかった。

　宗司がノックの音に気を取られた瞬間に出て行ったのだろう。

　がちゃり、ドアを開けてリリスが部屋に入って来る。

　既にフリルがついたペールオレンジの制服（変形ブレザー）に着替え、薄い胸に白いエプロンをかけていた。

「おはようございます兄さま、今日は早く起きたのですね」

「あ、ああ、ちょっと夢見が悪くてな。朝から叫んで悪かった」

「そうでしたか──」

　宗司の言い訳に納得したように頷うなずくリリス──その虹にじ色いろの瞳ひとみが、鋭く輝く。

「リリスではない女の匂においがします」

　凄すさまじい女の勘、宗そう司じの背筋にぞわりと冷たいものが走り、顔が引き攣つった。

　……幸い、何とか誤魔化して学校に行けました。

　フェルのことがばれたらどうなっていたのか、想像するだけで恐ろしいです。




　こうして宗司とフェルは早朝に別れ、夕方辺りにまた宗司の部屋で合流する。

　フェルの食事を宗司が調達してきたパンや林りん檎ごなどで済ませる……のだが、問題は入浴である。これをリリスに見つからずに行うのは、結構大変だ。

　そこで、宗司たちの取った手段は。

「おふろー、ぱしゃぱしゃぱしゃ」

「静かに入ってくれ、頼むから」

「そうじ、めかくし、はずしても、おーけい、だぜー？」

「外しません、外してなるものか、外すべきではない」

　一緒に入る。宗司は目隠しをして。

「フェルは、きにしない」

「おれが気にするんです、って、こら、抱きつくな」

　水に濡ぬれた赤毛の上でネコミミがぴっこりぴっこり揺れ、フェルはぴったりと背中にくっ付いた。

　背中に感じる二つの柔らかい膨らみ、むぎゅりむぎゅりと押し付けられて、

「うなー」

「うおおお、やめろ、耳を嚙かむな」

「うなー、おもしろーい」

　かぷかぷと甘嚙されるこそばゆい感触に、何だか背筋がぞくぞくした。

「ええい、静まれおれの想像力。耳に息がかかってくるとか、背中の温くて柔らかい膨らみのこととかを気にするな」

　宗司は頑張って自分に言い聞かせ、この入浴を乗り切った。




　そして就寝──布団が一つなので、やっぱり二人一緒に眠ります。

「そうじ、かおが、つかれてる」

「……そうだな、理由の半分ぐらいはおまえのせいだな」

　ハハハと渇かわいた声で笑う宗司の顔は少しやつれて見えた。

　フェルはきょとんと（しているのかは硝子がらす球の瞳ひとみに感情が見えないので、よくわからないが）して、小首を傾かしげた。

　パジャマ代わりのカッターシャツの背中で、長く湿り気を残した赤毛が擦こすれる。

「のこり、はんぶん、はー？」

「再来週ぐらいに学園祭あんだよ、それの準備とか……まあ、色々だよ」

「がくえん、さいー？」

「まあ、お祭りみたいなもんだ」

「おまつり、おまつり、フェルもいく」

「まあ入場自由だから大丈夫だろうな」

「いえーい、やろうども、まつりだぜー」

「野郎は一人しかいねえよ、ほらあんまり騒ぐな、そろそろ寝るぞ」

「らーじゃー」

　電気を消し、二人は布団に潜もぐり込む。

　一人用の布団、いかにフェルが小柄でも体が触れ合わずにはいられない。

　互いに背中をくっつけるようにして、逆方向を向いて目を閉じる。

　数分程度か、電気が落ちた部屋の中は沈黙と静寂に満ちていた。

「そうじ、そうじ」

「……何だ？」

「えっちぃこと、しちゃだめだぜー？」

「しません、だから寝なさい」

「うなー」

　また、数分の沈黙、宗そう司じがうつらうつらし始めた頃ころ。

　不意に、フェルが身を捩ねじり体を返した。

「そうじ、そうじ」

「…………何だ？」

「こっち、むいて」

「ん、どうかしたのか」

　素直に、宗司は体をひっくり返した。

　フェルと目が合った。

　硝子がらす球の瞳ひとみは吸い込まれるように、感情はなく感動はなく無色の闇やみのよう。

　小柄で幼いフェルが、奇妙に大人びて──森もり塚つか一いち乃のの面影が、そこに見えた。

「──ああ」

　思わず感嘆の溜ため息いきを漏らすほどに、フェルが、綺き麗れいだった。

　夜の、氷の、石の、冷たい美しさ。

「そうじ」

　こつん、フェルは硝子球の瞳を伏せて宗司の胸に顔を埋うずめる。

　両手を首の向こうに回して、ぎゅっと抱く。

　幼い子どもがしがみつくように、フェルは宗司の背中をぎゅっと摑つかむ。

「フェル？」

　石せつ鹼けんと微かすかな甘い花の匂におい。顔の傍そばに、フェルのネコミミと長い赤毛。

　フェルは宗そう司じに抱きついたまま、小さく、言った。




「さびしいから、そうじのこと、すきになっても、いい？」




　本当に小さな、囁ささやきのような声だった。

「良いよ」

　宗司は、フェルの背中に手を回して抱き締める。

　石鹼と、甘い花の香りが強くなる。

　フェルの体温、体の柔やわさ、鼓動の音──冷たさの中にある、生命の熱。

　比せば、この男は、何と冷たいのか。

「寂しくなかったら、忘れてもいいぞ」

「そうじ、ずるい」

「知ってる」

「みんな、りようしてる」

「知ってる」












「だいきらい」

「知ってる」

「だいすき」

「……もう、眠れ」

　やがて二人は抱き合ったまま眠りに落ちた。

　………………

　…………

　……

「きょうは、フェルとそうじの、らぶらぶでーと」

「休みを利用して全然見つからない獣（六匹）を捜しに来ただけだろうが！」

　と、そんな週末。丁度一いち乃のとのデートから一週間後。

　宗そう司じとフェルは連れ立って街へ出た。

　若干肌寒くなったので、宗司はシャツの上に軽い上着を、下はいつものジーンズとスニーカーだ。

　ネコミミを隠したフェルはいつもの黒いセーラー服ではなく、清せい楚そな純白のワンピースを着ていた。

　腿ももまである燃えるような長い赤毛と、華きや奢しやな体にその清潔さは良く似合っていた──胸部分だけはぽよんと大きく膨らんでいるが、それはそれで悪くない。

　むしろ、アンバランスな魅力を醸かもしだしている。

　例えば一乃のように清楚、キリカのように明朗、リリスのように可か憐れん──しかし結局、それはフェル独自の魅力だ。

「にあう？」

「ああ、似合うよ」

「うなー」

　嬉うれしげに鳴いて、フェルはふわりと回った。

　たゆゆんと横方向に揺れた二つの膨らみ、白いワンピースの裾すそが広がり、長い赤毛は重く小さくなびく。

　宗司はその姿を見て苦笑を浮かべる。

「一乃も、それやってたよ。服の好みも似てふぅ、い、いふぁいぞ、ふぇる」

　硝子がらす球の瞳ひとみを吊つり上あげたフェルが、思い切り宗司の頰ほおを引っ張った。

「フェルとでーと、ほかのおんなのはなし、だめー」

「……悪かった。もう言わないよ」

　痛む頰を抑えながら宗司は謝罪する。

　フェルは何な故ぜか、薄い純白のワンピースに包まれた大きな胸を張った。

「うなー、フェルは、ゆるしてあげる」

「ありがとうございます」

　微笑ほほえましいフェルの仕草に、宗そう司じは少し笑って言葉を続けた。

「それでは参りましょうか、お姫さま」

「おひまさま、フェル、おひまさま……うなー」

　ぽっ、珍しく頰ほおを赤く染めたフェルが宗司に手を差し出す。

　宗司は実に自然にその手をとって歩き出した。

　休日の街は先週と同じく、人で賑にぎわっていた。

　カップルや友人同士、家族連れ、宗司とフェルもその一部。

　ただの恋人同士のように、『煉獄カサルテイリオ』も、何もかも、全く無関係の二人に見えた。

「なんとなく、こっちにいる、よかん？」

「よっしゃ、行って見るか」

　フェルに従って、少し歩く。

「おお、なんということだー、ぐうぜん、あいすくりーむしょっぷが、めのまえにー」

「…………食べたいのか」

「ちょこみんと、くださいな」

「既に注文しているぅううう！」

「そうじ、なに、たべる？」

「ああー、じゃあそこのグレープで」

　何だかんだで買ってあげました。

「うなー、おいしいー」

　フェルの小さな舌がぺろぺろ、ぺろぺろ、ミルクを飲む子猫のようにチョコミントアイスを舐なめている。白いワンピースを着ているからか、本当に白くて小さな子猫のようだ。

　見ていると何となくいけない気分になるのを抑え込んで、宗司は頷うなずく。

「そりゃよかった、こっちのグレープも良いぞ」

「ひとくち、ぷりーず」

　ぺろぺろ、硝子がらす球の瞳ひとみを細めて甘える猫のようにフェルが宗司のアイスを舐めた。

　……もうイチャイチャしているカップル以外の何者にも見えない。

　アイスを食べ終えると、またまたフェルに従って宗司は歩き出した。

「こっちじゃないかなー、フェルは、思う」

「……で、たこ焼き屋が目の前にあるのは偶然なのか？」

「たこやき、ふたつー、くださーい」

「またも既に注文されているぅうう！」

「兄ちゃんの可愛かわいい彼女に、ちょっとサービスだ」

「ありがとうございます、たこ焼き屋のおじさん！」

「わーい、やったー、ありがとー」

　今度はたこ焼き片手に、二人はぶらぶらと歩く。

「親切なおじさんだったな、うん、たこ焼きうめえや、出だ汁しが効いてる」

「フェルも、一個、食べふぅうううううう」

　たこ焼きを一つ口の中に放ほうり込んだフェルが、両手で口を抑えてぷるぷる震える。

　一瞬だけ、赤毛の上にネコミミがぴっこんと跳ね上がってすぐ消える。

「お、おい、フェル」

「あふい、あふいよう」

「ああああ、そうか、おまえ猫舌か。えっと、無理すんな、出してもいいぞ」

　硝子がらす球の瞳ひとみに薄く涙まで浮かんでいるのに、フェルは首を振り、ごっくんとたこ焼きを飲み込んだ。

「あふかった、けど、そうじが、ごちそうしてくれたから、がんばって、たべた」

「そんなこと気にするな、ほら、舌見せろ、火傷やけどとかしてたら辛つらいぞ」

「うなー」

　しゃがみ、宗そう司じはフェルと顔の高さを合わせる。

　涙目のフェルは口を開けて、舌を出す。

「あー、赤くなってるな」

　指先でフェルの小さな舌に触れると、ぴくん、フェルの背中が震えた。

「す、すまん、痛かったか」

「らいひょーぶ」ちゅぷり。

「……フェルさん？　何をしているのでしょうか」

「うなー、おしゃぶりー？」

　何を思ったのか、フェルはそのままちゅぷちゅぷと宗司の指をしゃぶり出す。

　小さな唇を割ってはいる指先、ぬるりと柔らかな舌がからみつき、ぴちゃぴちゃと音を立てる。

　指先から脳を直接痺しびれさせるような心地よさに宗司が戸と惑まどう間にもフェルの舌の動きは止まらず情熱的に嘗なめしゃぶる。

「ふはー、フェルは、まんぞく、したー」

「そ、そうすか」

　フェルの頰ほおは妙につやつやしていた、言葉どおり満足したのだろう。

　一方で、フェルの熱い咥こう内ないから解放された宗司の指は唾液に濡ぬれびしょびしょだ。

「だえきを、ぶんぴつさせてー、したを、やけどから、りかばりー」

「あ、そういう目的だったんすね」

「……にやり」

「真意は！　キミの真意はどこにあるんだい！」

「おとめはーとは、ひみつがいっぱい、ゆめいっぱーい」

　本当に舌は治ったのだろう、フェルは再びたこ焼きを食べ始めた。

「うな、おいしい」

「……うん、まあ、おいしいな」

　宗そう司じもたこ焼きを食べる、少し冷めていた。

「きぶんいっしん、つぎは、こっちの、きがするー」

「今度こそ、何か見つかれば良いな」

　二人は手を繫つないで、ゆっくりと人ごみの中を歩く。

　フェルの手は小さいけれど温かい。

　すぐ傍そばで僅わずかになびく赤毛からは石せつ鹼けんの淡い香りがし、純白のワンピースは薄い蝶ちようの羽のように揺れていた。

「ここだーぜー」

「まあ、期待はしてなかったが……」

「なんということだー、けものをさがしていたら、ぐうぜん、くれーぷすたんど、が」

「ああはいはい、何を食べたいのか哀れな下僕に教えてくださいお姫さま」

「ちがうぜ、そうじ」

「ん？　クレープは食べたくないのか」

　フェルを見ると、フェルは少しはにかみ俯うつむいていた。

「そうじは、おうじさま」

　純白の清せい楚そなワンピース姿で恥らうフェルは、純情な乙女のようで、不覚にも抱き締めたくなるぐらい可愛かわいかった。

「うっ、あ、フェ、フェル……」

「しらたまだいなごんくれーぷ、くっださいなー」

「おおおおおい、二秒前の良い雰ふん囲い気きは何だったんだ！　あ、おれツナとハムのクレープをお願いします」

「くれーぷ、おいしかった、つぎ、いってみよー」

　こんな具合で、二人は色々と食べ歩く。

　いくら鈍い宗司でも、いい加減に気付いたことがある。

「おまえ、実は『煉獄カサルテイリオ』の獣を探す気ねえだろ」

「ばーれーたーかー」

「そりゃあね、アイスにたこ焼きにクレープに大判焼きにフレッシュジュースにホットドックまで食べてりゃそう思うわ」

「でーと」

「デート、ね……良いのか、そんな暢気のんきにやってて」

「おーけいさー」

　繫つなぐ手の強さが少し増して、フェルが宗そう司じを自分の方にくいっと引いた。

　そのまま、フェルは宗司の腕に抱きついて来る。

　薄手の白いワンピース越しに、二つの特大マシュマロが作る谷間の中に腕が埋まる。

　硝子がらす球の瞳ひとみは、宗司をじっと見上げてちょこんと小首を傾かしげた。

「そうじは、いや？」

「……嫌じゃ、ないさ」

「ん」

「獣探しは、また明日にするか」

「そうじちょろい、フェルはにやり」

「うおおおおい、だから、ちょっと良い雰ふん囲い気きになったんならそれを貫こうよ！　いちいちぶち壊すの止やめようよ！」

　腕に抱き付いたフェルは、いつもの無表情で華きや奢しやな肩をすくめた。

「……ぶちこわさないと、フェル、てれる」

「おまえも難儀な性格してるな」

「うなー、そうじ、フェル、おなかすいた」

「おまえ、あれだけ食べ歩いて……どっか、ちゃんとした店で食うか」

「わーい、そうじ、すてきー」

「嬉うれしくないけどありがとうよ」

　微笑ほほえましくも、幸せそうな二人のデート。






日誌　七　食欲の秋






　週が開けた月曜日のこと、宗そう司じが学校に行くと自分の机にメモが入っていた。

　昼休憩に部室に来いという一いち乃のからの呼び出しだった。

　何の用事だろうかと思ったが、宗司は素直に呼び出しに応じた。

　リリスお手製の弁当を手にぶら下げて、宗司は部室のドアを開ける。

　一乃は既にいて、窓からの風に長い黒髪をなびかせ中央のテーブルに着いていた。

「うーす、どうした一乃」

「来たのね、まあ座りなさい」

「おう」

　一乃の対面に座り、机の上にリリスお手製の弁当の包みを置く。

　ちらり、一乃は赤い瞳ひとみを弁当に向ける。

　宗司は何気なく、一乃の姿を眺めた。

　深い艶つやのある夜のような黒髪、白い肌と対を成すような黒いセーラー服、赤い瞳は静かに、薄い唇はほんの少し吊つりあがっている。

　どこか冷たい空気をまとう、いつもの一乃だ──宗司は何な故ぜか、嫌な予感を覚える。

「それは、リリスが作ってくれたのかしら？」

「ん、ああ、そうだよ」

「食欲の秋って言うわよね。実際、秋は旬の食べ物が多くて食が進むと思わない？」

「ま、まあ、そうだな」

　一乃の奇妙な愛想のよさに困惑しながらも、宗司は頷うなずいた。

「そうよね、だからこれ、あなたにあげるわ」

　どすんっ。

　陰に置いていたらしき三段重箱を、一乃はおもむろに机に乗せた。

「………………前にも、こんな展開があったなあ」

　思わず宗司は遠い目をした。

　リリスお手製の弁当は、まあ一人前。

　重箱の方はどう見ても、五人前ぐらいある。

　一乃は、赤い瞳でじっと宗司を見詰めて言う。

「どうしたの宗司、まさか──」

　何故か、宗司は長い黒髪が陽炎かげろうのように揺らぐ光景を幻視した。

「私の手料理は、食べられないとでも言うつもり？」

「いいいいいいいえええええええ、決してそんなつもりは一切ございません」

「嬉うれしいかしら」

「超嬉しいっす！」

「本音は」

「どう考えても食べきれないっす！」

「食べなさい」

「イエスサー、一いち乃のさま！」

　巨人と天道虫てんとうむしほどの圧力差にあっさり屈服した宗そう司じが素早く重箱をあける。

　重箱にはぎっしりと、おかずが詰まっていた。

　から揚げ、たまご焼き、酢の物、たこさんウインナー、一口ハンバーグ、きんぴらゴボウ、里芋の煮物、栗くりの甘かん露ろ煮に、シュウマイ、白身魚のムニエル、アスパラのベーコン巻き、ポテトサラダ、玉子サラダ、ほうれん草の胡ご麻ま和あえ、高野豆腐、エビフライ、麻婆まーぼー豆腐──もう数えるのが嫌になるほどの、ジャンルも味付けもバラバラなおかずの群れだ。

　一つ一つの量は少ないが、とにかく種類がある。

「前の『一段まるまるプリン』に『一段まるごと魚の煮に凝こごり』よりはまともだが……これ作るの大変だっただろう」

「とても大変だったわ、だから食べなさい」

　意地でも宗司に食べさせるつもりらしい。

「食べるが無茶な組み合わせだな、料理のレパートリー増やしたかったのか？」

　一乃は少し考えるように、赤い唇に人差し指を当てた。

「ええ、それで良いわ」

「やりすぎでしょう、これ」

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳」

　しゃらり、一乃は長い黒髪をかき上げる。

「溢あふれんばかりの向上心を実際に溢れさせてみた、お茶目な少女」

　零こぼれ落ちた黒髪が黒のセーラー服を撫なでて背中へと落ちていった。

「……やりすぎでしょう、これ」

　繰り返し言って、宗司は重箱の隣でリリスお手製弁当の包みを開けた。

「へえ、それがリリスのお弁当なのね」

　興味があるのか、じっと一乃はそれを眺める。

「ん、ああ、昨日の残り物とかがメインだけどな」

「つまり、あなたの好物というわけではないのね」

「そうだな。リリスの料理は大体美う味まいから、おれとしちゃあ文句はないよ」

「──ちっ、詰まらないわね」

「何な故ぜ舌打ちが出るんだ」

「リリスのお弁当、少し食べさせなさい」

「いいけど、どうしたんだおまえ、何か変だぞ？」

　不思議に思いながらも、宗そう司じは素直に弁当箱を差し出す。

「気にしなくていいわ」

「いいのか？」

「あまり気にするようだと、捻ひねり切るわよ」

「怖っ！」

「首を三つほど」

「首は三つもねえよ」

「手首に足首、乳首、これで三つね」

「最後の部分が嫌過ぎる」

「それが嫌なら、さっさと私のお弁当を食べなさい」

「わかったよ、じゃあいただきます」

　一いち乃のの行動の意味が全くわからなかったが、宗司は素直に重箱へ箸はしを伸ばした。

「……」

　真剣な赤い瞳ひとみが、宗司の動きを熱く見詰める。

　居心地の悪さを感じながら、宗司は玉子焼きを摑つかみ口に入れた。

　ふわりと柔らかく焼いた卵焼き、口いっぱいに塩気の混ざった甘みが広がる。

「あっ、美う味まい、絶妙だな」

「それは確か、少し甘めに味をつけたはずね」

　と、一乃はリリスの弁当に視線を向けた。そちらにも玉子焼きはあり、一乃はリリスの玉子焼きを一つ箸を使い食べる。

　やや硬めに焼き上げ甘さは控え目、単純な塩気とは違った複雑な旨みの元を探るように一乃はゆっくりとその卵焼きを味わう。

「これは、出だ汁しね。なるほど……」

　弁当のおかずという意味では、出汁の濃い味付けは合っているかもしれない。

「何を一人で納得してるんだか」

　メモまで取り出した一乃を横目に、宗司は他ほかのおかずにも手を伸ばす。

「ん、から揚げも美味いな。こっちの麻婆まーぼー豆腐はさすがに冷めてると変な感じだな」

「そうでしょうね。私もお弁当に入れるのはどうかと思ったわ」

「味は良いんだけどな」

　宗司は次は何を食べるか、広げられた重箱を眺めてふと気付いた。

「今更気がついたんだが、おかずばっかりだな」

「お米を炊き忘れたのよ」

「妙なところでドジだな」

「……うっ、うるさいわね。仕方ないでしょうこれだけ種類を作ってたのよ」

　照れたように、一いち乃のは顔を赤くする。

「それは素直に凄すごいな、しかも片っ端から美う味まい」

　意外に箸はしが進むのか、宗そう司じはひょいひょいと色々なおかずに手を伸ばす。

「一人暮らしが長いもの、当然よ」

　相変わらず宗司の食べる姿を眺めつつ、一乃はメモを取っている。

　しかしふと気付いたように手を止めた。

「……ねえ、あなた、もしかして、好物ってないの？」

「好物……ああ、聞かれると、確かにないな」

「そう、好物なしは予想外ね、とんだ無駄手間だったわ」

　人形めいた端整な容姿に似合いの、物もの憂うげな溜ため息いきを吐ついた。

「何のことだ？」

　もぐもぐと、一口ハンバーグを食べながら宗司が首を傾かしげる。

「あなたの好物を知りたか──」

　こほん、途中で言葉を切り咳せき払ばらいをする。

「ただの伏線だから気にしなくて良いわ」

「その発言は色々アウトじゃねえか？　あ、ハンバーグもうめえ」

「まったく、厄介な人ね。何を食べても美味い美味いでは張り合いがないわ」

　文句を言う割には、宗司を見詰める一乃の瞳ひとみは優しく嬉うれしそうだった。

「仕方ないだろ、おまえの料理が美味いんだから」

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳」

　何な故ぜか自慢げに、一乃は薄い胸を張る。

「将来は素敵な奥さまになることが、もはや確定している家事万能、容よう姿し端たん麗れい、文武両道にして一いつ騎き当とう千せんの美少女」

「そこまで堂々と自じ画が自じ賛さんすると、逆に清すが々すがしい」

「事実ですもの、こんな素敵な美少女をお嫁さんにする男はきっと幸せ者ね」

　じっ、と赤い瞳が、何かを期待するように宗司を見詰める。

「そーだな」弁当を食べながら、曖あい昧まいに頷うなずく。

「……反応が薄いわね」

「いや、ちょっと考えてたんだよ。おまえさ、いい奥さんにもなれそうだけど」

　不意に、宗司は柔らかく、一乃に微笑ほほえみかけた。

「いい母親にもなりそうだよな」

「なっ、こ、あ、こ、こ、この、ば、馬ば鹿か」

　しゅぼんと爆発でもしたように、一いち乃のが首筋まで真っ赤になる。

　相当動揺しているのか、メモを取っていたペンまで取り落としてしまう。

「料理美う味まいだろ。意外に面倒見が良いというか、律儀だよな。細かいところにも気がつくし。案外に優しい部分もあるけど甘やかし放題ってほど無責任じゃない」

「あ、あまり、褒められても、困るわ」

　何とか自制したのか、一乃は落ち着いた声で言う──顔は相変わらず真っ赤だ。

「すまん、冷静に考えたらおれも相当恥ずかしいことを言ってたな」

「許してあげるわ。褒められて悪い気がするわけでもないもの」

　揃そろって、照れ臭そうに視線を逸そらす。

「……すいませんでした」

「……いいのよ、嬉うれしく、嬉しくなくも、なかったから」

「……一乃さん、恥ずかしくなるから勘弁してください」

「……あなたが先にやったのでしょう、でも予想外ね」

　顔を上げた一乃は、もういつもの白い肌と冷たい美び貌ぼうを取り戻している。

「まさか学生結婚を求められるとは思わなかったわ」

「どこでどう話が繫つながったんですか一乃さん！」

「言外に、結婚して母親になれと要求していたのでしょう」

「その受け取り方には無理があるな」

「つまり、私に対して子どもを孕はらむような行為を要求している」

「嫌な方向に話が転がってますね」

「えっちぃわね」

「おまえだ！」

「そして私は現在妊娠八ヶ月」

「時間が盛大に飛んだな」

「男の子だったら『一太郎』と名付けましょう」

「ワープロソフトかよ」

「なら私とあなたから一文字とって『一いち司じ』と」

「素直に『宗そう一いち』ぐらいにしとけよ、そこは」

「宗そう司じの分際で、私より上になりたいとは生意気ね」

「愛がねえ結婚だなおい！」

　ひとしきり叫ぶと、宗司は疲れた顔で盛大に溜ため息いきを吐つく。

「冗談はともかく、うん、おまえはきっと、いい母親になるよ」

　くすり、一いち乃のは赤い唇を緩めて宗そう司じを見詰める。

「ええ、努力するわ、旦だん那なさま」

「相手、おれでいいのかよ」

「他ほかに心当たりがないわ」

「勿もつ体たいねえな、おまえぐらいの美人なら、もっと良い相手を狙ねらえるだろ」

「私と釣り合えるように努力なさいな」

「へいへい」

　顔を見合わせて、二人は軽く肩をすくめた。

「さ、素敵な旦那さまになる為の第一歩よ。素敵な奥さまの作ったお弁当を食べなさい」

「努力します」

　色々手を出してはいるが、重箱にぎっしり詰まったおかずは半分以上残っている。

「因ちなみに、残したら死刑」

「怖いぞ素敵な奥さま！　つうか明らかに無理だからなこの量は！」

「私も手伝ってあげるわよ」

　一乃は黒いセーラー服を軽く手で払うと、椅い子すを引っ張って宗司の隣まで移動した。

「お、おい一乃？」

　すぐ隣に座る一乃の長い黒髪から、淡い花の香りがして少しどきりとする。

　さっきまで旦那だ若奥さまだと言い合っていたからではないが、一乃の表情は普段よりも柔らかく、本当に子どもを持つ母親のようだった。

「はい、あーんなさい」

　重箱から一つ、シュウマイを摘つまんで宗司の口元に運ぶ。

「手伝うってこういう意味かよ……あーん」

　もぐもぐ、シュウマイも美お味いしいのだろうが、すぐ隣の一乃にドキドキして味がわからなかった。

「次は私の番ね」

　頰ほおを染め、瞳ひとみを閉じて、顎あごを上げる。

　口付けをねだるような、口付けの瞬間を切り取って閉じ込めたような、そんな顔。

「お願い、宗司」

「……わかったよ、あーん」

　煮物を一つ、一乃の口元に運ぶ。

「あーん」

　迎え入れるように少し開いた赤い唇の中に、箸はしを入れる。

「んっ……さすが私ね、この煮物も良い出来だわ」

「うむ、味が染みてるよな」

　自分も一口食べながら宗そう司じは頷うなずく。

「次は、何を食べさせてあげましょうか」

「まだやるのかよ」

「口移しでもいいわよ、とろとろにしてあげるわ」

「あーんでお願いします！」

「最初から素直にそうなさい、はい、あーん」

　どうしたのかと思ってしまうほど一いち乃のは嬉うれしそうで、宗司は内心で首を傾かしげていたが折角楽しそうなところに水を差すのも悪いと、何も言わなかった。

「ふふっ、どうしたの、宗司」

　いつのまにか、宗司は一乃の顔を見詰めていたらしい。

「……ん、なんでもない」

　何気なく宗司が視線を逸そらす。

　その後も、二人で重箱の中身を減らしていった。

　予想通りではあるが、昼休憩の間には空にすることはできなかった。

「あげるわ。重箱は明日にでも返して頂ちよう戴だい」

　一方的に言うと、静かに席を立つ。

　森もり塚つか一乃のスタイルは変わらない。












　孤高か、孤独か、この部室を例外に、他者との関係性を否定する。

　夜で染めたような長い黒髪が黒のセーラー服の背中で静かに揺れていた。

　部室のドアが閉まり、一いち乃のの小さな足音が遠ざかっていく。

「さて、おれも重箱持って教室に戻るか──」

　宗そう司じはテーブルの上に視線を戻す。

「ペーン」

「なんかいたあああああああああ！」

　赤いペンギンが、重箱のすぐ隣に立っている。

「ペンペンッ、ペン！」

「え、なに『食べ切れなかったんなら残りをくれ』だって」

「ペンペン」

「おまえら『煉獄カサルテイリオ』だし、やっても良いとは思うが」

「ペーン！」

　嬉うれしげに、赤いペンギンはパタパタ羽を揺らす。

「……って待てこら、なんで普通に出現してるんだおまえ！」

「ペン？」

「ああ、今、おれの所に……フェルがいてな、事情は知ってるんだよ」

「ペーン」深々と頭を下げるペンギン。

「『うちのダメッ娘こな第一罪がお世話になってます』って……やっぱダメッ娘扱いなのか」

「ペンペンペン」

「まあ否定はしねえよ。ところで、おまえらはどこにいたんだ？　結構探したんだぜ」

「ペンッ！」

「部室の裏の山で自給自足してんの！」

「ペーン」こくこくとペンギンは頷うなずく。

「……灯台下暗しじゃねえが、道理で街を探し回っても見つからないはずだよ」

「ペーン」

「おまえら一応異能の一部だよな？　自律行動のレベルちょっと高すぎね？」

「ペンペン」

　そんなこと言われても困ります、と言わんばかりにペンギンは唇の端を歪ゆがめてシニカルな笑みを浮かべた。

「くそっ、無駄に渋い奴め……まあいい、フェルだがな、おまえらを捜してる。和解が目的だが、そっちに和解する気はあんのか？」

「ペン、ペン、ペペーン」

「なるほど、おまえには有る、しかし一部がまだフェルに対して怒ってると」

「……ペーン」

「板挟みか、面倒な状況だな」

　ふむ、と宗そう司じは顎あごに手をあて何事か考える。

「裏山で自給自足らしいが、食料はどうしてるんだ？」

「ペンペン、ペン」

「不足しがちと、よし、残り物で悪いけどその重箱をやるよ」

「ペン？　ペン！」

「うむ、取引完了だな。無理によりを戻せとは言わんが、フェルも結構反省してることを伝えてやってくれ。そうすれば話し合いもできないことはないだろ？」

「ペーンペン！」

　がしり、宗司とペンギンは握手（片方は羽だが）をする。

「どうでもいいけど、おまえ完全に中間管理職だな」

「…………ペーン」

　ペンギンの瞳ひとみが潤うるみ、泣きそうな顔になった。

「『煉獄カサルテイリオ』の二番目も、大変だな、まったく」

　同情するように、あるいは、自分も色々と挟まれているから共感するような声。

　宗司とペンギンは、揃そろって溜ため息いきを吐ついた。






日誌　八　『煉獄』と『暗黒人生ゲーム』






「静かにな、まだ授業中だし」

「そうじ、わるいこ。じゅぎょう、さぼり、よくないよー？」

「じゃあ、一人で残りの獣に会いに行くか？」

「うなー」

　燃えるような赤毛の上のネコミミがしょんぼりと萎しおれる。

　宗司とフェルの二人は、昼前の授業をさぼりこそこそと学園内を歩いていた。

「いっしょにいてくれないと、フェル、なくよー」

　言う割には、硝子がらす球のような瞳はこれっぽっちも泣きそうに見えなかった。

　学園に忍び込むのもあり、フェルはいつもの黒いセーラー服を……相変わらず何とも不器用に着ていた。どうにも胸元のリボンを結ぶのが難しいらしい。

「おっぱい、おおきすぎるせいだと、おもっている」

「……何の話だ」

「そうじが、ちょー、みてたから」

「こいつは妙なところで目め敏ざといな」

「ふよよんふよよん、ゆれるぜー？」

　軽くジャンプすると、確かにふよよんふよよん揺れる。

　黒いセーラー服の向こうで上下する胸に、宗そう司じの視線は釘くぎ付づけだ。

「……にやり」

　フェルが面白がっていることに気付くと、宗司は一つ咳せき払ばらいをした。

「哀れなるは人の性さがか、所しよ詮せんは上下運動に、何な故ぜここまで魅惑される……」

「そうじ、おもしろー」

「おれは少しも面白くねえよ！」

　顔を真っ赤にして絶叫する宗司、フェルは人差し指で宗司の唇を塞ふさぐ。

「さわいだら、めっ、だよー」

「誰だれかに見つかったら面倒だもんな、しかし、おまえに諭さとされると納得いかないのはどうしてだろうな」

「……ぽっ」

　おもむろに、フェルは胸元のリボンを解ほどこうと──

「何をしてらっしゃいますかお姫さま！」

　慌てて止めに入った宗司は、フェルの小さな手を握り締めた。

　フェルの手は柔らかく、温かく、何だか良い匂においがする。

　思わず、胸の奥に何か温かいものが芽生えてしまいそうになる。

「なっとくいかない、せきにんをとれ、フェルのみわくのぼでーを、もてあそんでやる、げっへっへー、とフェルはかいしゃくした」

　芽生えそうだけど、芽生えなかった。

「そんな笑い方しません。そもそもそんな要求しません」

「フェルは、まんざらでなかったり」

「もっと自分を大事にしようよ」

「ぶーぶー、そうじは、もっと、じぶんをそまつにしようぜー」

「主に将来を投げ捨てることになるな」

「うなー」

　てりゃっと、フェルが宗司の背中におぶさって来た。

「うおっ、く、首入ってる、な、何のつもりだ」

「あまえたくなったので、あまえる」

「フリーダムっすね」

「そうじ、だいすきー、でもだいきらいー、しねー、このくずやろー」

「すっげえ言い草だな、おい」

　宗そう司じの肩に顎あごを乗せるようにして、フェルはべったりくっついている。

　必然、むぎゅりむぎゅりと黒いセーラー服越しに色々当たってるのだが……

「これ、ツッコミ入れたら絶対に倍返しくらう、黙っとこう」

　嫌な学習能力を発揮した宗司は、あえて何も言わない。

「……にやり」

　そこまで計算していたのか、背中のフェルは存分に宗司にくっついて、燃えるような赤毛の上でネコミミをぴっこりぴっこり揺らしている。

　どうでもいいがこの二人、授業をサボってデートするカップルにしか見えないのはどういうことだ。




　そのまま宗司はフェルを背負って部室に移動、そこから裏の山へ向かう。

「うなー、ここからはじぶんで、あるく」

「ああ、いくら裏山でも山道をおんぶは厳しいからな」

「ところで、うらやまの、どのへんにいるの？」

「なんか真まっ直すぐ歩けばつくらしいぞ、獣けもの道みち的なものがあるらしい」

「うなー、あいまいー」

「仕方ないだろ、山の中なんだから、ほれ行くぞ」

「らじゃー」

　ぎゅ、フェルが宗司の手を握る。

「フェル？」

「いまは、これで、がまん」

「はいはい、まったく、おまえは甘えん坊だな」

「うなー、あまえるの、すきー」

　硝子がらす球をの瞳ひとみを細めて、フェルは宗司を見上げる。

　小さな幼い顔は、今日も変わらず可愛かわいらしく赤毛の上で、ネコミミが嬉うれしげにぴっこぴっこ左右に動いていた。

「だいすきー」

「はいはい、そろそろ行くぞ」

「うなー」

「自給自足とか言ってたが、どんな生活してんだろうなあ」

　手を繫つないだ二人は部室の裏から山に入り、教えられた通りまっすぐ歩いた。

　木々に光を遮られ、若干薄暗い獣道を進むと程なく、開けた場所に出た。

　動物サイズのログハウス、その正面にオープンカフェのような白いテーブルを置き優雅に紅茶を飲んでいた、

「ペェン……」

「わぉぅ」

「うさぁー」

　──赤いペンギンと子犬とウサギが。

「なんか優雅な生活をしている！」

　ティーカップは一目で高級品だとわかる精せい緻ちな飾り彫りが入っており、紅茶の香りは離れていても分かるほどに芳かんばしく、深い。

「うなー、フェルは、いきだおれすんぜんだったのに」

　これがいわゆる格差社会というものだろうか、多分違う。

「ペーン」

　宗そう司じとフェルに気付き、ペンギンが手（羽）招きする。

「わんっ」素早く、赤い子犬が新しい椅い子すを用意し。

「うさ」赤いウサギが新しい紅茶を淹いれる。

「うなー」

　フェルのネコミミは微妙に萎しおれ萎い縮しゆくしているようだ。

「ほれ、行って来い」

　軽く、宗司はフェルの背中を叩たたいた。

「ん、フェル、がんばるぜー」

　てくてくと、フェルは獣たちの方へと歩いて行き新しく用意された席に座る。

「フェル、かえってきた、ごめんなさい」

「ペンペン」

「わん」

「うさうさ、うさ」

「もう気にしてないってよ」

　獣たちが一斉に頷うなずき、そしてペンギンが羽でフェルに紅茶を勧める。

　フェルは精緻な飾りが施されたカップを手にすると、何度もふーふーと息を吐いて冷まし少しだけ紅茶を飲んだ。

「うなー、まだ熱かったー」

「ははは、相変わらず猫舌なんだな」

　ペンワンウサと獣たちも、可お笑かしげに笑う。

　何だかんだで、フェルは他ほかの獣たちに愛されているのかもしれない。

「……あれ、そういや、残りのマンボウと、初対面の二匹はどこだ？」

「うさっ」ウサギが耳を折り曲げて、自分の隣を指す。

　覗のぞき込んでみれば、そこにはもう一つ椅い子すがあり、その上で、赤いマンボウがぐでっと横たわり痙けい攣れんしていた。

「マンボ……ウ…………」がくり。

「マンボーウ！　しっかりしろマンボウ！　これを持ちネタにするつもりなのかマンボウ！　一発ネタは長く続けるとしんどくなるから気をつけろマンボウ！」

「わおんっ」どこからともなく、赤い子犬が水を張ったタライを持って来た。

　頭の上に大きなタライを載せて器用に歩く姿はちょっと可愛かわいい。

「最初からそこに入れておいてやれよ」

　ツッコミはともかく、宗そう司じはぬるっとしたマンボウをタライに入れる。

「マンボーウー」

　タライの中で、マンボウはふよふよふよと心地よさ気だ。

「ネタで命を粗末にするもんじゃないぞ、で、マンボウは良しとして、残りの二匹──初対面組はいないのか？」

「ペン、ペペペン」

「バイト中なのか……動物がバイトって、あ、わかった、そいつらも人型なんだな」

「ペン？」

「普通に動物型かよ！」

　何か理不尽なものを感じて頭を抱える。

「こまかいことは、きにするなー、そうじも、こうちゃ、のむー？」

　ふーふーとまだ紅茶を冷ましながらフェルが聞いてきた。

　ご機嫌なようで、ネコミミが赤毛の上で元気良くぴっこぴっこ揺れている。

「いや、遠慮しとく。これ以上、おれの中の常識が壊れる前に帰りたい。おまえらも無事和解できたみたいだしな」

　溜ため息いきを一つ、宗司が席を立つ。

「うなー、そうじ、いろいろ、ありがとう」

　ペコリ、フェルが頭を下げると獣たちも一緒に頭を下げた。

「いいよ、気にすんな」

「うなー、気にする」

　硝子がらす球の瞳ひとみに感情はなく、フェルは淡々とした声で言う。

「『フェルがなにをしようとしているか』、りかいして、そうじは、フェル、たすけた」

「あ、なに、おまえら何か企たくらんでたのか？」

「……おーけい、じゃあ、フェルは、それでいい」

「ん、そういうことにしとこう。ところでな、今週末に文化祭があるんだ」

「うなー、フェル、しってる」

「よければ遊びに来いよ。時間があれば、案内ぐらいするぜ」

「わーい、やたー、フェル、たのしみ」

　ぴっこり、本当に嬉うれしそうに赤毛の上のネコミミが上下した。

「おれも楽しみにしてるよ、じゃあな」

「ばいばい、そうじ、あいしてるよー」

「おう、愛してるぜー」

「うそつき」

「噓うそじゃないぜー」

「ねえ、そうじは──だよね」

「そうだよ、フェル」

　宗そう司じは軽く手を振りその場を離れ、裏山の獣けもの道みちを下っていく。

　そのまま授業に戻り、当たり前に消化して、放課後。

　部室に行く前に、もう一度裏山に行ったが既に『煉獄カサルテイリオ』の痕こん跡せきは残っていなかった。

　そして、宗司はいつものように部室に顔を出す。

「うーす、悪い、遅れた」

　ドアを開けると、一いち乃のにキリカ、珍しくリリスとリリスもいた。

　黒のセーラー服に、ブレザーを脱いだ夏服、ペールオレンジのブラウスと、いつもの制服姿で部室中央の古いテーブルに着いている。

　赤の、青の、虹にじ色いろの瞳ひとみが一斉に宗司を見て口を開く。

「あら、いらっしゃい宗司」

「ソージラブー、遅かったね、文化祭関係？」

「おつかれさまです兄さま」

「文化祭っつか野暮用だな」

　彼女たちに挨あい拶さつを返しながら、宗司も空いた席に座った。

　テーブルの上にはお茶ではなく、丸めたポスターのようなものが三つ載っている。

「なんだ、それ？」

「等身大ポスターよ」

　一乃は丸めたポスターを三つとも手にして立ち上がり、部室の壁にテープで張った。

　先日、宗司がコスプレをさせられたことがあったが……その時の写真を等身大にまで引き伸ばして良質の紙に印刷したお手製ポスターが三種類。

　道着に刀と、白衣に眼鏡、詰襟の軍服、しかもキャッチコピー入りの力作だ。

「誰だれが得するんだよこのポスター！」

　何が悲しくて、コスプレした自分自身の姿をポスターで見なければならないのか。

「あら、素敵な出来だと思うけれど」

　長い黒髪をしゃらりとかき上げながら、殆ほとんど皮肉の色も感じさせずに一いち乃のは言う。

「そうだねっ、キリカさん的にも大満足だよっ！」

　一乃に同意して、キリカが大きく何度か頷うなずく。その動きに合わせてキラキラと輝くような銀の髪が、ついでにカッターシャツの向こうの大きな胸がちょっと揺れた。

「リリスも非常に素晴らしいと思います、」

「保存用観賞用実用と一種類につき最低三枚欲しいと思います」

　鏡合せのように同じ顔をしたリリスとリリスも、無表情ながらそこはかとなく満足したように頷く。

　……しかし、実用とはなんだろうか。

「百歩、千歩、いや一万歩ぐらい譲ってポスター作ったのは良しとしよう」

　眉み間けんに皺しわを寄せた宗そう司じは、苦々しげに首を振る。

「けどな、ポスターにキャッチコピーまでつけてんじゃねえよ！」

　因ちなみにコピーの内容は、




『キミの剣でも斬きれないのは、キミのハートさ』道着宗司。

『さあ、キミとボクで恋の実験を始めよう』白衣宗司。

『あなたを、征服したい』軍服宗司。




　以上です。

「このコピーを考えた奴に言いたいことがある、非常に言いたいことがある」

「らしいわよ、リリス」

「リリスが考えたのこれ！」

「はい、兄さま、」

「リリス頑張りました」

　虹にじ色いろの瞳ひとみを一点の曇りもなく輝かせ、リリスは宗司を見詰めていた。

　宗司のこめかみに一筋汗が流れ落ちていく。

「ああ……ええと、その、良い出来だね、凄すごく」

「ありがとうございます兄さま！」

「宗司がヘタレたわ」

「アハハハ、ソージのシスコーン」

「うるせえよ、他ほかにどう言えってんだよ」

「因みに、頑張ったので一種類につき二十枚ほどあるわ」

「処分に困るほど作ってんじゃねえよ！」

「ええ、確かに困っているわ……私とキリカとリリス、二十枚では割り切れないのよ」

「困る方向性が逆だった、何かもう世界が違うな」

　宗そう司じは頭を抱え苦悩するが、多分救いはどこにもない。

「ふふっ、まだまだ甘いわね。キリカ、リリス」

「オッケー」

「はい、森もり塚つか一いち乃の」

　キリカとリリスも立ち上がり、壁際、一乃の両隣に並ぶ。

「……まだ、何かあるのか」

　虚うつろな瞳ひとみで、宗司は並ぶ彼女たちを見た。

　艶つややかな長い黒髪に炎の如ごとき赤眼、凛りんとした体に黒いセーラー服を纏まとう森塚一乃。

　輝く銀髪海の碧へき眼がん、向日葵ひまわりのような笑顔と女性らしい肉体を持つ沢さわ村むらキリカ。

　柔らかな髪と鏡合せの幼い顔立ち、フリルとレースで飾った華きや奢しやな少女白しろ崎さきリリス。

　それぞれに魅力的な彼女たちは、宗司の前で一斉に、

「さあ、見なさい」

「にゃはー、見せてあげるねっ」

「兄さまどうぞご覧下さい」

　上着を脱いだ。

「なっ──！」

　思わず、宗司は目を見開く。

　胸元のリボンを解ほどいて、カッターシャツのボタンを外して、ブラウスの前を開いて、

　彼女たちの肌が顕あらわに……ならなくて、中には普通にティーシャツを着ていた。

　コスプレ宗司がプリントされたティーシャツを、着ていた。

　ずっがんっ！

　凄すごい音を立てて、宗司が顔面をテーブルに打ち付ける。

「……宗司、大丈夫かしら」

「あ、ああ……思わず自分の人生を自分の手で閉ざしたくなってしまった」

　よろよろと、顔を上げた宗司はゾンビの如く腐臭を放っていた。

「今までやられたどんな仕打ちよりも、精神に来るぜ……」

「私もよ……これを着ていると、二十四時間、宗司が私の胸を揉もみしだいているような気分になってしまうわ」

　ほう、頰ほおを朱色に染めて、やたらに艶っぽい溜ため息いきを漏らす。

「その気持ち、ちょっと分かるよ」

「はぁ、兄さまを近くに感じます」

　キリカとリリスまで頰を赤く染めて、甘い吐息を零こぼす。

　ずどがっすん！　もう一回、宗司は顔面をテーブルに打ち付けた。

「頼む、もうやめてくれ。何だかわからないが、さっきから首を吊つりたくてたまらない」

　ダメージが大きかったのか、顔を上げて来なかった。

「……やりすぎたかしら」

「そーだね、とりあえず、上着を着よっか」

「はい、兄さまが壊れそうですし、」

「壊れても長くて一日で復活するとは思っていますが」

「ええ、案外にタフよね」

「アハハハ、ちょっと可哀想になるタフさだよね」

　彼女たちは脱いだ上着を直すと、紅茶を飲みながら宗そう司じの復活を待つことにした。

　淹いれ立ての紅茶の味と香りを楽しみ、お菓子を食べながらお喋しやべりをして時間を過ごす。

「……まあ、良いか。ティーシャツぐらい」

　約三十分ほどで、宗司は復活した。なるほど案外タフだ。

「おかえりなさい宗司、あなたも紅茶はいかが？」

「キリカさんお手製のクッキーもあるよ」

「リリス作のジャムを入れたロシアンティーにも出来ます」

「じゃあ折角なんで、ロシアンティーで、クッキーも貰もらうよ」

　甘い紅茶と、さくさくのクッキーを味わい、宗司も人心地つく。

「ああ、良いなあ紅茶とクッキー、心が落ち着くよ」

「宗司も現実に妥協したところでゲーム同好会らしくゲームをしようかしら」

　不意に一いち乃のが言い、視線が彼女に集まった。

「随分と久しぶりだな」

「ゲーム同好会って、集まってダラダラする部活じゃなかったの？」

「ゲーム同好会がゲームをするなど、」

「リリスはおかしいと思います」

「たまにはゲーム同好会らしくもない行動をするのも良いじゃない」

　もうゲームをしてない方が日常です。

「と、いうことで、私はこんなゲームを作ってきたわ」

　テーブルの上に、一乃はスゴロク……っぽいものを広げた。

「何ぞこれ？」

「ふふっ、私お手製の新ゲーム」

　長い黒髪をしゃらりとかき上げ、一乃は薄い胸を張って宣言する。

「『暗黒人生ゲーム』よ」

「タイトルからして不吉だねっ」

「基本的には普通の人生ゲームよ。ただし、ハーレム値というパラメーターがあるわ」

「ハーレム値ですか？」

「そう、プレイヤーは高校卒業と同時にハーレムを入手するの」

「どこが暗黒なんだ？　殴ってやりてえぐらい羨うらやましい環境じゃないか」

　宗そう司じが首を傾かしげた瞬間、女性陣が揃そろって舌打ちをしたのは置いておこう。

「ハーレム値が下がると、刺されてゲームオーバー」

「ハーレム怖っ！」

「ハーレム値が高いとすごい勢いで子どもが増えて、他ほかのプレイヤーからお祝い金をがっぽがっぽと奪い取れるわ。他にも相手への妨害行為が色々」

「別の意味でハーレム怖っ！」

「……意外と面白そうだよね」

「ハーレムのおかげで、」

「戦略性が増しています」

「ところで、駒こまにおれの縮小写真が貼り付けてあるのは何な故ぜだ？」

「特に深い意味はないわこのヘタレ」

「うんうん、きっと深い意味はないよね、ヘタレ」

「ヘタレ兄さま、余り考えてはいけませんヘタレ」

「……よし、宗司くん考えないことにする！」

　逃げた。

「まあヘタレのことは置いておいて、試しに遊んでみましょうか」

　と、いうことで『暗黒人生ゲーム』のプレイ開始。順番にダイスを振って行く。

「宗司一が早速子どもを孕はらませたわね、ふふっ、えっちぃこと」

「ええと、宗司二がハーレム内の喧けん嘩かを仲裁する為に一回休みと」

「兄さま、もとい、宗司三がハーレム記念日のプレゼントを買ってくれました」

「……三進んで、あ、給料日だ」

「あら大変、宗司一がハーレム維持に頑張りすぎて倒れたわ」

「今日はサービスデー、宗司二はハーレムで楽しく遊んでハーレム値アップと」

「兄さま、もとい、宗司三もリリス、もとい、ハーレムを妊娠させました」

　ゲームが進む程に宗司は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になっていき、ついにたまりかねて叫び声を上げる。

「あああもう！　せめて、駒におれの名前つけるのやめてくれ！」

　一いち乃のは薄い胸の前で腕組みをすると、叫ぶ宗司をクールに見詰めて言い返す。

「しかたないでしょう、駒にあなたの写真がプリントされているのだから」

「おまえが作ったんだろうが」

「ええ、そうね」

「うわっ、イチノがあっさり流した」

「見事な開き直りです」

「ああああ、くそう、ゲームとしてはそこそこ面白いのがまた腹が立つ！」

「しかし兄さまはビリです」

「ハーレム値は一番高いよねっ」

「釣った魚は大切にする方なのね」

　赤い、青い、虹にじ色いろの、彼女たちの瞳ひとみがすごく意味あり気に宗そう司じを見詰めていた。

　表情豊かなキリカに至っては、にやにやとチェシャ猫のように口元が緩んでいる。

「大切にしてよね、ソージ」

「このゲームはあくまでゲームであり、実在の白しろ崎さき宗司とは何の関係もありません」

「なら、駒こまに宗司と名付けても問題ないわね」

「ぐっ！」

「おおー、見事なカウンターだよ」

「さすがです、今のは見事でした」

　宗司が呻うめき、キリカとリリスはパチパチと拍手をする。

「そう、私は森もり塚つか一いち乃の、十六歳」

　椅い子すに座ったまま、彼女は背もたれに体重を預けて薄い胸を張る。

「宗司を掌てのひらで転がし操る素敵な悪女、意外に健けな気げで尽くすタイプ」

「前半と後半が矛盾してねえか、それ」

　宗司はぼやきながらも、律儀にサイコロを振った。

「お、良い目が出たな」

　雑談を交えながら、『暗黒人生ゲーム』は続く。

「に、してもさ、これ本当に結構面白いけど、イチノ自分で作ったの？」

「そうよ、私が退屈しのぎに作ったわ」

「ふぅん、イチノって意外に器用だよね」

　感心したのか呆あきれたのか、キリカはアメリカ人っぽく大おお袈げ裟さに肩をすくめた。

　その拍子に銀の髪が、カッターシャツ越しの豊かな胸がたゆんと揺れる。

　一乃とリリスがその胸を眺めて舌打ちをしたのは置いておこう。

「まあ確かに大したもんだが……暇ならおまえ、学園祭に参加しろよ。おれたちのクラスは発表系だから当日はともかく、準備がマジ大変なんだぞ」

「嫌よ、面倒くさい」

　にべもないとはこのことか、一乃はあっさりと断りダイスを振り駒を進めた。

　次の手番のキリカは、青い瞳を丸くして感心したような眼まな差ざしを一乃に向ける。

「さすがイチノだねっ、協調性のなさに関しては右に出るものがいないよ」

「ふふっ、任せなさい」

「誇るな誇るな」

「まあ、イチノだし」

「はい、森もり塚つか一いち乃のですから」

「そこまであっさり納得されると、それはそれで不快なのだけれど」

「アハハハ、日ひ頃ごろの行いとか人格だねっ」

「否定できない自分が少し悲しいわ」

「どのみち、リリスたちには、」

「さして関係のないイベントです」

　そこで学園祭の話は終わり、別の話に流れていった。

　宗そう司じたちは、下校時刻までそれなりに楽しくゲームをした。

　………………

　…………

　……

　赤い夕焼けに染まる部室に、一乃とキリカの姿があった。

　宗司とリリスは部室を去り、二人だけが残っている。

　古びたテーブルに向かい合わせに座る二人、空っぽのティーカップがその前に。

　逆光の赤しやつ光こう、互いを見詰めているはずなのに、互いの顔は見えない。

「ねえ、イチノ」

「なあにキリカ」

「無理してるでしょ」

「してないわ」

「ソージ、学園祭に、イチノのこと誘わなかったよ」

「そうね」

「あのお人好しなら、無理矢理イチノを連れまわして学園祭回るぐらいのお節介するよ」

「してもおかしくないわね」

「楽しむ余裕がない人にさ、楽しめってのは暴力だよね」

「ええ、善意というものが有する醜悪な一面ね」

　静せい謐ひつな赤さに染まらぬ黒髪、赤の中に溶け染まり輝く銀の髪。

　僅わずかな風が、それぞれを揺らし肌を撫なでる。

「帰ろっか」

「帰りましょうか」

　二人は席を立ち、部室を去った。






日誌　九　デートの続き






　学園祭の前日、高揚した空気で荒あら谷や学園は満ちていた。

　無駄に広い（何せ、ゲーム同好会の部室が『第三旧校舎』にあるぐらいだ）学園は、明日が待ちきれないとばかりに騒がしく。

　それは日が沈んだ今となっても、変わりはない。

　いや、むしろ強くなっているかもしれない。泊り込みは禁止されているが、毎年泊り込む生徒は多く、彼らにとってはむしろこれからが本番なのだろう。

「やれやれ、すっかり帰るの遅くなっちまったな」

　宗そう司じは、さすがに泊り込みはせずクラスの準備が終わると鞄かばんを持って校舎を出た。

　とうに日は沈み、暗い空には月と星が浮かび輝いている。

　山の高くにある学園では、ほんの少しだけ空が鮮やかだ。

　因ちなみに、同じクラスの一いち乃のは授業が終わるなり姿を消した。

「まあ、帰ったんだろうな」

　一乃よりは社交性があるキリカとリリスは、クラスの出し物に参加している。

　二人はもう帰ったのか、それとも、学園のどこかでまだ準備をしているのか。

　校舎を出た宗司は、ふと校門の傍そばで足を止める。

　校門に背中を預けるようにして、一乃が立っていた。

　夜を梳すいた黒髪と、雪細工の白い肌、闇やみを照らすような赤の瞳ひとみ。

「遅かったのね宗司」

　黒のセーラー服は夜風に揺れ、何気ない言葉すらも、凛りんと響く。

　夜を形にしたような少女だと、宗司は思ってしまう。

「ああ、おまえこそ、どうしたんだこんな時間に」

　一乃の傍に行き、宗司は訊きいた。

「夕食を作りすぎたのよ。どうせまだでしょう、食べて行きなさい」

「……は？」

「夕食を作りすぎたのよ」

「いや、聞こえてたから繰り返さなくていい」

「聞こえていたのなら理解しなさい、てっきり耳まで壊れたのかと思ったじゃない」

「さり気なく酷ひどい扱いだな」

「そうね、でもいつものことじゃない。ほら、行くわよ」

「うわ、拒否権なしかよ」

　言うだけ言うと、一いち乃のは勝手に校門の外へと歩き出した。

　淡い花の香る黒髪がしゃらりしゃらりと揺れて、宗そう司じはそれを追いかけ隣に並ぶ。

　校門のすぐ外にはバス停があるが、この時間ではもうバスはない。

　二人は並んで、暗い夜道を歩いて山を降りて行く。

　灯あかりは月と星、まばらな街灯だけ。

　影も出来ない夜を、二人は寄り添うように並び言葉を交わす。

「今日の夕食は適当に買って帰る予定だったから、助かるっちゃ助かるぜ」

「感謝なさいな」

「おう、ありがとうよ。良いタイミングで作りすぎてくれたもんだ」

「誤解されては困るわ、あくまで『うっかり』、『偶然』作りすぎてしまっただけよ」

「何な故ぜそこを強調する」

「決して学園祭前日のこのタイミングを狙ねらっていたわけではないわ。リリスが忙しくて夕食を作れない可能性に賭かけてなどいなかったわ。本当はあなたの好物を作るつもりだったのに好物は『特になし』なんて結果に困ってメニューに悩みなどしなかったわ。あまつさえこの私が夕食を口実に何か企たくらんでいるなどありえないわ！」

「お、おう。何だか良くわからんが理解した」

　早口でまくし立てる一乃の勢いに押されて、宗司はとりあえず頷うなずいた。

「理解してくれたようね。さすが宗司だわ、伊だ達てにゲンゴロウを越える知能の持ち主ではないようね」

「昆虫を越える知能の持ち主ってのは褒め言葉なんですか！」

「トンボ以上の知能の方がよかったかしら？」

「昆虫から離れなさい」

「ミミズ」

「進化、いや退化？　どっちだ！」

「さて、カエルと同程度の知能を持つあなたに質問があるのだけれど」

「……もういいよ、何だよ質問って」

「私たちは夜道を歩いているわね」

「ああ、そうだな」

「学園から麓ふもとに降りる道は、きちんと舗装されてはいるけれど街灯が少ないわ」

「そうだけど、何が言いたいんだ？」

「足元が見え辛づらいわ」

「そりゃそうだ」

「転倒の危険があると思わない」

「なるほど、普段は鈍いだの何だの言われているおれだが、今のは理解した」

　にやり、と宗そう司じは自信たっぷりな笑みを浮かべる。

「懐中電灯の用意をしてくるべきだと言いたいんだな！」

「死になさい」実に冷たい声だった。

「馬ば鹿かな……では、まさか自腹で街灯を増やせと！」

「苦しんで死になさい」

　赤い瞳ひとみはもはや絶対零度の光を宿していた。

　自信たっぷりだった宗司の顔がどんどん困惑に塗り替えられる。

「ええと…………じゃあ、手でも繫つなぐか？」

「どうしてそれが一番最初に出ないのか不思議でならないわね」

　一いち乃のの声はやはり冷たかったが、宗司は安あん堵どの息を吐く。

「ふぅ、それが正解だったのか」

「違うわ」

「なにぃ！」

「暗い夜道、可か憐れんな美少女、二人きり」

　地面を、自分を、そして宗司を、順番に指差して彼女は宣言する。

「ここはお姫さま抱っこがくるべきよ！」

「えええええ、それ余計に足元見えなくて危なくないですか！」

「心の目で見るのよ」

「一介の高校生に心眼を使えとな？」

「心眼の一つも使えないようでは、主人公とは言えないわね」

「現実とフィクションを混同しないで下さい、僕が何の主人公だと言うんですか」

「人生という名の舞台の」

「すまん、その台詞せりふはちょっと格好悪いと思った」

「奇遇ね、私も言って後悔したわ……だから忘れなさい」

「……うん、忘れる」

　何となく気まずい空気、一乃は誤魔化すように一度長い黒髪をかき上げる。

　夜の暗さの中、しゃらりと揺れる長い黒髪、微かすかな淡い花の香り。

　赤い瞳は宗司を見詰めて、すっと、まるで抱きつくように両腕を広げた。

「と、いうことで、お姫さま抱っこされてあげるわ」

「そこに話を戻すなよ」

「ここに戻すべきだと確信しているわ」

「しかし、そんなにされたいもんなのか、お姫さま抱っこ？」

「え、ええと、それは、その……」

　真っ向から聞かれた一いち乃のは、少し照れたように俯うつむく。

　頰ほおは僅わずか朱に染まっていたが、夜道の暗さに紛まぎれてわからない。

「多少は、憧れ的なものが、あったりなかったりあったり……」

　もにょもにょと、最後の方は声になってなかった。

　宗そう司じは何とも不思議そうに首を傾かしげる。

「つまりどっちなんだ？」

「知らないわよ、馬ば鹿か」

　拗すねたように、唇を尖とがらせていた。

「……お姫さま抱っこ、ねえ」

　何となく、宗司は自分が一乃をお姫さま抱っこしている光景を想像する。

　…………物もの凄すごく恥ずかしかった。

「ま、まあ、お姫さま抱っこについては機会があればということで」

「そ、そうね、機会があればお願いするわ」

　二人とも無理矢理話を纏まとめる。

「じゃ、じゃあ、す、少し急ぎましょうか」

　そのままどこかぎこちなく、一乃は足を速め、

「──きゃっ」

「危ねえ！」

　転がっていた小石に気付かず、足を取られた。

　すかさず宗司が一乃の手を摑つかみ引き寄せる。

「……あっ、ありがとう」

　自然と宗司の腕に抱きつくようになった一乃は、蚊の鳴くような声で礼を言う。

「気にすんなよ」

　一乃の手は氷細工のように華きや奢しやで、雪のように冷たかった。

　包み込むように、温めるように、宗司はぎゅっとその手を握る。

　きゅっ、一乃は掌てのひらを握り返す。

「あなたの手、大きいわね」

「おまえの手が、小さいんだよ」

　照れ臭かったのか、宗司は前だけを向き一乃の顔を見ずにそう答えた。




　手を繫つないだまま、二人は山の麓ふもとへ降りた。

　一乃のマンションはそこから程近い場所にある。

　入ってすぐにキッチン、浴室などがあり、続きの奥部屋にはベッドなどがおいてある。

「少し待ちなさい、もう仕込みは終わっているからすぐに作るわ」












「ん？　ああ、わかった」

　部屋に通された宗そう司じは、一いち乃のの台詞せりふに首をかしげながらも奥の部屋に荷物を置いた。

　白いテーブルの傍そばに座布団を敷き、腰を下ろす。

　そこから、キッチン部分で料理をする一乃の姿が見えた。

　黒いセーラー服の上に白いエプロンをつけて、長い黒髪は調理の邪魔にならないように首の後ろで括くくっている。

　さすがに一人暮らしをしているだけあり、料理の手際は良く。

　耐熱皿にホワイトソースを注ぎ、フライパンを温め油を敷きと、小さなキッチンに白いエプロンをなびかせ軽やかに動き回っている。

「……に、しても手持ち無ぶ沙さ汰ただな」

　一度は座ったが、宗司はやっぱり席を立ちキッチンへ行く。

「一乃、何か手伝おうか」

「あら、ありがとう……でも、特にないのよね」

　赤い唇に人差し指を当てて、一乃は少し考えた。

「いいよ、じゃあ必要になったら呼んでくれ向こうで待ってるから」

　結局、やることはなく。

　宗司はテーブルに着いてぼう、と料理をする一乃の姿を眺めていた。

　オーブンの駆動音、パチパチと油が弾はじける音に混ざって、ハーブと肉が焼ける香り、焦げたチーズとホワイトソースの匂においが部屋に漂う。

　もうこの段階で、今日の夕食は最高のものになるだろうと理解できる。

「……本気で若奥さまっぽいな」

　思わず呟つぶやき、さらに宗そう司じは連想する。

「てことは、なんだ、新婚夫婦かこりゃ」

　自分で言っておきながら、苦笑を浮かべる。

「あなた、何か言った？」

　くるり、一いち乃のがこちらを向いてそう言った。

　揺れる白いエプロン、手にしたフライ返し、思わず宗司はどきりとする。

「い、いや、何でもない」

「そう、もうすぐ出来るから良い子にして待ってなさいな」

「あ、ああ……」

　何となく照れ臭くなり、俯うつむきがちに答えた。

「あらあら」

　くすり、一乃は少し可お笑かしげに唇の端を上げてまた背中を向けた。

「参ったな、変に意識しちまった……」

　ちらと、料理を続ける一乃の背中を見た。

　鼻歌でも歌いだしそうな、そんな楽しそうな雰ふん囲い気きだった。

「参ったね」

　宗司はもう一度呟いた。




「さあ、出来たわよ」

　程なく、一乃は料理を完成させ、これは宗司も手伝いテーブルの上に並べる。

　フランスパンに胸肉を使ったチキンの香草焼き、トマトサラダと大皿に盛ったチーズグラタン。

　見事な洋食メニュー、焦げたチーズと香草をあしらったチキンの香ばしい匂いが鼻をくすぐり胃袋を刺激する。

「美う味まそうだなぁ」

　テーブルに着いた宗司は感嘆の声を漏らした。

　エプロンを脱ぎ、髪を解ほどいた一乃は宗司の対面に座り誇らしげに薄い胸を張る。

「料理上手ですもの、今すぐにでも立派に素敵な奥さんとしてやっていけるわ」

「ああ、間違いないな……ところでこれ、うっかり作りすぎたんだよな」

「そうよ、『偶然』、『うっかり』作りすぎたの」

　念を押すように一いち乃のは繰り返して言った。

「チキンもグラタンも、作りすぎるようなメニューじゃなくね？」

　誇らしげに薄い胸を張っていた一乃は、錆さびたドアのようにぎこちなく顔を背そむける。

「いえいえ私もたまに驚くべきうっかりを発揮するのが可愛かわいいところなのよ。それともあれかしら、あなたは私が鶏胸肉の枚数を間違え、耐熱皿のサイズも間違え、しかも都合よく料理する直前でそれに気付いたなんてことがあると思うのかしら。そんな不自然な間違え方はありえないから、必然的にこれは『ついうっかり』になるの。ところで飲み物を用意するのを忘れていたから少し待っていなさい」

　一乃は口を挟む隙すきを与えぬ早口でまくし立てるや、素早くキッチン部分へ逃げた。

　宗そう司じはもうぽかんと口を開いて、呆ほうけるしかなかった。

「待たせたわね、さあ、飲み物をどうぞ」

　戻ってきた一乃は何事もなかったかのようにグラスを二人の前に置き、葡ぶ萄どう色の液体をガラス瓶びんから静かに注いだ。

「……おいこれ、ワイン、じゃねえな」

「ただの葡萄ジュースよ、雰ふん囲い気きを作ってみただけ」

「確かに、こうしてみるとちょっとしたパーティーみたいだ」

「でしょう、乾杯でもしましょうか」

「ああ、いいな」

　二人はグラスを持ち、

「乾杯」

　軽く、グラスを鳴らした。

「ままごとね」

「ままごとは嫌いか？」

「いいえ」

　二人は顔を見合わせ苦笑をする。

「食べましょう、冷めるわ」

「ああ……じゃ、早速そこのグラタンを」

　スプーンとフォークで挟むようにして、宗司はアツアツのグラタンを一ひと掬すくい小皿に取って食べる。濃厚なホワイトソースに焦げたチーズの旨みが混ざり、何とも、

「美う味まいっ！」

「そう」

　一乃はチキンの香草焼きをナイフで切り分けながらクールに頷うなずいた。

　クールぶってるが内心でかなり喜んでいるのだろう、唇の端が微かすかに緩んでいる。

「チキンも上出来だわ」

「うん、美う味まい美味い」

「ねえ宗そう司じ、リリスの料理とどちらが美お味いしい？」

「むっ……」

　悪戯いたずらっぽく赤い瞳ひとみを細めた一いち乃のの質問に、宗司は食べる手を止めて考え込む。

「そうだな、リリスの料理はいつも食べてるからなあ。美味いというか、何というか、食べなれた、お袋の味的な感じがする。いや、実際かなり美味いとは思うが、比べるのが難しいな」

　むむむ、と腕組みをして真剣に悩み出してしまった。

「もういいわよ、軽い冗談ですもの」

「正直、結論出そうになくて困ってたところだから助かった」

「馬ば鹿かね、こういう時は噓うそでも『キミの料理が一番だ』ぐらい言いなさいな」

「その噓が嬉うれしいのか、おまえは？」

　宗司は不思議そうな顔をする。

「ばーか」

　子どもみたいに言って、一乃が宗司の額を指先で突く。

「宗司のばーか」

「……わけがわからん」

　わからないが、妙に一乃が可愛かわいくて照れたように少し視線を逸そらす。

「わからなくていいわ、ふふっ」

「楽しそうだな、おまえ」

「とても楽しいわ、誰だれかに料理を振舞う機会なんて、永遠にないと思っていたもの」

　じっ、と赤い瞳は宗司を見詰めていた。

「あなたに会うまでは、何もなかった」

「これからは、嫌になるぐらいあるさ、そんなもん」

「それはつまり」

　しゃらりと、一乃は長い黒髪をかき上げる。

「私をメイド妻にしたいということね」

「たまに思うんだが、おまえの日本語能力っていかれてるよな」

「昼間は私に頭が上がらないヘタレた男、しかし家に帰れば立場は逆転、メイドになった私を欲望のままに弄もてあそび陵りよう辱じよくする残酷なご主人さま」

「頼むから、三十秒前のちょっとアンニュイなおまえに戻ってくれないか」

「いい！　この設定、いけるわ！　宗司、次はこれでいきましょう」

「行くな、戻って来い！」

「まだ足りないというのね……恐ろしいご主人様だわ」

「足りてないのはキミのほうだと思うんだ」

「そんな清せい楚そな紺のメイド服（ロングスカートとエプロン必須）の下に、紐ひものような下着をつけて奉仕しろだなんて……はぁぅ」

「あの、僕の声は聞こえてますか？」

「ああぅ、自分でスカートをそんな風にしろなんて、いやんっ、ご主人様のいじわるぅ」

　いきなり妄想世界にトリップした一いち乃のさんが、くねくねと体を揺らす。

「うん、やっぱり一乃の料理は美う味まいな」

　宗そう司じはとりあえず会話を諦あきらめて食事を続けた。

　しばらくして、宗司がチキンの香草焼きとトマトサラダを全すべて、大皿のグラタンを三分の二ほど食べたところで一乃が戻ってきた。

「ふぅ、私としたことが、取り乱してしまったわ」

「取り乱すというレベルで済ませて良いのかと、おれは疑問に思っている」

　何な故ぜか、妄想から戻ってきた一乃さんは頰ほおがツヤツヤしております。

「……あら、もう全部食べてしまったのね」

「ああ、美お味いしかったよ。ご馳ち走そうさま」

「どういたしまして、私も終わるわ。残りは明日にでも食べましょう」

「せめて皿洗いぐらいはおれがするよ」

「それは助かるわ、じゃあ、私はお風ふ呂ろの準備でもしようかしら」

「ん、もうそんな時間か」

　携帯を取り出して、時間を確認すると確かに良い時間になっていた。

　ベランダへ続く窓から外を見れば、夜も一段深く暗くなっている。

　宗司は食器を洗い、一乃は浴槽にお湯を張り着替えを取り出しなどした。

「なあ、一乃」

「なに、宗司」

　二人は別々のことをしながら、会話をする。

「明日の学園祭だけどよ、一緒に、」

「私は部室にいるわ」

「……そっか、じゃあ、適当に行くわ」

「ええ、おいでなさい」

　互いに、互いの顔は見えなかった。

「洗い物、もうじき終わるぞ」

「お疲れさま、お茶でも淹いれましょうか」

「いや、いいよ。もうそろそろ帰るし」

「……そう」

　きゅっ、宗そう司じが蛇口を閉める音がした。

　背中でそれを聞きながら、一いち乃のはそっと、自分の胸を、心臓を抑えた。




　洗い物を終えた宗司は、一乃の部屋から帰ろうとして靴を履く。

　律儀に、一乃も玄関まで見送りに来ていた。

「夕食、ご馳ち走そうさま。それじゃあ、おれは帰るぜ」

「ええ……」

　宗司は背を向け、ドアノブに手をかける。

　そのままドアを開けようとしたところで、シャツの裾すそを引っ張られた。

「一乃？」宗司が振り返る。

「ねえ、ものは相談なのだけれど」

　一乃はシャツの裾を指先で抓つまみ、逆の手は自分の胸の前で握り締めていた。

　頰ほおは赤く染まり、赤い瞳ひとみは恥ずかしげに伏せられ、躊躇ためらいがちに言葉は続く。

「もう、夜も遅いでしょう、だから、その……」

　ぎゅっ、シャツの裾を少しだけ強い力で引き寄せて、

　赤い瞳で、じっ、と宗司を見詰めて言うのだ。




「今夜は、一緒、に……いた、い」




「……え」

　時間が止まったように、二人は見詰め合う。

　宗司は驚きのあまり思考が止まっているのかも知れない。

　勇気を振り絞った一乃は、鼓動の音が周囲に聞こえそうなほど激しく高鳴っている。

　今にも、全すべて冗談にして誤魔化したいのを懸命に抑え、瞳を逸そらさない。

　なのに自然と、赤い瞳は潤うるみ、不安が心に忍び寄る。

「……だめ？」

　宗司が一乃に答えようとした瞬間──

「ヤッホー、イチノ、遅くなっちゃったから何か食べさせてっ、ついでに泊めてっ！」

「通りすがりのリリスですが、」

「森もり塚つか一乃が食事をご馳走してくれると聞いてついてきました」

　なんか、来た。

　ぷちん、一乃の中でなんか切れた。

「ううううううううう」

　しかも、泣き始めた。

「なんで邪魔するのよう、ばか、ばか、かえれ、かえれぇ！」

「ちょ、一いち乃の、落ち着け！」

　駄々っ子そのままに、一乃がぶんぶん両手を振り回して暴れだす。

　宗そう司じは慌てて一乃をはがいじめにして抑える。

「やーなの、やーなの、もう、やー！」

「うわぁ、イチノが幼児化してる……」

「どうすればいいのか、」

「リリスは戸と惑まどいを隠せません」

「いや、おまえらも見てないで手伝ってよ、痛い、一乃痛い、引っ搔かくの止やめて！」

「やー、もうやー」

　一乃は心が赴おもむくままに恥も外聞も無く感情をむき出しにする──宗司の答えを聞かずにすんだことに安あん堵どしている自分のことには気付かないふりをしていた。

「ほーら一乃泣き止んでー、楽しい楽しい宗司くんダンスだよー」

「やーなのー」

「ぎゃあああ、痛い、痛い、嚙かんじゃだめ！」

　……ちょっと楽しそうかもしれない。













日誌　十　学園祭のそれぞれ






　幼児化して泣き喚わめく一いち乃のさんを宥なだめて寝かせて（家に帰って）寝て起きて翌日。

　荒あら谷や学園学園祭が始まった。

　無駄に広い（ゲーム同好会の部室が『第三』旧校舎にあるぐらいだ）荒谷学園、生徒数も相応に多く、その学園祭となれば活気も一段違う。

　開祭式からまだいくらも経っていないというのに多数の来場者で賑にぎわい、生徒側も声を張り上げ宣伝や呼び込みをしている。少々、騒がしいほどだ。

　人それぞれ、参加者として、あるいは来客として学園祭を楽しんでいるのだろう。

　宗そう司じも、そんな人の群れの中に混ざっていた。

「さて、キリカとリリスは模擬店だったな、売り上げに貢献してくるか……」

　展示発表系のクラスだったため、宗司は当日ほぼ自由に動ける。知人からの誘いも全すべてやんわりと断った。

　まずは、と宗司はキリカのクラスに向かう。

　………………

　…………

　……

「何か、人が多いな、しかも男ばっかり……」

　キリカのクラスが近付くにつれて、廊下は混雑の度合いを増していた。

　人の隙すき間まを縫うようにして、キリカのクラスに来てみれば、

「はーい、ここは『お化け屋敷喫茶』だよっ。カワイイお化けさんの美お味いしいお茶とお料理をどうぞっ！　今は満席だから一列に並んでお待ちくださーい！」

　混雑は、ここの行列のせいだった。

　行列の主原因は恐らく、教室の外で『お化け屋敷喫茶』と書かれた立て札を持って　呼び込みをしているキリカだ。

　銀髪碧へき眼がんおまけに可愛かわいく巨乳、これで人目を集めないはずがない。

　おまけに、お化け屋敷喫茶──化け猫のコスプレだろう、銀髪の上にネコミミを、ぽよんと柔らかそうな体の上に薄桃色の浴衣を着ている。

　もはや生まれたときからネコミミがついていたのではないかと思わせるぐらいに、ネコミミキャラが堂に入っていた。

　どこかで見たような格好だな、と思ったのは、宗司が色々慣れ過ぎているせいだ。

　行列に並ぶ客（大半男）は、鼻の下を伸ばしすぎて今にも落ちそうな勢いでキリカ──と、さらに硝子がらすの向こうに見えるお化け屋敷風に飾った教室内でウェイトレスをしているお化けコスプレの女生徒を見ていた。

「……学園祭の定番を二つ、くっつけたような店だな」

「あ、ソージだ、ソージラブー」

　キリカも宗そう司じに気付き、立て札放ほうり投げ両腕広げ、青い瞳ひとみを輝かせ抱きつこうと、

「──閃ひらめけマイスキル、緊急回避レベル三スリー！」

　すかっ、何か凄すごい速度で宗司が避よけた。

「あ、あれ？」

　空っぽの両腕を眺め、次いで、宗司を見る。

「クックックッ、見たか、日々の部活で鍛きたえた生存本能に基く絶対回避術を」

「ていっ」もう一回抱きついてみた。

「うおおおおお、薄い浴衣の布地が、柔らかさがああああ」あっさり捕まった。

「にゃははは、絶対回避術やぶれたりー」

「くっ、絶対回避術が日に一度の大技だと見抜かれていたのか──てーか、人前で抱きつくとかマジ勘弁してください」

「はーい」

　どっかのバトル物みたいなノリが終わると、キリカはあっさり離れ薄桃色の浴衣を翻ひるがえし放り投げた立て札を回収する。

　宗司は微妙に赤くなった顔──薄手の浴衣で抱きつかれたらそうなります、ええ、言うまでもありません、キリカの『ち』で始まり『ち』で終わる部分のせいです──を誤魔化すように一つ咳せき払ばらいをする。

「売り上げに貢献しに来たんだが、繁盛してるみたいだな」

「アハハハ、大人気だよっ、ぶいっ！」

　太陽のような笑顔でブイサインを一つ、そんな無邪気な仕草がまた可愛かわいらしい。

「……ところで、さっきから微妙に周囲の視線が痛いのは気のせいか」

「気のせいじゃないと思うよっ」

　ネコミミ美少女に抱きつかれればそうもなる。

「じゃ、じゃあおれは列に並ぶんで、呼び込み頑張ってくれ」

　そそくさと、宗司は逃げるように行列の最後尾に着いた。

　キリカも気を遣ってくれたのか、軽く手を振っただけで普通に呼び込みに戻った。

　行列に並ぶことしばらく、順番が回ってきた宗司は白い浴衣を着て三角布を頭に巻いた（幽霊のコスプレ）ウェイトレスに案内された席に座る。

　若干暗めに照明を調節した教室内は、柳の枝や、人ひと魂だま型の切り紙、唐から傘かさお化けのイラストなどでお化け屋敷風に飾られていた。

「ふぅん、結構凝こってるな」

　暗くなりすぎず、だが、お化け屋敷の雰ふん囲い気きを出そうと努力しているのが窺うかがえた。

「に、しても、何か香ばしい、醬しよう油ゆの匂においかこれ？　喫茶店だよなここ」

　漂う匂いに疑問を抱きながらも、宗そう司じはメニューを開いた。

『化け猫セット』とか『唐から傘かさセット』、『塗り壁セット』等など。

「ご注文はお決まりですかっ！」

「あっ、ちょっと待って……なんだキリカか」

「なんだとは失礼だよー」

　教室の外で呼び込みをしていた猫娘キリカが、ぷうと頰ほおを膨らませる。

　ネコミミを載せた銀髪に薄桃色の浴衣のキリカ、持ち前の明るさもあり薄暗い室内ですら太陽のように輝いて見える。

「悪い悪い、急に声をかけられてちょっと焦ってたんだよ」

「つーんだ。キリカさん、折角、他ほかの人と代わってもらったのに、そーいう態度とるんだー。傷ついちゃうなー、悲しいなー、泣いちゃおっかなー、えーんえーん」

　何ともウザカワイイ態度に、宗司はぺこりと頭を下げた。

「後で、何か奢おごるから許してくれ」

「わーい、なら許してあげちゃう」

「……そうか」

「あ、今、『単純だなー、こいつ』って思ったでしょう」

「んぐうぅ」

　図星を指された宗司が変な声を出す。

　キリカはそれこそチェシャ猫のように、意地悪な顔で笑った。

「アハハハー、ソージも充分単純だよねっ」

「反論の余地もございません」

「因ちなみにキリカさんのオススメは『化け猫セット』だよっ」

「じゃ、それお願いします」

「はーい、ソージラブーなので、ちょっと待っててね」

　薄桃色の浴衣の裾すそを揺らしてキリカは去り、数分後、そのキリカが丸いお盆を片手に載せて戻って来る。

「『化け猫セット』お待たせだよっ」

「ああ、なるほど、教室のこの香ばしい匂いはこれか」

　湯飲みに入った日本茶と、おでんのセット。

　おでんの方は大根を一つ皿の真ん中に載せ、猫の耳の位置に三角に切ったハンペンを添え、カラシで大根の上に猫の顔を書いている。

　なるほど、化け猫セットだ。

「一応、仮にも、喫茶店を名乗ってておでんの登場は予想外だったぜ」

「ちゃんとお茶も出してるし、良いんじゃないかなっ」

「因ちなみに、塗り壁とか唐から傘かさはどんなのが出てくるんだ？」

「んー、『塗り壁セット』は四角いハンペンで、『唐傘セット』はコンニャクと糸こんにゃく。これだけだと殺風景過ぎるから、どっちも玉子つき」

「なるほどなあ、意外にちゃんと考えてるんだな」

「でしょでしょ、味も良いんだよ、食べてみて」

「そうだな、おでんは熱いうちに食べないとな」

　青の瞳ひとみをきらきらと期待に輝かせたキリカに催促され、おでんに箸はしをつける。

　よく煮込んである大根は箸がするりと入り、ほくほくといかにも美う味まそうだ。

「おお、味も結構いけるな」

「でしょー、昨日からじっくり煮込んだんだよ」

　えっへん、ぽよよん、薄暗い教室でキリカが薄桃色の浴衣に包まれた胸を張る。

「キリカさんはノータッチなんだけどね、内装とかやってたからっ」

「威張るな威張るな」

「気にしない気にしない、これはソージサービスだよっ！」

「どういうサービスだよ」

「揺れるところ、見てたくせにー」

「……何のことだろうな」

　宗そう司じが顔を背そむけた。薄暗い教室内ではわからないが、顔が赤い。

「にゃははー」

　チェシャ猫の笑みを浮かべて青い瞳を細め、キリカは宗司の赤くなった頰ほおを指先でつんつんする。

　宗司は何もなかったように湯飲みを手にし、ずずずずず、とお茶を啜すすり溜ため息いきを吐つく。

「ふっ……果たして、相手が見せているものを見てしまうことは罪なのか」

「カッコつけようとしてるのかもしれないけど、全然カッコ良くないよ？」

「……すいません、揺れてるとつい見ちゃうんです。男の子だから」

「にゃははー、ソージはカワイイねー」

　ぐりぐり、キリカがは悪ガキ相手にするように頭を撫なでる。

「くそう、男の子な自分が悲しい」

「大変だねー、男の子も」

「うるせえよ」

「それじゃ、キリカさん、そろそろ呼び込みに戻るよっ」

「あん？　代わってもらったんじゃなかったのか？」

「だから、今だけ代わってもらったんだよ？」

「……ありがとう」

「どういたしまして」

　にこり、太陽のような笑顔を残してキリカは去って行った。

「やれやれ、手て強ごわい奴だよ」

　宗そう司じも、おでんの残りを食べてお茶を飲み干すと『お化け屋敷喫茶』から出た。

　ドアの外では、相変わらずキリカが呼び込みをしている。

　相変わらずの盛況ぶりで、宗司が来た時よりも行列は長くなっている気がした。

「なあ、キリカ」

「ん、なーにソージ」

「おまえ、いつまでここで働いてるんだ？」

「お昼過ぎぐらいかな」

「そっか、頑張れよ」

「うん、じゃーねー、ソージラブー」

「人前でラブはやめろ！」

　手を振るキリカに、手を振り返し──ちょっと会話しただけで注がれる周囲の視線から全力で逃げ出した。

　………………

　…………

　……

　全力疾走してキリカのクラスから離れた宗司は、次にリリスの教室へ向かう。

　高等部校舎を出て、中等部校舎へ。

　クラブ模擬店が並ぶグラウンドの喧けん騒そうが学内を移動する宗司の耳にも届いていた。

「ええと、リリスのクラスはこっちの方だっけか」

　滅多に来ない中等部校舎に、若干戸と惑まどいつつ宗司は進む。

「こっちも混んでるな、男ばっかりってことはないが」

　教室に近付いたところで、

「兄さま、」

「兄さま」

　リリスに呼ばれて宗司は足を止めて振り返った。

「……メイド喫茶？」

「はい、メイド喫茶です」

　リリスとリリス、鏡合せの妹たちは紙袋を平らな胸の前に抱えて答えた。

　だが、実際はメイド『風』喫茶だろう。

　黒いワンピースの上にフリルつきのエプロン、小さなポニーテイルにした髪の上にちょこんと手製らしきホワイトブリムが載っている。

　ベーシックだが全体的にバランスが甘く、手作り感が隠せないメイド服だった。

　恐らく、個人の持ち服を改造してメイド服っぽくしたのだろう。

　いかにも学園祭らしく、これはこれで素朴に可愛かわいらしい。

「うむ、可愛らしいな！」

「あ、ありがとうございます兄さま、」

「しかし面と向かって褒められると、恥ずかしいです」

　ぽっ、リリスは頰ほおを赤く染めて答えた。

「あっ、いや、今のはついうっかり口に出たというか、その、あ、そうだ、お兄ちゃんは売り上げに貢献しに来たんだよ」

　物もの凄すごく下手な話題の誤魔化しだ。

「ありがとうございます、リリスは基本裏方ですが、」

「兄さまのご来店をお待ちしています」

「ああ、裏方なんだ」

「はい、兄さま、」

「裏でお菓子作りをしています」

「なかなか好評のようで、」

「借りてある調理室から、追加のお菓子を持ってきたところです」

　虹にじ色いろの瞳ひとみが、ちらと、胸に抱えた紙袋を指した。

「それでか」

　教室のドアの前に、キリカのクラスほどではないが行列が出来ていた。

　こちらの行列は男女混合、やや女性が多いかもしれない。

「焼き菓子と紅茶を販売しています、」

「店内での飲食の他ほか、持ち帰りや、レシピのサービスもしています」

「なるほど、普通にメイド喫茶だな」

　少なくとも、日本茶とおでんが出てくることはなさそうだ。

「んじゃ、期待して列に並ぶかな」

「わかりました、では兄さま、」

「リリスは一足先に失礼します」

　ぺこり、リリスとリリスは小さく頭を下げて教室に入って行った。

　宗そう司じは行列に並び、しばらく待って教室に案内された。

　内装はこれといって特筆することはない。

　机をくっつけクロスを敷いたテーブルもどきに、造花を飾ってある程度だ。

　出入り口の傍そばには、菓子の販売コーナーがある。

　宗そう司じが案内された窓際の席に座ると、リリスとリリスが即座にやって来た。

「ご注文はお決まりでしょうか兄さま」

「さすがにちょっと待ってくれ、と、いうかリリス裏方じゃなかったのか？」

「裏方ですが、リリスは妹なので当然のように兄さま限定でメイドになるのです、」

「そのために裏方でありながらメイド風味の格好をしているのです」

「はあ、なるほどな」

　納得した宗司はメニューを見て注文を出す。

「んじゃあ、紅茶と、クッキーの盛り合わせ……なんだこの最後の『ツンデレ』って」

「はい、兄さま、『ツンデレ』とは、」

「ずばりツンデレのことです」

「何というトートロジー、しかし凄すごく気になるので『ツンデレ』もお願いします」

　ざわり、教室内が蠢うごめいた。

　客店員共に、『ツンデレ』を注文した宗司に視線を向けている。

「……なんだ？」

「おめでとうございます兄さま、」

「本日初の『ツンデレ』のご注文です」

「誰だれも頼んでないのこれ！」

「はい、兄さま」

「そりゃまだ学園祭始まって二時間ぐらいだが……注文ゼロだったのか」

「それだけ、勇気が必要ということなのでしょう」

「むう……」

　ゲーム同好会で様々な訓練を積むうち、感覚が麻ま痺ひしていたのかもしれない。

「では兄さま、」

「しばしのお待ちを」

　メイド風服──白いエプロンを翻ひるがえし、黒のワンピースを揺らしリリスが席を離れる。

　紅茶とクッキーを載せた盆を手に戻ってきたリリスとリリスは、普段は小さなポニーテイルにしている髪を左右で二つに括くくった──いわゆるツーテールにまとめていた（随分短いが、そこは気にしてはいけないのだろう）。

　リリスとリリスは宗司の前に紅茶とクッキーを置くと、

「べ、別に兄さまのために持ってきてあげたんじゃないんだからね、」

「か、勘違いしないでよねっ」

　ふいっ、と顔を背そむけた。

「………………良い」

　幸せそうな顔をする、兄馬ば鹿かの馬鹿兄。

「そんなこと言われても、嬉うれしくなんてないんだからね、」

「いいから、さっさと紅茶とクッキーを食べて感想を言いなさい」

　微妙に棒読みなのは、元のキャラクターと離れすぎているせいだろう。

「オッケー、お兄ちゃん紅茶飲んでクッキー食べて感想言うよ！」

　この兄は本当に駄目かもしれない。

　紅茶の方は恐らく安物のティーバッグだろうが、それなりに丁寧に淹いれているらしく香りも悪くない。

　クッキーはアイスボックス、ジャム、シンプルなバターと基本を押さえたチョイスだ。

　サクリとして歯触りが良く、適度な甘みが紅茶の苦味に良く合う。

「あ、美う味まい」

「当然よ、このリリスが作ったんだから、」

「不ま味ずいなんて言ったら許さないんだから……そっか、美お味いしかったんだ、よかった」

「い、今のはただの独り言なんだからね、」

「べ、別にあなたのためになんて作ってないんだから」

「うむ…………実に良い！」

「因ちなみに、レシピを書いたのはリリスですが、」

「実際は裏方全員の分業です」

「さり気ない内情の暴露をありがとう、まあ、一人だと量産は無理だもんな」

　苦笑して、宗そう司じはもう一枚、苺いちごのジャムを中心に乗せたクッキーを食べた。

「うん、やっぱり美味い」

「ありがとうございます、でしたら今度、」

「本当のリリス手作りクッキーを兄さまにご馳ち走そうします」

「おう、楽しみにしてるな」

　にこり、宗司が微笑ほほえみかけるとリリスとリリスは少し頰ほおを染めて視線を逸そらした。

　小さなツーテールが、ちょこんと揺れるさまが妙に可愛かわいらしかった。

「あー、リリスは可愛いなー」

「そんなことを言われたら、」

「リリスは照れてしまいます」

　ますます頰を赤くして、リリスは緩む顔を隠すように俯うつむいてしまう。

「あー、ますます可愛いなー」

　教室中に甘ったるい空気を振りまく兄妹に、

　お客も店員も揃そろって苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

　………………

　…………

　……

　お土産代わりに、持ち帰り用のクッキーを二袋ほど買い宗そう司じは店を出た。

「さてと、次はどうするかな」

　とりあえず中等部校舎から出る為に階段を降りようとした。

　階段の踊り場に大きなダンボール箱が置いてあった、

　ダンボールには、

『かわいいフェルねこです、

　ひろって、かわいがって、

　おなかいっぱいにして、ほしい、なー』

　と、下手な字で書いてある。

「うなー」

　ダンボール箱の中にはちょこんと、華きや奢しやで、しかし胸だけはふよよんと大きな肉体を黒いセーラー服で包んだ赤毛のネコミミ少女が──要するにフェルがいた。

「…………クッキー、食うか？」

「たべるぜー」

　宗司が差し出したクッキーの包みを、フェルは嬉うれしそうにネコミミをピッコピッコ揺らしながら受け取る。

「で、おまえはこんなところで何をしているのかと」

「おまつりだからさー」

「やべえ絶妙に会話が成立してねえ。しかし意味は理解できる」

「そうじ、そうじ、ぐらうんど、やたいが、いぱーい」

「……奢おごれと？」

「うなー」

　ダンボール箱の中のフェルが、硝子がらす球のような表情のない瞳ひとみをきらきらと輝かせて宗司を見詰めている。

「嫌だ」

「うなぁー」

　燃えるような赤毛の上のネコミミがぺたりと萎しおれたが、それでも諦あきらめずにフェルは硝子球の瞳で宗司を見上げる。

　きらきらきらきら──そんなこと言っても結局はフェルを見捨てないと信じてます、とでも言いたげな無む垢くな眼まな差ざし。

「そんなこといっても、けっきょくはフェルをみすてないと、しんじてるー」

　実際言いやがった。

「……ちょっとだけだぞ」

「うなっ！」

　ぴっこーん、ネコミミが元気良く跳ね、ついでにフェル本人も跳ねるようにしてダンボール箱から出てくる。ダンボール箱を折り畳み階段の隅に立てかけた。

「あとで、かいしゅう、する」

「まあ、ダンボール持ってウロウロすると邪魔になるからな」

「おうさー、そうじ、いこーぜー」

　ごく自然に、フェルは宗そう司じの手を握り、引っ張るように歩き出す。

「おいおい、急がなくても店は逃げねえよ」

　繫つないだ小さな手は、ほわりと温かい。

「うなー、もうすぐ、おひる、やたい、こむよ」

「ああ、もうそんな時間か」

「フェルにおまかせ、おいしそうなやたい、ちぇっくずみ」

「おお、それは頼もしい」

「でも、フェル、おかねない、むいちもーん」

「おお、それは頼もしくない」

「においだけで、おなかいっぱいに、なれば、いいのにー？」

「そんな悲しい台詞せりふは聞きたくないよ！」

　フェルと手を繫ぎ、宗司はグラウンドへと向かう。

　横目にちらと、フェルを見る。

　幼い顔立ちに、硝子がらす球の瞳ひとみに感情は見えない。そもそも身長差のせいで正面から覗のぞき込みでもしない限り顔が見えない。

　しかし赤毛の上のネコミミが楽しそうに左右にぴっこぴっこと揺れていた。

　手を繫いで歩く二人の姿は中等部一年と、高等部二年の恋人同士にも見えた。

　あるいは、年下の子守を押し付けられた青年の図。

「そうじおにいちゃん、だいすきー」

「誰だれがお兄ちゃんですか、誰が」

「ふんいきてきにー？」

　どちらにせよ、微笑ほほえましい。

「おまつり、たのしそうなひと、おおいね」

「年に一度の学園祭だからな、弾はじけてる奴も多いし、多分、おまえのネコミミもコスプレの一種ぐらいに思われているさ」

　実際、グラウンドへ向かう道すがらにすれ違う生徒たちは、妙な格好をしている者もちらほらと目に付いた。

「おまつり、こころのねつりょう」

　フェルはいつもの、感情の見えない声と瞳ひとみで告げる。

「とても、おいしそう」

「そうかい、ところでよ、ペンギンたちとは仲良くやれてんのか」

「なかよくしてる」

「もう捨てられんなよ」

「うむーり、きをつけるー、ていうか、フェル、『煉獄カサルテイリオ』で、いちばんえらいのに、たちばよわい」

「……ああー」

　威厳とかなさそうだしな、と思わず納得した。

「そうじ、しつれいなこと、かんがえた」

「痛い痛い痛い、やめて、脇わき腹ばらを抓つねるのはやめて！」

「うなー」

　ぷくり、頰ほおを膨らませて不満をアピールするが、

「あ、ぐらうんど、ついたー」

　立ち並ぶ模擬店から流れてくる美う味まそうな食べ物の匂においに、一瞬で機嫌を直した。

「そうじ、そうじ、とつげきだぜー」

「ぎゃああ、ちょ、おま、脇腹、離して、抓ったまま走る、なぎゃあああ」

　フェルは猫を越え、虎とらの勢いで模擬店の群れへと突っ込んで行った。

　脇腹を摑つかまれたまま引っ張られる宗そう司じの悲鳴が、その後に続き、尾を引いていた。

　………………

　…………

　……

「疲れた、財布が軽くなった、食い物が重い、しかもフェルいつのまにかいねえ」

　グラウンド突撃から数十分後、両手には模擬店の食べ物が詰まったビニール袋をぶら下げた宗司がぐったりと肩を落として第三旧校舎の廊下を歩いていた。

　時刻は丁度、十二時を回ったお昼時だ。

　学園祭での喧けん騒そうも敷地の外れにある第三旧校舎までは殆ほとんど届かず、遠く人の声が聞こえる程度で静かなものだ。

　がらり、宗司は部室のドアを開ける。

「うーす、いるか一いち乃の。一人じゃ食いきれないから手伝ってくれ」

「……」

　一いち乃のは、部室にいた。

　背を向けて、窓辺に立っていた。

　風になびく長い黒髪、同じように黒いセーラー服が静かに揺れる。

　ある種の植物のような静寂に満ちた凛りんとした後ろ姿。

「一乃？」

　呼びかけるが返事はなく、宗そう司じは訝いぶかしがりながらも部室中央の古びたテーブルに模擬店の食べ物と、リリスのクラスで買ったクッキーを置く。

　全すべての干渉を拒むような後ろ姿に、宗司の動きはそこで止まり、ただその背を見詰める。

「孤独が第二の天性だと思っていたわ」

　ぽつりと、一乃は言った。

「少なくとも、あなたに出会うまではそうだった」

　しゃらり──長い黒髪を揺らして、一乃が振り返る。

　人形めいた端整な顔立ち、すらりと均整の取れた美しい体。

　鮮やかな赤い瞳ひとみがじっ、と宗司を見詰める。

「だから、責任を取りなさい」

　責任？　疑問を抱く宗司の目の前で、

　一乃はおもむろにウサミミ（のカチューシャ）を頭につけ、




「う、ウサギは、寂しいと、死んじゃう…………ぴょん」




　顔を真っ赤にして言った。

　恥ずかしそうな一乃が、凄すごく可愛かわいかった。

　心なしか伏目がちで、ちらちらと宗司の様子を探るように赤い瞳を向ける。

「……一乃さんならぬ、ウサ乃さん、だ、と」

「……ウサ乃さんだ、ぴょん」

　照れがたっぷり残っており、自分で言っておきながらもじもじと不安げに体を揺らす。

「一乃、キャラクター的にはどうかと思うけれど──」

　底の抜けた青空のように、宗司は間抜けなほど爽さわやかに微笑ほほえみ両腕を広げた。

「これはこれで心に響くものがあったぜ！」

「うさー！」

　凄く嬉うれしそうな声と共に、一乃はウサミミ揺らして宗司の胸に飛び込んだ。

「ハッハッハッ、一乃は可愛いなー」

「もう、そんなこと言われたら恥ずかしいわ……ぴょん」

「ああっ、不慣れな語尾を頑張ってつけようとするところがまた可愛い」

　かいぐりかいぐり、長い黒髪に指を絡めるように一いち乃のの頭を撫なで回す。

「き、気持ち良い、うさあ」

　ぎゅっとくっ付いてくる一乃の顔は熟した林りん檎ごより赤く、瞳ひとみは潤うるんで緩んでいる。

　黒いセーラー服越しに伝わる体温、ウサミミ載せた長い黒髪から漂う淡い花の香り。

「ハッハッハッ、一乃は可愛かわいいなー」なでなで、なでなで。

「照れる、う、うさぁ」うさうさ、うさうさ。

「ハッハッハッ一乃は──」

「うさー」

　…………誰だれも止めないので、二人が正気に戻るまでこのままです。

　そして何度『なでなでうさうさ』を繰り返したか、やっと二人は冷静さを取り戻す、

「はっ、おれは何を！」

「チッ、正気を取り戻してしまったようね……ぴょん」

「……おまえ、最初から、正気だったのか」

　宗そう司じは驚き戦せん慄りつし、ごくりと唾つばを飲む。

「ふふっ、この私の深しん謀ぼう遠えん慮りよに恐おそれ戦おののくが良い、うさ」

「ああ、別の意味で恐れ戦いたよ……」

　何せウサ乃さんだ。












「そう、私は森もり塚つか一いち乃の、十六歳」

　何な故ぜか自慢げに、ウサ、もとい、一乃は薄い胸を張りウサミミを載せた長い黒髪をかき上げる。

「うさうさぴょんぴょんすら完かん璧ぺきにこなす、素敵な淑女…………だ、ぴょん」

「無理に『ぴょん』つけなくても良いんじゃないかな」

「おかしいわね……イメージトレーニングは完璧だったのよ」

「イメトレなんかしてたのかよ」

「……だって、半日も一人ぼっちで、」

　拗すねたように、一乃は唇を尖とがらせて宗そう司じを見上げた。

「さ、寂しかったのよ……バカ」

　ぎゅー、ウサミミ一乃が宗司の頰ほおを抓つねるがその力は弱い。

「こ、これからは、私がウサミミをつけたときは、その、あ、甘やかしなさい……め、命令よ、拒否は許さない……のよ、ばか」

「やっべえ、なんだこの可愛かわいい生き物！」

「私は、元から可愛いのよ。あなたが気付くのが遅かったの、ぴょ、ぴょん」

「超餌え付づけしたい！　むしろ餌付けしよう」

「ちょうどいいわね、私もおなかが空いていたところよ」

「任せろ、山ほど食い物はあるぞ何が食べたい！」

「……たこ焼き」

「よっしゃ！」

　テンションの高い宗司が一乃を引っ張って中央のテーブルに着く。

　無論、椅い子すは隣同士に並べてだ。

　そしてテーブルに置いていた模擬店の食べ物の山（当然たこ焼きもある）から、素早い動作でたこ焼きを探し出し、爪つま楊よう枝じに一つ刺して手に取り一乃に差し出す。

「さあ、あーんするがいいさ！」

「熱いの嫌だから、ふ、ふーふー、しなさい」

「わかった、だがその前にちょっと頭撫なでさせろ、むしろもう撫でる」

「あんっ、もう、やめなさ……やめなくていいから、もっと、優しくしなさい」

「勿もち論ろんだよ一乃」

　宗司はきりりと表情を引き締め、たこ焼き片手にウサミミを載せた一乃の黒髪を、

　なでなで、なでなで、なでなで、なでなで、なでなで、なでなで、なでなで──

「ふぅ」

　何か大仕事をやり遂げたように、溜ため息いきを吐つく。

「さあ、一乃、改めてあーんするんだ」

「あーん」

　宗そう司じの隣に座る一いち乃のは、餌えさを待つ雛ひなのように口を開けた。

　自然と上目遣いになった顔は奇妙に色っぽく、宗司は思わずごくりと唾つばを飲みながら、たこ焼きを一乃の口元へと運んだ。

「……ん、案外美お味いしいわね」

　口元についたソースをちろりと舌で舐なめ、一乃は言った。

「それは何より、次は、何を食べたい？」

「そうね──」

　ガラリ、ドアが開き、

「やっほー、イチノいる？　色々、食べ物もってきたよ」

「紅茶を飲みにやって来ました、」

「ついでにリリスも昼食をとろうと思います」

　制服姿のキリカとリリスが（キリカはカッターシャツとミニスカート、リリスはペールオレンジのブラウスとブレザー）現れる。

「……何してんの、ソージにイチノ」

　不思議そうに、キリカは青い瞳ひとみをぱちくりさせた。

　一乃が何な故ぜか椅い子すの上に立ち、宗司がその足元で仰向けに倒れている。

　ちなみに、一乃のウサミミは部室の隅に投げつけられています。

　さすがに、ウサ乃さんモードをキリカたちに見られるのは嫌だったらしい。

「そうだな……何してるように見える？」

　問われ、リリスとリリスは虹にじ色いろの瞳でじっと宗司を見詰めた。

「リリスには、」

「兄さまが、森もり塚つか一乃のスカートの中を覗のぞいているようにしか見えません」

「──ッ！」

　びっくりした一乃が即座にスカートを手で押さえ、宗司は礼儀正しく視線を逸そらす。

「うん、それでいいや」

　むくり、気まずげな顔で起き上がり、宗司は改めて椅子に座った。

　因ちなみに、黒だった。

「ま、まあ、今回は許してあげるわ、ぴょ、じゃなくて、あげるわ」

「変なイチノ」

「はい、変です」

「そうだ！　おれも色々買って来たんだよ、キリカも買って来てくれたのか、じゃあ一緒に食おうぜ！　リリスも昼はまだだろ、あ、おれ、お茶淹いれるな！」

　声を張り上げて、無理矢理誤魔化す。

「うわっ、ソージ凄すごい量だね」

「これだけあれば、全員で食べても充分です、」

「むしろ、リリスは何も買ってこず正解でした」

　幸いというか、テーブルの上に並ぶ模擬店の食べ物にキリカたちの意識は逸それた。

　宗そう司じがお茶を淹いれる頃ころには、全員古びたテーブルを囲み大量の食べ物を整理して並べ変えている。

「たこ焼き、やきそば、明石あかし焼き、お好み焼き、ネギ焼き……似たようなのが多いわね」

「まーね、でもほら、フランクフルトとかもあるし」

「クッキーは食後にしましょう」

「そうだな、ほれ、一いち乃の、さすがに紅茶は合わないだろうから日本茶な」

「あら、ありがとう。お礼に私がフランクフルトを頰ほお張ばる姿を見詰めていいわよ」

「しねえよ！」

　わいわいと言いながら、宗司たちは模擬店の食べ物に手を伸ばす。

　何とも楽しげで、いつものゲーム同好会の空気にも、ほんの少し学園祭の騒々しさが混ざったようだった。

「そういえば、午後からはどうするんだおまえら？」

「私はここにいるわ」

「キリカさんも、自分のシフトは終わったから部室でだらだらするつもりだよっ」

「兄さまが部室にいるならば、リリスも部室にいます、」

「クラスへの義理は充分に果たしたとリリスは判断します」

「んじゃ、みんなでトランプでもするか、大富豪とか──なあ、一乃」

　宗司は、一乃の赤い瞳ひとみを見詰めて、優しく笑いかける。

「こんだけ騒がしければ、ウサギも死ねないな」

「ウサギ？」

「どういう意味ですか兄さま」

　キリカとリリスは不思議そうだったが、宗司は答えず。

　一乃は、

「そうね──」




「それはとても、素敵なことだわ」




　その人形のような端整な顔に、人間の少女のような微笑ほほえみを浮かべた。

　宗司だけでなく、キリカも、リリスも見み惚とれてしまうような。

　優しくも、美しい、笑顔だった。






日誌　十一　後夜祭






　大富豪で盛り上がりすぎた。

「馬ば鹿かな、もう、日が暮れている……だと」

「そのようです兄さま、学園祭も、」

「そろそろ終わり、後夜祭に移るころです」

　新しい紅茶をカップに注ぎながら、リリスが答えた。

　窓の外を見れば、確かにもう真っ暗で裏の山からは鳥と虫の声がする。

「後夜祭か、確か、フォークダンスだっけ？」

「はい、学園祭の看板等、使用済みの諸々を焼く炎を囲み、」

「邪教の集会の如ごとくに手を繫つなぎ踊り狂うのです」

「……リリス、お兄ちゃん、その喩たとえはどうかと思う」

「失礼しました、しかしたまにはリリスも毒を吐きたくなります、」

「そんなところも、ちょっぴり可愛かわいい兄さまの素敵な妹です」

「うん、可愛い」

　苦笑混じりに言いながら、宗そう司じは一いち乃のとキリカに視線を向けた。

　二人はまだ、大富豪を──厳密にはその最下位決定戦をしている。

　宗司とリリスは一足先にあがり、残った一乃とキリカは、

「後夜祭ぐらい、折角だし出てみるか、なあ？」

　カードを握り締めテーブルに身を乗り出してゴツゴツと、牛の喧けん嘩かのように額をぶつけ合っていた。

　っていうかもう大富豪関係ない。

「ええ！　いいわよ！　最後ぐらい！」

「そうだねっ！　大きな炎が！　綺き麗れいだって聞くし！」

「おまえら、額、いたくね？」

「いいえ──！」

「全然──！」

　大きく、二人は、頭を引き、

「痛くないわ！」

「痛くないよ！」

　ごっつぅううううんんんんん！

「……痛いわ」

「……痛すぎるよ」

　ダブル・ノック・アウト。

　ずるずると、二人はテーブルの上に崩れ落ち、その手からカードが零こぼれ落ちた。

「よし、オチが着いたことだし後夜祭行くか」

「はい兄さま、」

「二人が復活するまでに、簡単に室内の片づけをしましょう」

「そうだな、一緒にやるか」

　そして、一いち乃のにキリカが立ち直るのを待っていた結果、

「見事に出遅れたな……」

「そのようね」

「うん、もう、みんなグルグル回ってるね」

「兄さま、どういたしましょう」

　既にグラウンドの真ん中で巨大な炎が燃えていた。

　学園祭に使った全すべてを燃料に、暗い夜空へ向かい、赤い炎が立ち昇る。

　揺らぐ炎に合わせたように、エスニックな音楽が鳴り響く。

　炎の輝きは強すぎて、遠目からでは誰だれがそこにいるのかわからない。

　炎を囲み、音楽に乗り、顔のない生徒が踊る。

　邪教の集会というリリスのジョークはともあれ、そこには原始的な荘厳さがあった。

「さて、どうしたもんだろうな」

「何を言っているのかしら」

　一乃が、宗そう司じの手を取る。

「そんなの決まってるよ」

　キリカが、逆の手を取った。

「踊りましょう兄さま、」

「私たちだけで」

　リリスとリリスは、宗司に微笑ほほえみかけた。

「ああ、それは、悪くないな」

　人の輪から外れて、炎から離れて、夜に近い場所で彼らは手を繫つなぐ。

　聞こえる音楽に合わせて、回り巡る。

　森もり塚つか一乃の纏まとう黒と赤、沢さわ村むらキリカの纏う銀に青、白しろ崎さきリリスの橙だいだいに虹にじの輝き。

　炎の届かない夜よ闇やみの中だからこそ鮮やかに、

　彼女たちは星のように巡る。

　──そして、炎は消えた。

　そこにあった荘厳さなど跡形もなく、踊っていた生徒たちは唐突に消えた炎に戸と惑まどいざわめく。

　誰だれも気付かなかった、炎の中に、ずっと、一人の少女がいたことに。

　その少女が、炎を、喰くらったことに。

　少女は戸惑う生徒たちの間を魔法のように静かに歩む。

「なによ、一体？」

「さあ、火が消えたみたいだけど」

「どうしましょうか兄さま、」

「兄さま？」

「……」

　炎が消えた闇やみの中、夜風と共に遠い異国の音楽が流れている。

　夜のような沈黙を宿し、宗そう司じだけが、その少女を見ていた。

　彼は、彼女を見ていた。




「きたよ、そうじ」

「来たか、フェル」




『零白夜ラスト・エレメント』白しろ崎さき宗司の前に、『煉獄カサルテイリオ　第一罪《　竜クスイパスメノス　》』フェルが現れた。

「準備は出来たのか」

「おまつり、こころのねつりょう、とても、おいしかった」

　表情のない硝子がらす球の瞳ひとみに、赤い炎が宿る。

「我らの空腹は、満ちた」

　炎に煽あおられているように、燃える長い赤毛が、夜のような黒のセーラー服が、

　なびき、はためき、翻ひるがえる。

　赤に染まったフェルの瞳が宗司を見詰め、

「我らが意思は主あるじの平穏、

　我らは未いまだ受け入れられざる半身、

　我らは望みと定めに殉じゆんじ、

『煉獄カサルテイリオ』は、『零白夜ラスト・エレメント』を、踏破する」

　その手に、銀色の、ジッポライターを握った。

　それは、一いち乃のの持ち物『だった』ジッポライターだ。

　事態を飲み込めずにいる一乃は、キリカ、リリスは、答えを求めるように宗司を見た。

　太陽のようなキリカの顔が曇る。

　幼いリリスの顔が恐怖に歪ゆがむ。

　一いち乃のは、ただ言葉を失い立ち尽くす。

「待っていた」

　白しろ崎さき宗そう司じという存在は、こうも恐ろしく笑えたのか。

「『第一世界シユレデインガー』、『道化師の栄光バツドジヨーク』、まだ足りない──後一つ足りなかった」

　地獄の悪魔が数千年かけた望みに、ようやく、手をかけたように。

「来い『煉獄カサルテイリオ』、おまえが、そうであるならば、それを示してくれ」

　狂熱と歓喜に満ちて、笑っている。

　フェル──『煉獄カサルテイリオ』は、真っ向からその笑みを受け止めて、

「我が根源、我が世界、我が魂──」

　ジッポライターを点火した。

「顕現せよ『煉獄カサルテイリオ』！」

　その炎を視認できたのは、宗司と一乃とキリカとリリス、そしてフェルだけ。

　ジッポライターの小さな炎が爆発する太陽のように膨れ上がり、瞬時にこちらと、あちらで、世界を切り離す。

　結界の力が、彼らを世界から隔離する。

　彼と彼女──宗司とフェルだけが、その場から、消えた。

　一乃を、キリカを、リリスを、取り残して、彼は彼女と共に行ってしまった。






日誌　十二　『煉獄』──この夜に奏でられるフィナーレ──






　炎の結界、見渡す限りの赤い荒野と赤の空。

　燃える炎のように赤い髪を揺らしたフェルの小さな手には、赤い炎を灯ともす槍やり。

　赤く赤く赤い世界の中で、宗司とフェルは対たい峙じする。

「あらかじめ言っておくが、おれは弱いぞ」

　すっ、宗司は両手を見せるように広げた。

「『道化師の栄光バツドジヨーク』のように宇宙空間にすら適応し生存する強きよう靭じんさも、『第一世界シユレデインガー』のように幾億の死を刻もうとも次を持つ不滅さもない、この心臓を貫けば死ぬ。おれは体から精神まで、そこらの人間と全く同じ構造だ」

　フェルは答えず、燃える槍で大地を刺した。

「第一罪が命ず、戦装束纏まといて現れよ、第二罪《　蛇ズイリヤ　》、第五罪《　狼アプリストス　》」

　槍の先端に灯った炎は篝かがり火びのように膨れ上がり、そこより現れる影が二つ。

　剣を手にした赤の騎士、人ほどもある赤い狼おおかみ。

「犬はともかく、ペンギンは原型がねえな」

「そうじ、ほのおに、かたちなんて、ないよ」

「そりゃまあ、そうだ」

　宗そう司じは少し愉快気に唇を歪ゆがめて、ふと思い出した。

「懐かしいな、その二匹、初めて会ったとき問もん答どう無む用ようで襲って来た奴らじゃねえか」

　第二と第五、ペンギンと犬、今は、赤の騎士と赤い狼おおかみ。

「おまえらは、正しかったぞ」

「……」

　騎士と番犬──第二罪《　蛇ズイリヤ　》は、第五罪《　狼アプリストス　》は、何も言わない。

　赤の騎士は剣を振り上げ、赤い狼がその後ろ足に力を込める。

　宗司は、フェルを見た。

　赤い瞳ひとみで──一いち乃のと同じ色の瞳で──フェルは宗司を見詰め返した。

　硝子がらす球の瞳は赤に染まれど変わらず感情を映さず、紡つむぐ声にも感情はなく。

「フェルは、そうじのことが、けっこう、ほんきで、すきだったよ」

「そうか」

「でも、あんまり、いみは、なかった」

「そうだな」

「だから」

　赤い槍やりを構えた、フェルが、

「さよなら、そうじ」

　赤い大地を蹴けった。

　………………

　…………

　……

　夜空の下、グラウンドの上、消えた炎。

　宗司とフェルに取り残された少女たちは、ただ、呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

「……」

「わけがわかんないよ、もう」

「兄さま、どうして」

　夜風が、立ち尽くす彼女たちを揺らしていた。

　宗司は、フェルは、結界の内側で何をしているのかわからず。

　何をすればいいのかわからず、何一つ出来ず。

　ただ待つことしか出来ない──いつまで待てばいいのかすら。




「ただいまー」

「うなー、負けたー」




　何かすぐ戻ってきた、大体、五分ぐらい。

「……はい？」

　一いち乃のにキリカにリリスが揃そろって、きょとんとする。

　戻ってきた宗そう司じは困ったような顔で頰ほおを搔かき。

　逆の手で、きゅうっと目を回したフェルの襟首を摑つかんでぶら下げていた。

　よく見れば、宗司の頰には一筋浅く、だが鋭い傷がついている。

「いや、まあ、頑張ったと思うよ……圧倒的に力不足だっただけで」

「ふぉろーされた、フェル、ぎゃくに、しょっくだー」

　意気消沈のあまり、ネコミミはすっかり萎しおれて赤毛の上にペタンと倒れている。

「あの、ソージ？」

「あの、兄さま？」

「悪い、ちょっと待っててくれ」

　物もの凄すごく納得いかない顔をしているキリカとリリスに、宗司は微笑ほほえみかけた。

「う、うん、わかった」

「……はい、兄さま」

　あまりにも普通に言われて、彼女たちはあまりにも普通に頷うなずいてしまった。

　放課後や、休み時間のような、あまりの普通さ。

　そして白しろ崎さき宗司は、当たり前の顔をして、森もり塚つか一乃の前に立つ。

「フェルっていうか、『煉獄カサルテイリオ』、一応、おまえに返すな」

「え、あ、あら、どうも、ありがとう」

　戸と惑まどいながらも、一乃はフェルを受け取り抱きかかえる。

「一乃、それは、おまえのものだ」

「……わかっているわよ、そんなこと」

　赤い瞳ひとみでじっ、と彼女は宗司を見詰める。

　答えを求めるように、宗司を覗のぞきこむ。

「一つだけ、言わせなさい」

「なんだい」

「あなた、最低よ」

「知ってる」

「でも、嫌いじゃないわ」

「知ってる」

「あなた、私を、どう思っているの」

「好きだ」

「『煉獄カサルテイリオ』がなくてもそう言ってくれるかしら」

「もちろん」

　でも、と、彼は続ける。

「それに、何の意味があるんだ？」

　その言葉が拒絶ですらなく、ただの疑問であることが、いっそ残酷だ。

「──遠いわね」

　ふと見上げれば、果てのない夜空が広がる。

　手を伸ばしても摑つかめない星々が瞬またたいている。

　一度、静かに目を閉じた。

　視界の全すべてが灯あかり一つない暗くら闇やみに染まる。

「宗そう司じ、もう一度言って」

「好きだ」

　一いち乃のの脳裏に過よぎった宗司の姿は、いつか見た悲しげな微笑ほほえみ。

　脳裏に響くのは『好きだ』の声。

　思い出すのは、出会った日のこと、契約のこと。

　再び目を開けたとき、一乃は揺るぎなく、心に誓った。

「私に戻りなさい、フェル」

　目の前の宗司を見詰めながらそう告げる。

「いちの、しんじつなんて、しらないほうが、いいんだよ」

「もう遅いわ。わかるでしょう、フェル、いいえ、

　──『煉獄カサルテイリオ』──

　あなたは、私なのだから」

　瞬間、フェルが炎と化した。

　赤い赤いその炎は、髪の一筋すら焼くことなく、一乃を包み込み。

「あなたのために、壊れてあげる」

　その体に沈み込むようにして消えていった。

　森もり塚つか一乃の中に流れ込む知識と情報と推測。




『ねえ、そうじは──だよね』

『そうだよ、フェル』




　異能は無意味だ。

　この世界に悪の大魔王はいない。

　この世界に異世界からの侵略者はいない。

　この世界に千年前から世界の裏に潜ひそんでいた謎の組織はいない。




　ただ一つの要素が、全すべてを覆くつがえす。




　この世界に足りないものは何だ。

　何があれば、彼女たちはこの無意味から救われる。

　一いち乃のはそれを理解してしまう。




『零白夜ラスト・エレメント』白しろ崎さき宗そう司じは、

『この話に欠けていた最後の役ラスト・エレメント』白崎宗司は、

　朝の挨あい拶さつのような気軽さで告げるのだ。




「はじめまして、『森塚一乃ヒロイン』」




「待っていたわ、私たちの『運命』」

　彼女は森もり塚つか一乃、十六歳。

　恋をした相手は、彼女の『敵』だった。






あとがき






　魔人が夜明けにした慟どう哭こく（別名・あとがき）




「ククク、改めて名乗ろう我輩が（以下略）であるぞ」

「名乗ってないじゃん！　全部省略しちゃってるよ！」

「ふっ、愚かな担当編集め、我が暗黒神殿は常に手狭なのだ……いやね、毎度のことですけどあとがきのスペース少ないでしょう、だから名乗りを節約しようかと」

「スペースがないなら、こういう無駄話をやめたらどうです？」

「断る。我輩は無駄話のついでにあとがきを書いているのだ──さて、折角なので今回もアンケートに触れてみよう、『登場人物、我輩（作者）にどんなことをしてもらいたいですか』がメインであったな」

「『一いち乃のさんに踏まれたい・罵ののしられたい』という回答でいっぱいでしたね」

「クックックッ、欲望に忠実で実に良い」

「他ほかは『キリカの胸に顔を埋うずめたい』、『リリスにヤンデレって貰いたい』、『作者に絶対儲もうかる投資話を持ちかけられたい』とか」

「最後だけ何かがおかしくはないか！　だが、無意味にインパクトはある。貴様に葉は村むらポイントを二点進呈しよう！　しかし絶対儲かる儲け話など知らぬぞ！」








二〇一一年夏『葉村ポイントに意味はありません』葉村哲てつ→


















　著者

　葉村哲（はむら・てつ）
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　　こう書くと引きこもりみたいだけれでも、趣味の一つは散歩です、残りは読書と昼寝。




　イラストレーター
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		奥付
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